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タイ、ASEANの今がわかるビジネス・経済情報誌『アレイズ』

進化すべし、変化すべし

変革期の
自動車産業
～タイにおけるCASE～
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57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

承
り
中価格査定

資産の市場価格を把握しておきませんか?

工場・土地の売却物件も多数取扱あり。詳細はお気軽にお問合せください。

日系企業 工場 4,000㎡ 土地 9,000㎡
日系企業  工場 12,000㎡ 土地 25,000㎡
マレーシア企業 工場 9,000㎡ 土地 24,000㎡ 
タイ企業 工場 1,500㎡ 土地 3,200㎡
台湾企業 工場 24,000㎡ 土地 163,000㎡

■ 過去の成約事例一例

■ 手続きの流れ

タイで900,000㎡以上の土地売買取引を行ってきた弊社が、御社の土地・
工場・建物を価格査定いたします。売却、M＆Aのご相談も承っております。

● 評価レポート資料制作も可

見本

簡易査定

無料

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様

· 福島工業 様
· コマツ 様
· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様

· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様
· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様

· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
·アマダ様
· アズビル様
· フジゼロックス様　他

弊社取引実績クライアント様

工場・土地の

■ タイの現在の企業動向

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

タイ完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区分 業種 エリア 撤退・縮小理由

お問い合わせ（オンライン、面談、メール）

資料の準備

査定開始（１ヵ月前後）＊お急ぎの場合はお知らせください

査定結果報告

納品

守り
コスト削減
投資抑制
資金確保

備え
資産価値査定
資源配分見直し

攻め
競合買収
事業部売却
成長分野へ投資
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2
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御社の資産相場、把握していますか？御社の資産相場、把握していますか？

コロナ禍で必要な対策
事前に“備え”である資産価値を把握することで、
具体的な“攻め”と“守り”のプランが立てやすくなります。

GDM (Thailand) Co., Ltd. 
担当： ［内堀］+66(0)97-137-4831 
Email： uchibori@gdm-asia.com

2020年12月3日（木）
13:00～14:00
15:00～16:00

タイ時間

日本時間

共催 ：es Networks(Thailand) Co., Ltd. 
  GDM (Thailand) Co., Ltd.
配信方式 ：Zoom Webinar
参加費 ：無料
定員 ：500名（※定員になり次第締切）
申込締切日 ：12月２日(水) 12:00（タイ時間）
参加方法 ：右記QRコードより事前予約を
   お願いいたします

＊Zoomのアカウント取得が前提となります 
＊登録可否確認後、別途事務局よりご案内メールを送付申し上げます
＊フリーアドレスからのお申し込みはご遠慮させていただいております
（※）大変恐縮ながら、当日の講演資料の配布はございません。

業績低迷時のM＆A実務 不動産の市場価値算定の重要性

代表取締役社長

高尾 博紀

2008年より来タイ。ホテル・オフィス用地や工場倉庫
用地及びホテルやオフィス、商業施設などの事業用不
動産売買に強みを持つ。タイ国内において900,000
㎡を超える不動産取引実績を有し、企業の不動産取
得支援を行っている。不動産開発レポートや不動産鑑
定評価、オフィス・ホテル・物流などのマーケット調査レ
ポート、地権者調査など調査リサーチにも従事。

お問合せ

　タイでは経済成長鈍化に加え新型コロナウイルスの影響により、企業を取りまく環境は大きく変化して
います。コロナ禍で生き抜くために、経営の意思決定を行う過渡期に立っています。プロフェッショナルコ
ンサルタントを多数有するes Networks (Thailand) Co., Ltd.とタイで豊富な不動産取引実績を持つ
GDM(Thailand) Co., Ltd.がタイの事業環境に適したM&Aを解説いたします。

セミナーM&A
コロナを生き抜くタイ事業の
今こそ決断時期！

Director

奥村 宙己

2014年(株)エスネットワークスに新卒として入社。ス
ポット支援として事業計画作成、事業デューデリジェン
ス、財務デューデリジェンス、M&Aアドバイザリーを担
当。常駐支援として管理体制構築支援、月次決算体
制構築支援、再生企業の事業計画実行支援、クロス
ボーダーPMIを担当。タイ国においてPMI常駐支援、タ
イローカル企業への財務デューデリジェンス業務、タイ
子会社の再生支援、進出サポート及び会計・税務コン
サルティングに従事。

Profile Profile

下記QRコードより
事前予約をお願いします

Zoomウェビナー

第１部 第２部es Networks (Thailand) Co., Ltd. GDM(Thailand) Co., Ltd.
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著作権はGDM (Thailand) Co., Ltd.に属します。
本誌に掲載されている記事、写真などの無断
掲載、複写、転載を禁じます。
Copyright by GDM (Thailand) Co., Ltd. 2020

【無料定期配送 募集中】
ご希望の方は、件名を「無料定期配送希望」として、
住所（郵便番号）、電話番号、氏名（日本語・英語）、
年代、在タイ歴をご記入の上、
以下までお申し込みください。
gdm-info@gdm-asia.com
※郵送はタイ国内に限らせていただきます。

ad@gdm-asia.com (Japanese・Thai・English)
本誌、広告に関するお問い合わせ
Contact us

086-513-7435  (高尾)、097-137-4831  (内堀)
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57, Park Ventures Ecoplex, 
12th Fl. Unit 1211, Wireless Road, 
Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

2020年11月10日

www.arayz.com

GDM (Thailand) Co., Ltd.

【注書】本誌は、本誌が信頼できると判断した各種情報に基づき作成
していますが、その正確性や確実性を担保するものではございませ
ん。本誌に記載している情報のご利用に関しましては、ご自身の判断
でなされますよう予めご了承ください。また、本誌に記載された内容は
予告なく変更されることもございます。
image: Freepik.com

ASEAN経営戦略40

タイでの採用成功術32

PwC タイ ビジネススタディ34

現場発経営論42

タイ、アセアンの自動車ビジネス新潮流を読む38

不動産のプロ、GDMが徹底解説 BKKオフィスナビ26

ベトナムから発信　現地ビジネス情報47

知らなきゃ損するタイビジネス法務46

世界の片鱗58

ASIAビジネス法務　最新アップデート48

サシン経営大学院日本センター藤岡資正所長が聞く対談57

明日を創る人事制度28

MEKONG 5 JOURNAL30

ミャンマーの最新ビジネス法務49

日刊工業新聞
飛び立つ空飛ぶクルマ
“未来”の実現機運高まる
（イメージ出所：経済産業省）

特集12
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今回、グロービスがタイにてコース提供
を開始される目的は何でしょうか？

　日本にはキャンパスが東京、名古屋、大阪、
仙台、福岡に、特設キャンパスが横浜と水戸
にあります。リアルな場を使って学ぶ環境を作
ることで、そこにコミュニティが生まれます。一
人ではなく仲間を見つけ、助け合っていくこ
とが非常に重要だと思います。
　2012年から日本で全日制の英語MBAプ
ログラムを開講していますが、実はタイから
たくさんの方が学びに来られています。グ
ローバルな教育環境が現地にあれば、より
多くの人が学ぶことができるのではないかと
考えました。
　グロービスは当初、MBAを授与しない学
校として始まりました。自分の能力を高めた
い、起業家として社会の創造と変革を行い
たい…そんな方たちが集って学んでいきま
した。グロービスの教育理念でも〝志〟の重
要性を説いています。タイでも向上心や社
会変革への思いを持った方にぜひ来てほし
いと思っています。
　そして、そのような方たちに必要なのはビ
ジネスに活かせる現実的な教育です。グ
ロービスでは実務経験の豊富な講師が教

えています。つまり教育内容が実践的です。
仕事をされている方なら学んだことを翌日す
ぐに現場で使うことできるのです。仕事をし
ながらどんどん能力を高めていくことができ
る点がグロービスの魅力の一つです。

ビジネスリーダーとして
大切な点は何でしょうか？

　私はこれまでリーダーとして必要な能力に
は３つあると言ってきました。まず経営に関す
る理論や知識、２つ目に経営分析をして戦
略を立て、意思決定する考える力、そして３
つ目がコミュニケーション能力です。
　しかし不確実性が高まる昨今、これら３つ
に加えて新たに２つの能力が求められてい

ると思います。
　新たなテクノロジーを活かしてこれまでに
ないビジネスモデルを作っていく能力と世界
的な視野で物事を捉え、文化の異なる人と
も協働できるグローバルな能力です。

最後に未来の学生へ向けて
メッセージをお願いします

　今、新型コロナウイルスの影響で大変な状
況の中、タイの情勢も激動しています。その中
でも、学びを止めたくないと考えるビジネス
パーソンが多くいらっしゃるかと思います。
　これに応え、グロービスタイランドで提供す
るPre-MBAプログラムでは、オンライン参加 
／会場参加を受講生が選べるハイブリッド
形式を採用します。グロービスではオンライン
教育の経験・ノウハウを蓄積しており、オンラ
イン・リアルどちらでも双方向的な深い学びを
実現します。また、受講者はオンラインでのセ
ミナーやスタディセッションを通して、タイにい
ながらグロービスが持つ国際的なネットワー
クへのアクセスが可能です。
　限られた時間を最大限有効に使っていた
だくためにも、ぜひタイでグロービスの教育機
会を活用していただければ幸いです。

株式会社グロービス 代表
グロービス経営大学院 学長

堀 義人

M Thai Tower, All Saesons Place 23Fl., 87 Wireless Road Lumpini, Phatumwan, Bangkok 10330

T E L :  +66-(0)2-627-9027
Email: imba-info@globis.ac.jp  

ほり・よしと　京都大学工学部卒、ハーバード大学経営大学院修士課程修了（MBA）。住友商事株式会社を経て、1992年株式会社
グロービス設立。96年グロービス・キャピタル設立。2006年４月、グロービス経営大学院を開学。学長に就任する。

オンラインでも対面でも学べる新たな時代のハイブリッド型コース（英語）がスタート

2021年1月より開始
グロービス、タイでの英語コース提供を

Special Interview

　日本最大の入学者数を誇るグロービス経営大学院を運営し、さらにマイク
ロラーニングのニーズに応えるグロービス学び放題を展開するなど、日本の
社会人育成を牽引するグロービスが、この度タイでPre-MBAコースの提供
を開始する。創業者であり代表である堀義人氏に、その経緯と想いを伺った。

※受講料の30％を免除する奨学金も提供予定

Essentials of Marketing
・　一科目は全6回（約3ヵ月隔週開催）
・　実務経験豊富な講師陣が担当

体験セッション開催
１月開講
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ボールペン 

超・低摩擦 ジェットストリームインク搭載！
長い歴史を持つ油性ボールペンに、飛躍的な進化をもたらした
「ジェットストリーム」。タイでも是非ご愛用ください。

h t t p : / / w w w . u n i - b a l l . c o . t h

お問い合わせ先

ク
セ
に
な
る
、な
め
ら
か
な
書
き
味
。

ボールペン 0.5mm / 0.7mm　　シャープペン 0.5mm

ボールペン ボールペン＋シャープペン黒 赤 青 緑 黒 赤 青

ボールペン 0.5mm / 0.7mm

JETSTREAM
3色ボールペン、４＆１用

ジェットストリーム販売店はこちら

タイで
リフィルも買えます！
タイで
リフィルも買えます！

JETSTREAM
SPORT用

matsudas@mpuni.co.jp松田

ミント thitikarn@mpuni.in.th （タイ語、日本語）

会社からでも注文できます！
▼ ▼ ▼  通販カタログにも掲載中 ▼ ▼ ▼

取り扱い店舗や種類に
ついて詳しくはコチラ

NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　大手不動産デベロッパーのサンシリはこの程、東急株式会社（以下、東急）
との共同事業として開発したコンドミニアム「XT EKKAMAI」の施工が完了
したことを発表した。
　バンコク中心部エカマイの約3,200平方メートルの土地に建設された
「XT EKKAMAI」は、あらかじめ内装などを完備した即入居可のコンドミニ
アム。販売総額は36億バーツ。地上38階建てで部屋タイプは１ベッドルーム
と２ベッドルームがあり、各戸の面積は29.75～57平方メートル。分譲価格
は459万バーツ～で、既に70％が売約済みという。
　サンシリと東急は2017年から共同事業をスタート。「XT EKKAMAI」は
既に完売した低層コンドミニアム「taka HAUS」に続く第２弾の共同事業。
第３弾のコンドミニアム「THE BASE SUKHUMVIT 50」も完売している。  

高層コンドミニアム「XT EKKAMAI」竣工
サンシリ、東急の共同事業第2弾

Exhibition 注目の展示会

※主催者は展示会の開催を延期または中止する場合があります。事前にウェブサイトでご確認ください。

工作機械・金属加工などの見本市

https://www.metalex.co.th/en

11月18日（水） ～ 21日（土）

METALEX 2020

製造

　東洋紡は10月26日、タイで自動車のエアバッグ原糸生産工場を新設す
ると発表した。
　PET樹脂製造の世界大手インドラマベンチャーズ傘下のインドラマポリ
エステルインダストリーズ（IPI）と合弁会社を設立し、ラヨーン県にあるIPIの
工場敷地内に工場を建設、2022年春の稼働開始を目指す。生産能力は年
間１万1,000トン。エアバッグは自動車一台当たりの搭載点数の増加や新興
国での装着率の伸長などで年率3～4％での需要の拡大が見込まれている。

エアバッグ原糸生産工場を新設へ
東洋紡、インドラマと合弁設立

　第14回目を迎える日タイビジネス商談会が来年２月23日にバンコク国
際貿易展示場（BITEC）で開催されることになり、主催する日本政策金融
公庫、バンコク日本人商工会議所などでは11月13日まで出展企業を募集
している。
　同商談会は新しい仕入先を求める企業が机を構え、自社製品などを売
り込みたい企業と商談を行う。参加費は無料。問い合わせはバンコク日本
人商工会議所Tel：02-250-0700～3（マトゥロットまたは藤下）まで。 

IoTなど情報通信技術の見本市
https://cebitasean.com/

11月2３日（月）～29日（日）

CEBIT ASEAN
Thailand

情報通信

日タイビジネス商談会開催
出展企業募集中

自働車、二輪の展示即売会

https://www.motorexpo.co.th/

12月２日（水）～13日（日）

MOTOR EXPO 2020

自動車

広告・看板向け印刷機などの展示会

http://www.signasiaexpo.com/

11月12日（木）～15日（日）

Sign Asia Expo 2020

広告印刷

石油化学関連の展示会
http://www.oilgasthai.com/

11月25日（水）～27日（金）

Oil & Gas Thailand 2020

エネルギー

倉庫関連の見本市
https://www.asiawarehousingshow.com/

12月２日（水）～４日（金）

Asia Warehousing
Show 2020

倉庫

金融商品の見本市

https://www.moneyexpo.net/

12月17日（木）～20日（日）

MONEY EXPO 2020

金融

IT関連製品の見本市

https://www.commartthailand.com/

11月26日（水）～29日（日）

Commart Thailand

情報通信

新コンセプトのフィルタの開発に成功
200㎡以上大空間も対応、空気清浄機「ALCURE」

　Delnnets Co., Ltd.ではこの度、同社の空気清浄機
「ALCURE（アルキュア）」において新コンセプトの紫外線・
光触媒ハイブリッドフィルタの開発に成功したことを発表しま
した。
　ALCUREは第１段のプレフィルタで塵や繊維等、第2段
のカーボンフィルタで化学物質、第３段のHEPAフィルタで
花粉やPM2. 5等の微粒子を除去。そして第４段の新開発
の光触媒フィルタでは、まず紫外線UV-Aで直接新型コロ
ナウイルスを不活化※し、さらに触媒表面で不活化された
ウイルスや有機物を水（H2O）と二酸化炭素（CO2）に分解
します。第４段も通過したウイルス及び清浄機内や室内空
間に浮遊するウイルスは、イオンクラスターモジュールから発
生したイオンによって不活化します。
　これらのフィルタ群と低消費電力かつ静粛性の高いツイ
ンファンとエアジェットノズルを組み合わせることで、200㎡以
上の大空間へ大量の清浄な空気を送風でき、窓を開放す
る“換気”に近い清浄性能を実現しました（特許出願中）。

ALCURE All in One フィルターの優位性

PM2.5などの微粒子を除去

バクテリアとウイルスを99.995%除去

大空間を一台で清浄

オゾンフリー たばこ臭などの臭いを除去

PICK UP NEWS

ベトナム・インドネシア対応可能

246 Times Square Bldg., 24F 24-03, 
Between Soi Sukhumvit 12 & 14, Sukhumvit Road,
Klongtoey, Klongtoey, Bangkok 10110

※奈良県立医科大学医学部微生物感染症講座及びMBTコンソーシアムに
　よって、UV-A照射で不活化される事が実証されています

COVID-19
の

不活性化に
成功
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 生産台数 150,345 -11.3 963,066 -38.8

 国内販売台数 77,943 -3.5 534,765 -29.8

 輸出（CBU）台数 63,941 -34.4 521,457 -36.5

 乗用車 29,245 -22.7 188,761 -38.2

 商用車

 （1トンピックアップ、SUV含む） 48,698 13.5 346,004 -24.2

 1トンピックアップ 34,293 15.7 274,347 -25.8

 合計 77,943 -3.5 534,765 -29.8

 乗用車 55,669 -19.3 363,809 -42.2

 バス 13 - 135 -42.8

 ピックアップ    

 1トン以下ピックアップ 0 - 0 -

 1トンピックアップ 92,221 -5.6 584,503 -36.4

 　2ドアピックアップ 32,757 14.1 173,729 -33.1

 　4ドアピックアップ 51,531 -5.3 343,623 -36.4

 　PPV 7,933 -45.6 67,151 -43.5

 5トン以下トラック 577 -29.9 3,296 -42.8

 5-10トントラック 286 -26.9 2,001 -40.0

 10トン以上トラック 1,579 2.2 9,322 -36.5

 合計 150,345 -11.3 963,066 -38.8

 完成車（輸出額） 36,762.2 -28.9 288,219.2 -31.9

               （台数） 63,941 -34.4 521,457 -36.5

 エンジン 2,496.5 -9.3 15,868.8 -35.3

 部品  13,124.2 -17.0 93,143.0 -34.8

 スペアパーツ 1,632.0 -21.5 14,207.1 -22.9

 合計  54,014.9 -25.3 411,438.1 -32.4

A S E A N ＋ 

タイの自動車生産・販売台数／関連輸出額（2020年９月）
《国内販売台数》《概要》

《自動車関連輸出額》 （単位：100万バーツ）

【出典：タイ工業連盟、タイ自動車インスティテュート、Toyota Motor Thailand Co., Ltd. 、報道各種】

《生産台数》

    自動車・二輪産業ニュース

2020年9月 前年同月比
増減%

前年同期比
増減%

 
2020年9月

 前年同月比  前年同期比
  増減％  増減％

2020年１月
～9月累計

前年同月比
増減％

2020年
9月

前年同期比
増減％

2020年１月
～9月累計

2020年9月 前年同月比
増減％

前年同期比
増減％

2020年１月
～9月累計

 

2020年１月
～9月累計

三菱自動車が「Xpander」を
マイナーチェンジ

　三菱モーターズ（タイランド）はこの程、マ
イナーチェンジしたミニバン「Xpander」を発
表した。
　Advanced Dynamic Shieldをコンセプ
トとして、フロントグリルのデザインなどを改良
したほか、16インチのアルミホイールやカ
ラーとしてグラファイトグレーを採用。よりス
ポーティーな車体となった。エンジン排気量
は1,500cc。価格は789,000バーツ～。同
モデルはインドネシアなどの工場で生産さ
れ、タイでは2018年の発売開始以来、
30,000台以上を販売している。

MGのタイ工場が10万台生産
新型PHVも市場投入

　10月26日、タイでMGブランドの自動車を
製造するSAICモーターCPはラヨーン県の工
場での生産が10万台に達したと発表した。
　同社は中国の自動車メーカー上海汽車と
タイの大手財閥CPグループとの合弁会社。
ラヨーン県のWHAイースタンシーボード工業
団地２に100億バーツを投じて工場を建設
し、14年から稼働。現在は乗用車「MG３」
「MG５」「MG６」、SUV（スポーツ多目的車）
「MG ZS」「MG HS」及びピックアップトラッ
ク「MG EXTENDER」 を生産し、輸出も
行っている。新たにタイにプラグインハイブ
リッド（PHV）のSUV「MG HS PHEV」を投
入するなど、着 と々市場開拓を進めている。

電動バイクSwag
Grabドライバーに車両提供

　電動バイクを販売するSwag EVはこの
程、食品デリバリーなどを手掛けるGrabに
電動バイク50台を提供することを発表した。
　バンコク首都圏でGrabの配達を行うドラ
イバー20人に同社の電動バイク「Swag 
EV Type X」を提供する。21年第１四半期
までに50人へと拡大する。同モデルは２つ
のバッテリーを搭載し、満充電で140㎞走
行可能。充電時間は２時間35分で、時速
は63㎞まで出すことができる。生産は中国
で行われている。同社では炭素排出量を年
間100トン削減できるとしている。

NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　大手不動産デベロッパーのサンシリはこの程、東急株式会社（以下、東急）
との共同事業として開発したコンドミニアム「XT EKKAMAI」の施工が完了
したことを発表した。
　バンコク中心部エカマイの約3,200平方メートルの土地に建設された
「XT EKKAMAI」は、あらかじめ内装などを完備した即入居可のコンドミニ
アム。販売総額は36億バーツ。地上38階建てで部屋タイプは１ベッドルーム
と２ベッドルームがあり、各戸の面積は29.75～57平方メートル。分譲価格
は459万バーツ～で、既に70％が売約済みという。
　サンシリと東急は2017年から共同事業をスタート。「XT EKKAMAI」は
既に完売した低層コンドミニアム「taka HAUS」に続く第２弾の共同事業。
第３弾のコンドミニアム「THE BASE SUKHUMVIT 50」も完売している。  

高層コンドミニアム「XT EKKAMAI」竣工
サンシリ、東急の共同事業第2弾

Exhibition 注目の展示会

※主催者は展示会の開催を延期または中止する場合があります。事前にウェブサイトでご確認ください。

工作機械・金属加工などの見本市

https://www.metalex.co.th/en

11月18日（水） ～ 21日（土）

METALEX 2020

製造

　東洋紡は10月26日、タイで自動車のエアバッグ原糸生産工場を新設す
ると発表した。
　PET樹脂製造の世界大手インドラマベンチャーズ傘下のインドラマポリ
エステルインダストリーズ（IPI）と合弁会社を設立し、ラヨーン県にあるIPIの
工場敷地内に工場を建設、2022年春の稼働開始を目指す。生産能力は年
間１万1,000トン。エアバッグは自動車一台当たりの搭載点数の増加や新興
国での装着率の伸長などで年率3～4％での需要の拡大が見込まれている。

エアバッグ原糸生産工場を新設へ
東洋紡、インドラマと合弁設立

　第14回目を迎える日タイビジネス商談会が来年２月23日にバンコク国
際貿易展示場（BITEC）で開催されることになり、主催する日本政策金融
公庫、バンコク日本人商工会議所などでは11月13日まで出展企業を募集
している。
　同商談会は新しい仕入先を求める企業が机を構え、自社製品などを売
り込みたい企業と商談を行う。参加費は無料。問い合わせはバンコク日本
人商工会議所Tel：02-250-0700～3（マトゥロットまたは藤下）まで。 

IoTなど情報通信技術の見本市
https://cebitasean.com/

11月2３日（月）～29日（日）

CEBIT ASEAN
Thailand

情報通信

日タイビジネス商談会開催
出展企業募集中

自働車、二輪の展示即売会

https://www.motorexpo.co.th/

12月２日（水）～13日（日）

MOTOR EXPO 2020

自動車

広告・看板向け印刷機などの展示会

http://www.signasiaexpo.com/

11月12日（木）～15日（日）

Sign Asia Expo 2020

広告印刷

石油化学関連の展示会
http://www.oilgasthai.com/

11月25日（水）～27日（金）

Oil & Gas Thailand 2020

エネルギー

倉庫関連の見本市
https://www.asiawarehousingshow.com/

12月２日（水）～４日（金）

Asia Warehousing
Show 2020

倉庫

金融商品の見本市

https://www.moneyexpo.net/

12月17日（木）～20日（日）

MONEY EXPO 2020

金融

IT関連製品の見本市

https://www.commartthailand.com/

11月26日（水）～29日（日）

Commart Thailand

情報通信

静音・高耐久静音・高耐久
門番チューブ・自動復帰門番チューブ・自動復帰

動作音10％減 省メンテナンス

KOMATSU ELECTRIC INDUSTRY CO.,LTD.

TEL : 02-104-9161 / 092-723-5656（川中）
E-mail : kawanaka@komatsuelec.co.jp

台達成台達成1980年
発売以来
1980年
発売以来

2020 年 1月現在2020 年 1月現在
180,000180,000

抗菌シートもラインアップ抗菌シートもラインアップ
防虫・防鳥、空調、衛生管理に効果を発揮防虫・防鳥、空調、衛生管理に効果を発揮

www.komatsuelec.co.th

虫の侵入を防ぎ 入った虫を外へ誘導

高防虫マジック
オプトロン
マジック
オプトロン高防虫

誘引阻止率 80％誘引阻止率 80％

小松電機・イカリ消毒・大成 FC 共同企画

停電時の非常脱出・煙遮断停電時の非常脱出・煙遮断
安全・安心安全・安心

ラクラク脱出 高気密構造

JAPAN No.1JAPAN No.1
シートシャッター「門番」のメーカーシートシャッター「門番」のメーカー

がしっかりサポート致します !がしっかりサポート致します !

防爆エリア

高温エリア

冷凍・冷蔵倉庫

081-813-4965（山口）
Mail：info@apamanbkk.com
HP：https://twy.co.th

 

[問い合わせ]

ア
ソ
ー
ク
通
り

ア
ソ
ー
ク
通
り

ペッブリー通りペッブリー通り

グラミー本社

シノタイタワー

スクンビット通り

MRT
スクンビット
MRT
スクンビット

MRT
ペッブリー
MRT
ペッブリー

エアポートリンクマッカサン駅エアポートリンクマッカサン駅

BTSアソークBTSアソーク

ターミナル21

常に時代を先駆けるMRTスクンビット・BTSアソークから

ビジネスの可能性が開く

26年の実績と経験であなたをサポート
=T.W.Y. OFFICE CENTER=

あぱまん情報自社物件

日本政府観光局・国際交流基金バンコク文化センター同フロア

サミット・タワー
10階

不動産に関するあらゆるニーズにお応えします。
T.W.Y. CO., LTD.
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え
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だ
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ユ
タ
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界
有
数
か
つ
日
本
最
大
の
金
融
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三
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ナ
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ル・グ

ル
ー
プ（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
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業
マ
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す
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籍
企
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客
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ま
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選
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目

指
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て
い
ま
す
。
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大
の
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徴
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約
50
ヵ
国
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に
２
７
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近
い
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持
つ
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Ｇ
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ワ
ー
ク
と
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タ
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店
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た
フ
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ン
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有
し
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リ
ッ
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銀
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し
て
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括
的
な
金
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ー
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ス
の
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可
能
と
な
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ま
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Ｕ
Ｆ
Ｇ
と
の
シ
ナ
ジ
ー
を
含
め
た
グ

ロ
ー
バ
ル
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ッ
ト
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り
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イ
国
で
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ジ
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お
客
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向
け
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実
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て
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す
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た
に
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部
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設
す
る

オ
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ス
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概
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教
え
て
く
だ
さ
い

　
チ
ョ
ン
ブ
リ
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ラ
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ー
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県
に
、ク
ル
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ィ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
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フ
ィ
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シ
ラ
チ
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Ｅ
Ｅ
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フ
ィ
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Ｅ
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比
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動
車
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し
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企
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候
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ユ
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な
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。
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し
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。

【クルンシィ EECオフィスに関する問い合わせ】
Bank of Ayudhya PCL.
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取
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情
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点
を
持
ち
、き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
って
い
き
ま
す
。

Ｅ
Ｅ
Ｃ
エ
リ
ア
の
可
能
性
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
施
策
は
政
府
の
産
業
高
度
化
政
策

「
タ
イ
ラ
ン
ド
４・０
」の
中
核
を
成
す
重
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。ド
ン
ム
ア
ン・ス
ワ
ン
ナ
プ
ー

ム・ウ
タ
パ
オ
の
各
空
港
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
の

建
設
、レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
や
ウ
タ
パ
オ
空
港
の
拡

張
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
な
ど
の
都
市
開
発
と
いっ

た
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
よ
り
、人・モ
ノ
の
流
れ
が

よ
り
活
性
化
す
る
見
込
み
で
す
。

　
さ
ら
に
投
資
促
進
の
た
め
の
経
済
特
区
設

定
、重
点
産
業
へ
の
恩
典
付
与
に
よ
り
、対
象

業
種
企
業
に
と
っ
て
は
非
常
に
魅
力
的
な
エ
リ

ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。タ
イ
投
資
委
員
会（
Ｂ
Ｏ

山本 大輔
Tel：02-352-3970
Fax：02-296-6903
Mobile：097-130-7769
E-mail：daisuke.yamamoto@krungsri.com
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Pathumwan, Bangkok 10330
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堀尾 哲亨
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ラヨーン県

東
部
に
E
E
C
オ
フ
ィ
ス
開
設
へ

　
2
0
1
3
年
か
ら
三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル・グ
ル
ー
プ（
M
U
F
G
）の一員
と
な
っ

た
ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
。タ
イ
に
お
い
て
70
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、個
人
か
ら
中
小・大
企
業

の
顧
客
に
対
し
て
、法
人
金
融
、消
費
者
金
融
、証
券
業
務
、投
資
、資
産
運
用
な
ど
の
包

括
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
度
、ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
の
日
系・多
国
籍
企
業
部
門
で
は
東
部
経
済
回
廊（
E
E
C
）施

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
チ
ョ
ン
ブ
リ
、ラ
ヨ
ー
ン
県
で
新
た
に
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
す
る
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
厳
し
い
経
済
環
境
下
、顧
客
の
側
で
よ
り一層
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供

す
る
。堀
尾
哲
亨
副
頭
取
に
そ
の
狙
い
を
聞
い
た
。

ほりお・よしゆき　1995年入行（旧三
和銀行）。2020年６月より現職。海外
駐在はアメリカ（ニューヨーク、02年～
08年）、香港（18年～20年）に次いで
３ヵ国目。「タイは製造業を中心に日系
企業が多く、日本の縮図がある。お客
様の経営課題解決のサポートに向け
て全力を尽くします」。

P r o f i l e

M
U
F
G
傘
下
の
ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
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変革期の自動車産業 ～タイにおけるCASE～

与
え
る
影
響
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。

　
ま
た
、金
融
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
技
術
が
結

び
つい
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
の
登
場
に
よ
り
、

金
融
の
構
造
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。従

来
、銀
行
の
独
占
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
決

済
業
務
な
ど
が
様
々
な
手
段
に
取
って
代
わ

り
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
収
入
の一つ
の
柱
だ
っ

た
自
動
車
販
売
金
融
も
今
後
、影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。

激
変
す
る
事
業
環
境

　
こ
れ
ら
3
つ
の
分
野
の
革
命
は
そ
れ
ぞ
れ

過
去
に
も
起
き
て
き
た
が
、特
筆
す
べ
き
こ

と
と
し
て
は
今
日
そ
の
３
つ
が
同
時
進
行
し

て
い
る
点
に
あ
る
。こ
れ
ま
で
成
功
し
て
い
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
、対
応
を
誤
る
と一
挙
に

崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
。競
争
の
ル
ー
ル
は

大
き
く
変
化
し
、競
争
領
域
が
別
次
元
化

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。そ
こ
で
、新
し
い

収
益
構
造
の
確
立
が
必
要
に
な
る
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
競
争
相
手
も
変
化

し
て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
最
大
手

G
oogle

は
、傘
下
の
自
動
運
転
車
開
発
会

社W
aym

o

が
実
験
走
行
を
重
ね
、18
年
に

は
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
付
き
の
自
動
運

転
タ
ク
シ
ー
を
開
始
。19
年
11
月
に
は
セ
ー

フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
乗
し
な
い
、完
全
自

動
運
転
の
タ
ク
シ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
大
手
百
度

（
バ
イ
ド
ゥ
）も
、各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
連

ら
れ
る
。

　
で
は
な
ぜ
タ
イ
で
C
A
S
E
を
手
掛
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
。一
番
大
き
な
要
因
と

し
て
①「
タ
イ
市
場
の
構
造
変
化
」が
挙
げ

ら
れ
る
。ま
た
、特
に
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
事
業
を

手
掛
け
る
要
因
と
し
て
、②「
タ
イ
政
府
の

方
針
」、③「
そ
の
他
」を
挙
げ
た
い
。

① 

タ
イ
市
場
の
構
造
変
化

 

　
国
際
協
力
銀
行
が
実
施
し
て
い
る
調
査

「
わ
が
国
製
造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開

に
関
す
る
調
査
報
告
」で
は
、日
系
製
造
業

の
タ
イ
に
お
け
る
経
営
課
題
と
し
て
、「
他

社
と
の
競
争
」（
62・5
％
）、「
労
働
コ
ス
ト
の

上
昇
」（
49・0
％
）が
19
年
時
点
で
上
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
自
動
車
業
界
に
お
い
て
も
こ
れ
は
例
外
で

は
な
い
。「
他
社
と
の
競
争
」に
つ
い
て
は
、景

気
後
退
局
面
で
近
年
新
車
市
場
が
１
０
０

万
台
レ
ベ
ル
で
横
ば
い
の
中
、日
系
同
士
の
競

争
環
境
悪
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、新
興
の

中
国
系
ブ
ラ
ン
ド
も
シ
ェ
ア
を
微
増
さ
せ
て

い
る
。

　
ま
た
、「
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
」に
つ
い
て

も
、業
界
に
お
け
る
日
系
企
業
の
人
件
費
が

年
率
約
５
％
上
昇
し
、各
社
と
も
自
動
化
や

高
付
加
価
値
化
が
生
産
現
場
で
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
って
い
る
。実
際
に
日
系
各
社
の

業
績
の
推
移
を
み
る
と
、9
割
近
い
高
い
販

売
シェア
に
支
え
ら
れ
て
高
収
益
を
享
受
し

て
き
た
各
社
の
収
益
性
は
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
が
緩

や
か
に
低
下
傾
向
に
あ
る（
前

頁
図
表
２
）。

　
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
を
受
け

て
各
社
が
注
力
し
て
い
る
の
は

従
来
型
の
新
車
販
売
ビ
ジ
ネ
ス

か
ら
の
多
角
化
で
あ
る
。ト
ヨ
タ

自
動
車
が
今
年
よ
り
タ
イ
で
展

開
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
車
の

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

「
K
I
N
T
O
」も
そ
の一
例
で

あ
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
定
額
料
金
を

払
う
こ
と
で
3
〜
4
年
の
一
定

期
間
の
サ
ー
ビ
ス
、具
体
的
に
は

車
の
維
持
費
と
し
て
必
要
な
登

録
料
・
税
金
・
自
賠
責
保
険
・
自

動
車
保
険・メ
ー
カ
ー
保
証・定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
代・消
耗
部
品

の
交
換・修
理
の
際
の
代
車
な
ど
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。従
来
の
自
動
車
販
売
に
は

な
い「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」と
い
う
新
し
い
概

念
で
市
場
の
開
拓
に
着
手
し
て
い
る
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
公
共
交
通
機

関
を
避
け
た
い
顧
客
の
た
め
に
中
古
車
の

「K
IN
T
O
 O
N
E LIM

IT
ED

」を
急
遽
追

加
し
た
。こ
の
よ
う
な
経
営
課
題
へ
の
対
応

は
、ど
の
よ
う
に
新
た
な
収
益
源
を
作
り
出

す
か
と
い
う
命
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

で
き
る
。タ
イ
に
お
い
て
は
、ま
ず
はGrab

を

代
表
と
す
る
①
旅
客
・
物
流M

a
a
S

（M
obility as a Service

）と
、自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
足
元
で
注
力
し
て
い
る
②
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
2
分
野
が
現
状
顕

在
化
し
た
動
き
で
あ
り
、そ
れ
ら
の
応
用
系

と
し
て
③
稼
働
管
理
I
o
T
、④
ド
ラ
イ

バ
ー
支
援
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、タ
イ
政
府
が
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
⑤
ス
マ
ー
ト
シ
ティ
連
携
は
中
長
期
的

に
注
目
す
べ
き
分
野
で
あ
る
。次
に
個
別
分

野
の
概
況
に
つい
て
要
点
を
触
れ
て
い
く
。

① 

旅
客・物
流M

aaS
 

　
タ
イ
国
内
で
は
通
信
ア
プ
リ
の

L
I
N
E
や
、タ
イ
政
府
が
促
進
し
て
い
る

T
axi O

K

も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、特
に
配

車
サ
ー
ビ
ス
のGrab

は
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
を

は
じ
め
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ア
プ
リ
と

し
て
定
着
し
た
。

　
１１
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
財
閥T

an C
hong 

G
rou

p

の
創
業
家
第
三
世
代
に
当
た
る

A
nthony T

an

氏
が
創
業
し
た
同
社
は
急

成
長
を
遂
げ
て
お
り
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心

に
３
３
９
都
市
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。同
社
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー

配
車
サ
ー
ビ
ス
を
起
点
と
し
て
拡
大
し
た

が
、近
年
は
デ
リ
バ
リ
ー
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
分
野

に
注
力
し
て
お
り
、米U

ber

同
様
に
多
様

な
機
能
を
有
す
る
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
と
し
て

率
の
向
上
」の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
大
手
の
矢
崎
総

業
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
で
物
流
会
社
向
け
に
同

社
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
運
行
管

理
や
、運
転
傾
向
を
分
析
し
て
運
転
中
に

安
全
指
導
な
ど
を
行
う
機
能
を
搭
載
し
た

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
運
行
管
理
機
器「iQ

san

（
イ
ッ
キ
ュウ
サ
ン
）」を
開
発
。Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ

や
タ
イ・ビ
バ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
タ
イ
大
手
企
業

向
け
に
納
入
実
績
を
有
し
て
お
り
、顧
客
の

「
車
両
稼
働
率
向
上
」や「
コ
ス
ト
削
減
」に

貢
献
し
て
い
る（
図
表
５
）。

　
一方
で
、同
社
は
日
系
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業
を
手
掛
け
るT

r@
Box

及
び
タ

イ
の
D
T
C
グ
ル
ー
プ
と
協
業
し
荷
送
人
と

輸
送
会
社
の
情
報
を
マッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
も
開
始
し
て
お
り
、「
積
載
率

の
向
上
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
進
め
て
マ
ル
チ

チ
ャ
ネ
ル
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

④ 

ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
機
能

　
車
両
の
運
行
情
報
を
も
と
に
し
た
サ
ー
ビ

ス
開
発
の
動
き
は
金
融
分
野
で
も
見
ら
れ

る
。地
場
保
険
会
社T

haivivat Insurance 
Co., Ltd.

は
走
っ
た
時
間
だ
け
保
険
料
を
支

払
う「O

N
-O
FF IN

SU
RA
N
CE

」を
通

信
会
社
と
協
働
で
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、走
行
距
離
連
動
型
の
保
険
か
ら

も
う
一
段
階
踏
み
出
し
た
の
が
、ト
ヨ
タ
自

動
車
と
あ
い
お
い
ニッ
セ
イ
同
和
損
保
で
あ

る
。従
来
よ
り
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
保
険
と
し
て

「
P
A
Y
D（Pay A

s Y
ou D

rive

）」と
い

う
走
行
距
離
に
応
じ
て
保
険
料
が
変
わ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
が
、タ
イ
で
は
初

の
本
格
的
な
運
転
挙
動
反
映
型
テ
レ
マ
テ
ィ

ク
ス
自
動
車
保
険「TOYOTA Care PHYD

（Pay H
ow
 Y
ou D

rive

）」を
共
同
開

発
し
、20
年
6
月
に
販
売
を
開
始
し
た
。

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、国
際
開
発
セ

ン
タ
ー
を
主
幹
事
と
し
て
大
阪
ガ
ス
、三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら

な
る
J
I
C
A
調
査
団
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
を
20
年
に
取
り
纏
め
た
。同
プ
ラ
ン
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
、モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
7
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
柱
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
地
域
振
興
と
い

う
観
点
で
バ
ン
ス
ー
以
外
で
も
複
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
並
行
し
て
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、

今
後
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
が
タ
イ
に
お
い
て
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

る
が
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
も
公
共
交
通

機
関
を
避
け
る
動
き
の
中
、配
車
サ
ー
ビ
ス

は
一
時
的
に
需
要
が
減
退
し
て
い
る
。現
状

G
rab

も
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
比
率
は
50

%
を
切
っ
て
い
る
と
見
込
ま
れ
、今
後
は
金

融
・デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
の
事
業
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
可
能
性
が
高
い
。す
で
に
デ
リ
バ
リ
ー
・

物
流
分
野
で
はG

ojek

、LIN
E
 M
A
N

、

K
erry

な
ど
の
数
多
く
の
事
業
者
が
参
入

し
て
お
り
、競
争
の
激
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。手
数
料
引
き
下
げ
や
配
送
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
分
刻
み
に
す
る
な
ど
の
他
社
と
の
差
異

化
が一段
と
進
む
で
あ
ろ
う
。

② 

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

　
車
両
情
報
を
中
心
に
消
費
者
に
安
全
・

安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
た
も
の
で
、自
動
車
メ
ー
カ
ー

各
社
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
分
野
の

１
つ
。近
年
は
従
来
型
の
位
置
情
報
の
提
供

を
主
と
し
た
も
の
か
ら
、車
両
の
ス
テ
ー
タ
ス

情
報
や
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
機
能
、専
用
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
対
応
な
ど
機
能
の
充
実
が
進
む
。

　
同
分
野
で
先
行
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

タ
イ
現
地
法
人
ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー（
タ
イ
ラ

ン
ド
）は
17
年
よ
り「T

-C
onnect

」を
本

格
展
開
し
て
い
る
。位
置
情
報
提
供
に
加

え
て
車
両
の
修
理・管
理
が
必
要
な
場
合
、

運
転
手
に
対
し
て
通
知
機
能
が
設
定
さ
れ

る
な
ど
、消
費
者
に「
安
全・安
心
」の
機
能

を
訴
求
し
て
い
る
。現
状
こ
れ
ら
の
機
能
利

用
に
お
け
る
使
用
料
は
消
費
者
に
課
し
て

い
な
い
。

　
ま
た
、近
年
は
各
社
と
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
の
連
動
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。「
M
G
」ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
中

国
の
有
力
メ
ー
カ
ー
、上
海
汽
車
と
タ
イ
財

閥
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の
合
弁
会
社
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ

モ
ー
タ
ー
Ｃ
Ｐ
は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

「i-SM
A
R
T

」を
17
年
9
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
。自
動
車
業
界
向
け
の
運
転
行
動
学
習

と
世
界
初
の
タ
イ
語
音
声
コマ
ン
ド
を
搭
載

し
て
い
る
が
、中
で
も
エ
ン
ジ
ン
オ
ン・オ
フ
、ド

ア
ロッ
ク
な
ど
の
車
両
操
作
の
利
便
性
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
に
お
け
る
シェア
伸
張

の一因
と
な
って
い
る（
図
表
６
）。

③ 

稼
働
管
理
I
o
T

　
従
来
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

燃
料
盗
難
な
ど
の
事
案
が
タ
イ
で
は
起
き

や
す
く
、車
両・ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
は
事
業
者

の
関
心
が
高
い
分
野
で
あ
る
。１６
年
以
降
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
が
ト
ラ
ッ
ク・バ
ス
な
ど
の
商
用

車
で
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、い

す
ゞ
、日
野
自
動
車
な
ど
商
用
車
メ
ー
カ
ー

の
取
り
組
み
が
先
行
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
商
用
車
を
運
営
す
る
フ

リ
ー
ト
会
社
に
と
っ
て
は
、利
益
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
K
P
I
と
し
て「
車

両
稼
働
率
の
向
上
」「
コ
ス
ト
削
減
」「
積
載

　
今
、自
動
車
業
界
が
直
面
し
て
い
る
変
革

期
の
特
徴
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、情
報
、金
融
の

３
つ
の
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
て
い

る
点
で
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、こ
れ
ま
で
１
０
０
年
以

上
使
用
さ
れ
て
き
た
石
油
燃
料
の
ガ
ソ
リ

ン
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
、電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）へ
の
シ
フ
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
昨
年
６
月
、２
０

２
５
年
頃
の
新
車
販
売
に
お
い
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車（
Ｈ
Ｖ
）、プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）、Ｅ
Ｖ
と
燃
料
電
池
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

を
合
わ
せ
た
電
動
車
販
売
の
合
計
が
５
５

０
万
台
以
上
と
い
う
目
標
を
発
表
し
た
。

　
情
報
で
は
、従
来
の
４
Ｇ
よ
り
高
速・大
容

量
化
を
実
現
す
る
次
世
代
移
動
通
信
規
格

の
５
Ｇ
が
各
国
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
実
は
５
Ｇ
の
技
術
は
自
動
運
転
の
実
現
に

欠
か
せ
な
い
。４
Ｇ
と
比
べ
て
10
倍
以
上
高

速
で
、一
度
に
多
数
の
通
信
機
器
を
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
、遅
延
が
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
５
Ｇ

な
ら
、地
図
デ
ー
タ
や
周
辺
の
交
通
状
況
、周

囲
の
車
と
の
車
間
通
信
で
生
じ
る
膨
大
な

デ
ー
タ
の
送
受
信
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に
、次
々
世
代
の
移
動

通
信
規
格
の
６
Ｇ
の
研
究
も
既
に
始
ま
っ
て

お
り
、情
報
通
信
技
術
の
進
化
が
自
動
車
に

動
運
転
は
運
転
者
の
介
在
度
合
い
に
よ
っ
て

レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
て
い
る
。レ
ベ
ル
１
や
２
は
ま

だ
運
転
支
援
や
部
分
運
転
自
動
化
と
も
呼

ば
れ
、レ
ベ
ル
３
以
降
が
い
わ
ゆ
る
自
動
運
転

と
言
わ
れ
る
領
域
に
入
り
、高
速
道
路
な
ど

の
限
ら
れ
た
条
件
下
で
自
動
運
転
が
可
能

に
な
る
。

　Shared & Services

（
シェア
リ
ン
グ
／

サ
ー
ビ
ス
）は
タ
イ
で
も
広
く
普
及
し
た
配

車
サ
ー
ビ
ス
大
手Grab

な
ど
、車
を
用
い
た

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
形
態
を
指
す
。Electric

（
電
動
化
）は
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
の

こ
と
だ
。

　
今
日
、C
A
S
E
の
主
戦
場
は
欧
米・日

本・中
国
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
の
中
核
市
場
で

あ
る
。電
動
化
に
つい
て
は
足
元
タ
イ
に
お
い

て
も
乗
用
車
分
野
で
H
V
な
ど
の
エ
コ
カ
ー

の
販
売
構
成
比
が
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
も

の
の
、自
動
化
、電
動
化
は
先
行
す
る
市
場

に
お
け
る
標
準
化
を
巡
る
争
い
が
一
巡
し
た

後
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
含
む
新
興
国
エ
リ
ア
に一

気
に
普
及
が
進
む
可
能
性
が
高
い
。

　
一方
、Grab

は
国
に
よ
って
ア
プ
リ
を
分
け

て
展
開
し
、徹
底
し
た
ロ
ー
カ
ル
化
戦
略
を

貫
い
て
い
る
。コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ

/
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
特
性
を

意
識
し
た
展
開
が
必
要
で
あ
り
、す
で
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
も
一定
の
市
場
性
が
認
め

存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

　
特
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
分
野
で
の
技
術
蓄
積

に
は
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
り
、契
約
運
転

手
、ユ
ー
ザ
ー
の
信
用
確
率
モ
デ
ル
を
構
築
。

電
子
マ
ネ
ー
の
残
高・引
き
出
し
履
歴
、購

買・移
動
パ
タ
ー
ン
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
支

払
い
能
力
、行
動
特
性
の
予
測
機
能
は
各
種

の
決
済・保
険・金
融
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る
上
で
有
力
な
ツ
ー
ル
と
な
って
い
る
。

　
ま
た
金
融
事
業
の
強
化
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、近
年
タ
イ
に
お
い
て
こ
の
機
能
を

活
用
し
ド
ラ
イ
バ
ー
や
飲
食
店
向
け
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
も
強
化
し
て
い
る
。

タ
イ
の
銀
行
口
座
保
有
率
は
80
％
を
超
え

る
も
の
の
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
過
半

に
満
た
な
い
国
も
多
く
、既
得
権
益
の
相
対

的
に
低
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
規
制
当
局
が
比

較
的
受
け
入
れ
を
許
容
し
て
い
る
点
も
見

逃
せ
な
い
。

　
一部
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
はGrab

に
出
資

し
て
お
り
、モ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
活
か
す
試
み
を
進
め
て
い
る
が
、時
に

メ
ー
カ
ー
以
上
に
顧
客
の
詳
細
な
情
報
や
精

緻
な
ス
コ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
握
る
同
社
が

影
響
力
を
持
ち
つ
つ
あ
る
点
に
つ
い
て
は
留

意
が
必
要
で
あ
る（
図
表
４
）。

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
し
て

中
国
で
も
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
が
大
型
Ｍ
＆

Ａ
に
よ
り
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を

強
化
し
た
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
デ

リ
バ
リ
ー
市
場
拡
大
へ
の
対
応
と
考
え
ら
れ

変革期の自動車産業
～タイにおけるCASE～

監修：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング

　2016年にドイツのダイムラーが「CASE（ケース）」というキーワードを新たに打ち出した。Connected（コネクテッ
ド）、Autonomous（自動運転）、Shared/Services（シェアリング/サービス）、Electric（電動化）の頭文字を取ったも
のだが、それぞれの単語が業界の変革の方向性を示している。自動車産業で一体、何が起きているのか。今回は特に
タイにおけるCASEの動向についてMUFGグループのシンクタンク、三菱UFJリサーチ＆コンサルティングのタイ現地
法人であるMU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.の池上一希Managing Directorより解説する。

日系自動車メーカーでアジア・中国の事業企
画を担当。2007年に当社入社。大企業向
けの欧米、中国、アセアン市場での事業戦
略構築案件を中心に活動。18年2月より現
職。バンコクを拠点に東南アジアへの日系企
業の進出戦略構築、実行支援、進出後企業
の事業改善等のテーマに取り組む。

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.

池上 一希 Managing Director

② 

タ
イ
政
府
の
方
針

　
タ
イ
に
お
け
る
交
通
事
故
を
起
因
と
し
た

死
亡
率
は
10
万
人
中
32・７
人
と
2
位
の
ベ
ト

ナ
ム
の
26・４
人
と
比
較
し
て
も
A
S
E
A
N

に
お
い
て
最
悪
の
水
準
と
な
っ
て
い
る（
図
表

３
）。ま
た
、劣
悪
な
路
面
状
態
や
交
通
渋
滞

に
よ
る
経
済
的
な
損
失
も
大
き
い
。

　
タ
イ
政
府
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
べ

く
、16
年
よ
り
バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
商
用

　
こ
の
商
品
は
、車
に
搭
載
し
た
セ
ン
サ
ー

な
ど
か
ら
、加
減
速
、ハン
ド
ル
操
作
と
いっ
た

運
転
特
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
、消

費
者
は
自
身
の
運
転
評
価
を
点
数
と
走
行

地
図
を
元
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。保

険
料
の
面
で
も
、例
え
ば
2
年
目
の
更
新
時

に
通
常
得
ら
れ
る
無
事
故
割
引
20
%
に
加

え
て
さ
ら
に
最
大
25
％
の
安
全
運
転
割
引

が
適
用
さ
れ
保
険
料
低
減
に
繋
が
る
。

⑤ 

ス
マ
ー
ト
シ
ティ
連
携

　
19
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
議
長

国
と
な
っ
た
タ
イ
の
重
点
的
施
策
と
し
て
、

各
国
関
係
者
を
招
い
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

関
連
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
同
分
野

で
の
取
り
組
み
を
P
R
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
特
に
バ
ン
コ
ク
郊
外
で
建
設
中
の
バ
ン
ス
ー

中
央
駅（
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
と
し
て
21
年
に
完
成
予
定
）周
辺
は
、最

大
3
7
2
h
a（
公
園
部
分
含
む
）の
エ
リ

ア
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
再
開
発
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
タ
イ
政
府
は
本
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を「
タ
イ
ラ

ン
ド
４・０
」推
進
と
環
境
問
題
な
ど
の
社
会

課
題
解
決
の
た
め
の
パ
イ
ロッ
ト
事
業
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
18
年

よ
り
同
エ
リ
ア
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
実
現
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

自
動
車
産
業
に
起
き
て
い
る
変
化

[凡例] 各領域の主ドライバーになるCASE要素を記載（※どの領域も薄くはCASE全体と関連性あり

価値
デザイン・
ソリュー
ション

サービス

アプリ

プラット
フォーム

旅客運輸
支援

貨物運輸
支援

社用車・ 
特殊車支援

その他
事業者支援

個人利用
支援

カーライフ
支援

導入
支援

都市施設
連動

都市イン
フラ連動

エネルギー
連動

住空間
連動

他領域との融合領域自動車領域

A
移
動
型
施
設

A
移
動
住
空
間
提
供

⑤ 

ス
マ
ー
ト
シ
ティ
連
携

E
都
市
I
o
T
連
携

C

③ 

稼
働
管
理
I
o
T

C

販
売
仲
介・マ
ッ
チ
ン
グ

S

① 旅客・物流
MaaS

S

車両オペレーションS
C
② 

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

C
④ 

ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
機
能

個人コンシェルジュ
C

S

＝Connected（コネクテッド）、　　＝Autonomous（自動運転）、　　＝Shared/Services（シェアリング/サービス）、　　＝Electric（電動化）AC S E

「① 旅客・物流MaaS」「② コネクテッドサービス」「③ 稼働管理IoT」
「④ ドライバー支援機能」「⑤ スマートシティ連携」についてはタイで市場性が見込まれる

出所：各種情報に基づきMURC作成

CASEの概要図表１

合
を
組
ん
で
、自
動
運
転
の
実
現
を
目
指
す

「
ア
ポ
ロ
計
画
」を
進
め
て
い
る
。今
年
１
月

に
は
、ソ
ニ
ー
が
最
新
技
術
を
搭
載
し
た
Ｅ

Ｖ
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー「V

ISIO
N
-S

」を
発

表
し
た
。Ｉ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、電
気
、通
信
、

素
材
業
界
か
ら
自
動
車
産
業
へ
の
新
規
参

入
が
起
き
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
1
社
単

独
で
多
岐
に
わ
た
る
技
術
革
新
を
続
け
、先

進
国
、新
興
国
向
け
に
両
面
戦
略
を
と
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
。こ
れ
ま
で
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
同
士
の
戦
い
か
ら
、

複
数
の
業
界
を
巻
き
込
ん
だ

連
合
体
に
よ
る
戦
い
に
突
入
し

て
い
る
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
は
何
か

　
こ
れ
ら
の
流
れ
の
中
で
生
ま

れ
た
言
葉
が
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
あ

る
。ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章

男
社
長
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
の

新
会
社
設
立
会
見
の
席
で

「
1
0
0
年
に一
度
の
大
変
革

の
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、そ

の
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
の
は

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
新
技
術

の
登
場
」と
語
る
な
ど
、自
動

車
産
業
の
変
化
を
表
す
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。元
々
は
、ベ
ン
ツ
な
ど
を
傘

下
に
持
つ
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
の
デ
ィ
エ

タ
ー・チェッ
チェＣ
Ｅ
Ｏ
が
中
長
期
戦
略
発
表

の
席
で
用
い
た
造
語
だ
。

　Connected
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）は
文
字

通
り〝
繋
が
る
〞車
で
あ
る
。通
信
機
能
を

内
蔵
し
た
車
か
ら
、運
転
状
況
や
車
両
の

状
態
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
収
集
、解
析
し
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
す
。

　Autonom
ous

（
自
動
運
転
）は
現
在
、

各
社
が
開
発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。自

車
を
対
象
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
搭
載
を
義
務
付
け
し

た
。具
体
的
に
は
陸
運
局（
D
L
T
）の
管
理

の
元
、全
商
用
車
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
が
吸
い
上
げ

ら
れ
て
お
り
、交
通
情
報
が
見
え
る
化
さ
れ

て
い
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
速
度
、使
用
ル
ー
ト
、

距
離
、車
両
座
標
、運
転
時
間
、休
憩
時
間

な
ど
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
可
能
で
あ
り
、そ
の
意
味
に
お
い
て
タ
イ

は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
先
進
国
と
も
い
え
る
。タ
イ

政
府
は
今
後
も
交
通
渋
滞
な
ど
の
社
会
的

な
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
関
与
を
継
続

す
る
方
針
で
あ
り
、新
た
な
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

分
野
で
の
技
術
採
用
な
ど
市
場
拡
大
への
後

押
し
が
期
待
で
き
る
。

③ 

そ
の
他

　
タ
イ
の一
人
あ
た
り
G
D
P（
国
内
総
生

産
）は
７
０
０
０
U
S
D
を
超
え
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
に

次
ぐ
上
位
に
あ
り
、５
G
な
ど
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
水
準
も
域
内
で
は
上
位
に
入
る
。

経
済
的
に
も
豊
か
に
な
って
お
り
C
A
S
E

を
受
け
入
れ
る
土
壌
も
整
って
い
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
社
会
活
動
各
領
域
へ
の
派
生

は
非
常
に
幅
広
く
、前
々
頁
図
表
1
の

「
C
A
S
E
の
概
要
」の
通
り
示
す
こ
と
が

タイ自動車生産台数と日系完成車メーカー営業利益平均の推移図表２

出所：FTI、タイ商務省データベースなどを基にMURC作成

日系営業利益率平均生産台数

300

250

200

150

100

50

0

（万台）

2013 2014 201５ 201６ 201７ 201８

246

188 191 194 199 217

8.1%8.1%

6.4%6.4% 6.7%6.7%

7.5%7.5%

5.1%5.1%
4.5%4.5%

13 12



変革期の自動車産業 ～タイにおけるCASE～

タ
イ
に
お
け
る
C
A
S
E

与
え
る
影
響
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。

　
ま
た
、金
融
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
技
術
が
結

び
つい
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
の
登
場
に
よ
り
、

金
融
の
構
造
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。従

来
、銀
行
の
独
占
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
決

済
業
務
な
ど
が
様
々
な
手
段
に
取
って
代
わ

り
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
収
入
の一つ
の
柱
だ
っ

た
自
動
車
販
売
金
融
も
今
後
、影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。

激
変
す
る
事
業
環
境

　
こ
れ
ら
3
つ
の
分
野
の
革
命
は
そ
れ
ぞ
れ

過
去
に
も
起
き
て
き
た
が
、特
筆
す
べ
き
こ

と
と
し
て
は
今
日
そ
の
３
つ
が
同
時
進
行
し

て
い
る
点
に
あ
る
。こ
れ
ま
で
成
功
し
て
い
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
、対
応
を
誤
る
と一
挙
に

崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
。競
争
の
ル
ー
ル
は

大
き
く
変
化
し
、競
争
領
域
が
別
次
元
化

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。そ
こ
で
、新
し
い

収
益
構
造
の
確
立
が
必
要
に
な
る
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
競
争
相
手
も
変
化

し
て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
最
大
手

G
oogle

は
、傘
下
の
自
動
運
転
車
開
発
会

社W
aym

o

が
実
験
走
行
を
重
ね
、18
年
に

は
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
付
き
の
自
動
運

転
タ
ク
シ
ー
を
開
始
。19
年
11
月
に
は
セ
ー

フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
乗
し
な
い
、完
全
自

動
運
転
の
タ
ク
シ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
大
手
百
度

（
バ
イ
ド
ゥ
）も
、各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
連

ら
れ
る
。

　
で
は
な
ぜ
タ
イ
で
C
A
S
E
を
手
掛
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
。一
番
大
き
な
要
因
と

し
て
①「
タ
イ
市
場
の
構
造
変
化
」が
挙
げ

ら
れ
る
。ま
た
、特
に
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
事
業
を

手
掛
け
る
要
因
と
し
て
、②「
タ
イ
政
府
の

方
針
」、③「
そ
の
他
」を
挙
げ
た
い
。

① 

タ
イ
市
場
の
構
造
変
化

 

　
国
際
協
力
銀
行
が
実
施
し
て
い
る
調
査

「
わ
が
国
製
造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開

に
関
す
る
調
査
報
告
」で
は
、日
系
製
造
業

の
タ
イ
に
お
け
る
経
営
課
題
と
し
て
、「
他

社
と
の
競
争
」（
62・5
％
）、「
労
働
コ
ス
ト
の

上
昇
」（
49・0
％
）が
19
年
時
点
で
上
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
自
動
車
業
界
に
お
い
て
も
こ
れ
は
例
外
で

は
な
い
。「
他
社
と
の
競
争
」に
つ
い
て
は
、景

気
後
退
局
面
で
近
年
新
車
市
場
が
１
０
０

万
台
レ
ベ
ル
で
横
ば
い
の
中
、日
系
同
士
の
競

争
環
境
悪
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、新
興
の

中
国
系
ブ
ラ
ン
ド
も
シ
ェ
ア
を
微
増
さ
せ
て

い
る
。

　
ま
た
、「
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
」に
つ
い
て

も
、業
界
に
お
け
る
日
系
企
業
の
人
件
費
が

年
率
約
５
％
上
昇
し
、各
社
と
も
自
動
化
や

高
付
加
価
値
化
が
生
産
現
場
で
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
って
い
る
。実
際
に
日
系
各
社
の

業
績
の
推
移
を
み
る
と
、9
割
近
い
高
い
販

売
シェア
に
支
え
ら
れ
て
高
収
益
を
享
受
し

て
き
た
各
社
の
収
益
性
は
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
が
緩

や
か
に
低
下
傾
向
に
あ
る（
前

頁
図
表
２
）。

　
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
を
受
け

て
各
社
が
注
力
し
て
い
る
の
は

従
来
型
の
新
車
販
売
ビ
ジ
ネ
ス

か
ら
の
多
角
化
で
あ
る
。ト
ヨ
タ

自
動
車
が
今
年
よ
り
タ
イ
で
展

開
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
車
の

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

「
K
I
N
T
O
」も
そ
の一
例
で

あ
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
定
額
料
金
を

払
う
こ
と
で
3
〜
4
年
の
一
定

期
間
の
サ
ー
ビ
ス
、具
体
的
に
は

車
の
維
持
費
と
し
て
必
要
な
登

録
料
・
税
金
・
自
賠
責
保
険
・
自

動
車
保
険・メ
ー
カ
ー
保
証・定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
代・消
耗
部
品

の
交
換・修
理
の
際
の
代
車
な
ど
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。従
来
の
自
動
車
販
売
に
は

な
い「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」と
い
う
新
し
い
概

念
で
市
場
の
開
拓
に
着
手
し
て
い
る
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
公
共
交
通
機

関
を
避
け
た
い
顧
客
の
た
め
に
中
古
車
の

「K
IN
T
O
 O
N
E LIM

IT
ED

」を
急
遽
追

加
し
た
。こ
の
よ
う
な
経
営
課
題
へ
の
対
応

は
、ど
の
よ
う
に
新
た
な
収
益
源
を
作
り
出

す
か
と
い
う
命
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

で
き
る
。タ
イ
に
お
い
て
は
、ま
ず
はGrab

を

代
表
と
す
る
①
旅
客
・
物
流M

a
a
S

（M
obility as a Service

）と
、自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
足
元
で
注
力
し
て
い
る
②
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
2
分
野
が
現
状
顕

在
化
し
た
動
き
で
あ
り
、そ
れ
ら
の
応
用
系

と
し
て
③
稼
働
管
理
I
o
T
、④
ド
ラ
イ

バ
ー
支
援
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、タ
イ
政
府
が
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
⑤
ス
マ
ー
ト
シ
ティ
連
携
は
中
長
期
的

に
注
目
す
べ
き
分
野
で
あ
る
。次
に
個
別
分

野
の
概
況
に
つい
て
要
点
を
触
れ
て
い
く
。

① 

旅
客・物
流M

aaS
 

　
タ
イ
国
内
で
は
通
信
ア
プ
リ
の

L
I
N
E
や
、タ
イ
政
府
が
促
進
し
て
い
る

T
axi O

K

も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、特
に
配

車
サ
ー
ビ
ス
のGrab

は
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
を

は
じ
め
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ア
プ
リ
と

し
て
定
着
し
た
。

　
１１
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
財
閥T

an C
hong 

G
rou

p

の
創
業
家
第
三
世
代
に
当
た
る

A
nthony T

an

氏
が
創
業
し
た
同
社
は
急

成
長
を
遂
げ
て
お
り
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心

に
３
３
９
都
市
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。同
社
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー

配
車
サ
ー
ビ
ス
を
起
点
と
し
て
拡
大
し
た

が
、近
年
は
デ
リ
バ
リ
ー
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
分
野

に
注
力
し
て
お
り
、米U

ber

同
様
に
多
様

な
機
能
を
有
す
る
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
と
し
て

率
の
向
上
」の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
大
手
の
矢
崎
総

業
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
で
物
流
会
社
向
け
に
同

社
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
運
行
管

理
や
、運
転
傾
向
を
分
析
し
て
運
転
中
に

安
全
指
導
な
ど
を
行
う
機
能
を
搭
載
し
た

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
運
行
管
理
機
器「iQ

san

（
イ
ッ
キ
ュウ
サ
ン
）」を
開
発
。Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ

や
タ
イ・ビ
バ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
タ
イ
大
手
企
業

向
け
に
納
入
実
績
を
有
し
て
お
り
、顧
客
の

「
車
両
稼
働
率
向
上
」や「
コ
ス
ト
削
減
」に

貢
献
し
て
い
る（
図
表
５
）。

　
一方
で
、同
社
は
日
系
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業
を
手
掛
け
るT

r@
Box

及
び
タ

イ
の
D
T
C
グ
ル
ー
プ
と
協
業
し
荷
送
人
と

輸
送
会
社
の
情
報
を
マッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
も
開
始
し
て
お
り
、「
積
載
率

の
向
上
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
進
め
て
マ
ル
チ

チ
ャ
ネ
ル
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

④ 

ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
機
能

　
車
両
の
運
行
情
報
を
も
と
に
し
た
サ
ー
ビ

ス
開
発
の
動
き
は
金
融
分
野
で
も
見
ら
れ

る
。地
場
保
険
会
社T

haivivat Insurance 
Co., Ltd.

は
走
っ
た
時
間
だ
け
保
険
料
を
支

払
う「O

N
-O
FF IN

SU
RA
N
CE

」を
通

信
会
社
と
協
働
で
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、走
行
距
離
連
動
型
の
保
険
か
ら

も
う
一
段
階
踏
み
出
し
た
の
が
、ト
ヨ
タ
自

動
車
と
あ
い
お
い
ニッ
セ
イ
同
和
損
保
で
あ

る
。従
来
よ
り
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
保
険
と
し
て

「
P
A
Y
D（Pay A

s Y
ou D

rive

）」と
い

う
走
行
距
離
に
応
じ
て
保
険
料
が
変
わ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
が
、タ
イ
で
は
初

の
本
格
的
な
運
転
挙
動
反
映
型
テ
レ
マ
テ
ィ

ク
ス
自
動
車
保
険「TOYOTA Care PHYD

（Pay H
ow
 Y
ou D

rive

）」を
共
同
開

発
し
、20
年
6
月
に
販
売
を
開
始
し
た
。

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、国
際
開
発
セ

ン
タ
ー
を
主
幹
事
と
し
て
大
阪
ガ
ス
、三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら

な
る
J
I
C
A
調
査
団
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
を
20
年
に
取
り
纏
め
た
。同
プ
ラ
ン
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
、モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
7
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
柱
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
地
域
振
興
と
い

う
観
点
で
バ
ン
ス
ー
以
外
で
も
複
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
並
行
し
て
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、

今
後
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
が
タ
イ
に
お
い
て
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

る
が
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
も
公
共
交
通

機
関
を
避
け
る
動
き
の
中
、配
車
サ
ー
ビ
ス

は
一
時
的
に
需
要
が
減
退
し
て
い
る
。現
状

G
rab

も
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
比
率
は
50

%
を
切
っ
て
い
る
と
見
込
ま
れ
、今
後
は
金

融
・デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
の
事
業
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
可
能
性
が
高
い
。す
で
に
デ
リ
バ
リ
ー
・

物
流
分
野
で
はG

ojek

、LIN
E
 M
A
N

、

K
erry

な
ど
の
数
多
く
の
事
業
者
が
参
入

し
て
お
り
、競
争
の
激
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。手
数
料
引
き
下
げ
や
配
送
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
分
刻
み
に
す
る
な
ど
の
他
社
と
の
差
異

化
が一段
と
進
む
で
あ
ろ
う
。

② 

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

　
車
両
情
報
を
中
心
に
消
費
者
に
安
全
・

安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
た
も
の
で
、自
動
車
メ
ー
カ
ー

各
社
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
分
野
の

１
つ
。近
年
は
従
来
型
の
位
置
情
報
の
提
供

を
主
と
し
た
も
の
か
ら
、車
両
の
ス
テ
ー
タ
ス

情
報
や
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
機
能
、専
用
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
対
応
な
ど
機
能
の
充
実
が
進
む
。

　
同
分
野
で
先
行
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

タ
イ
現
地
法
人
ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー（
タ
イ
ラ

ン
ド
）は
17
年
よ
り「T

-C
onnect

」を
本

格
展
開
し
て
い
る
。位
置
情
報
提
供
に
加

え
て
車
両
の
修
理・管
理
が
必
要
な
場
合
、

運
転
手
に
対
し
て
通
知
機
能
が
設
定
さ
れ

る
な
ど
、消
費
者
に「
安
全・安
心
」の
機
能

を
訴
求
し
て
い
る
。現
状
こ
れ
ら
の
機
能
利

用
に
お
け
る
使
用
料
は
消
費
者
に
課
し
て

い
な
い
。

　
ま
た
、近
年
は
各
社
と
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
の
連
動
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。「
M
G
」ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
中

国
の
有
力
メ
ー
カ
ー
、上
海
汽
車
と
タ
イ
財

閥
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の
合
弁
会
社
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ

モ
ー
タ
ー
Ｃ
Ｐ
は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

「i-SM
A
R
T

」を
17
年
9
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
。自
動
車
業
界
向
け
の
運
転
行
動
学
習

と
世
界
初
の
タ
イ
語
音
声
コマ
ン
ド
を
搭
載

し
て
い
る
が
、中
で
も
エ
ン
ジ
ン
オ
ン・オ
フ
、ド

ア
ロッ
ク
な
ど
の
車
両
操
作
の
利
便
性
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
に
お
け
る
シェア
伸
張

の一因
と
な
って
い
る（
図
表
６
）。

③ 

稼
働
管
理
I
o
T

　
従
来
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

燃
料
盗
難
な
ど
の
事
案
が
タ
イ
で
は
起
き

や
す
く
、車
両・ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
は
事
業
者

の
関
心
が
高
い
分
野
で
あ
る
。１６
年
以
降
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
が
ト
ラ
ッ
ク・バ
ス
な
ど
の
商
用

車
で
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、い

す
ゞ
、日
野
自
動
車
な
ど
商
用
車
メ
ー
カ
ー

の
取
り
組
み
が
先
行
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
商
用
車
を
運
営
す
る
フ

リ
ー
ト
会
社
に
と
っ
て
は
、利
益
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
K
P
I
と
し
て「
車

両
稼
働
率
の
向
上
」「
コ
ス
ト
削
減
」「
積
載

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
各
分
野
ご
と
の
概
観

　
今
、自
動
車
業
界
が
直
面
し
て
い
る
変
革

期
の
特
徴
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、情
報
、金
融
の

３
つ
の
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
て
い

る
点
で
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、こ
れ
ま
で
１
０
０
年
以

上
使
用
さ
れ
て
き
た
石
油
燃
料
の
ガ
ソ
リ

ン
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
、電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）へ
の
シ
フ
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
昨
年
６
月
、２
０

２
５
年
頃
の
新
車
販
売
に
お
い
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車（
Ｈ
Ｖ
）、プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）、Ｅ
Ｖ
と
燃
料
電
池
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

を
合
わ
せ
た
電
動
車
販
売
の
合
計
が
５
５

０
万
台
以
上
と
い
う
目
標
を
発
表
し
た
。

　
情
報
で
は
、従
来
の
４
Ｇ
よ
り
高
速・大
容

量
化
を
実
現
す
る
次
世
代
移
動
通
信
規
格

の
５
Ｇ
が
各
国
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
実
は
５
Ｇ
の
技
術
は
自
動
運
転
の
実
現
に

欠
か
せ
な
い
。４
Ｇ
と
比
べ
て
10
倍
以
上
高

速
で
、一
度
に
多
数
の
通
信
機
器
を
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
、遅
延
が
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
５
Ｇ

な
ら
、地
図
デ
ー
タ
や
周
辺
の
交
通
状
況
、周

囲
の
車
と
の
車
間
通
信
で
生
じ
る
膨
大
な

デ
ー
タ
の
送
受
信
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に
、次
々
世
代
の
移
動

通
信
規
格
の
６
Ｇ
の
研
究
も
既
に
始
ま
っ
て

お
り
、情
報
通
信
技
術
の
進
化
が
自
動
車
に

動
運
転
は
運
転
者
の
介
在
度
合
い
に
よ
っ
て

レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
て
い
る
。レ
ベ
ル
１
や
２
は
ま

だ
運
転
支
援
や
部
分
運
転
自
動
化
と
も
呼

ば
れ
、レ
ベ
ル
３
以
降
が
い
わ
ゆ
る
自
動
運
転

と
言
わ
れ
る
領
域
に
入
り
、高
速
道
路
な
ど

の
限
ら
れ
た
条
件
下
で
自
動
運
転
が
可
能

に
な
る
。

　Shared & Services
（
シェア
リ
ン
グ
／

サ
ー
ビ
ス
）は
タ
イ
で
も
広
く
普
及
し
た
配

車
サ
ー
ビ
ス
大
手Grab

な
ど
、車
を
用
い
た

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
形
態
を
指
す
。Electric

（
電
動
化
）は
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
の

こ
と
だ
。

　
今
日
、C
A
S
E
の
主
戦
場
は
欧
米・日

本・中
国
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
の
中
核
市
場
で

あ
る
。電
動
化
に
つい
て
は
足
元
タ
イ
に
お
い

て
も
乗
用
車
分
野
で
H
V
な
ど
の
エ
コ
カ
ー

の
販
売
構
成
比
が
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
も

の
の
、自
動
化
、電
動
化
は
先
行
す
る
市
場

に
お
け
る
標
準
化
を
巡
る
争
い
が
一
巡
し
た

後
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
含
む
新
興
国
エ
リ
ア
に一

気
に
普
及
が
進
む
可
能
性
が
高
い
。

　
一方
、Grab

は
国
に
よ
って
ア
プ
リ
を
分
け

て
展
開
し
、徹
底
し
た
ロ
ー
カ
ル
化
戦
略
を

貫
い
て
い
る
。コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ

/
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
特
性
を

意
識
し
た
展
開
が
必
要
で
あ
り
、す
で
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
も
一定
の
市
場
性
が
認
め

存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

　
特
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
分
野
で
の
技
術
蓄
積

に
は
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
り
、契
約
運
転

手
、ユ
ー
ザ
ー
の
信
用
確
率
モ
デ
ル
を
構
築
。

電
子
マ
ネ
ー
の
残
高・引
き
出
し
履
歴
、購

買・移
動
パ
タ
ー
ン
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
支

払
い
能
力
、行
動
特
性
の
予
測
機
能
は
各
種

の
決
済・保
険・金
融
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る
上
で
有
力
な
ツ
ー
ル
と
な
って
い
る
。

　
ま
た
金
融
事
業
の
強
化
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、近
年
タ
イ
に
お
い
て
こ
の
機
能
を

活
用
し
ド
ラ
イ
バ
ー
や
飲
食
店
向
け
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
も
強
化
し
て
い
る
。

タ
イ
の
銀
行
口
座
保
有
率
は
80
％
を
超
え

る
も
の
の
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
過
半

に
満
た
な
い
国
も
多
く
、既
得
権
益
の
相
対

的
に
低
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
規
制
当
局
が
比

較
的
受
け
入
れ
を
許
容
し
て
い
る
点
も
見

逃
せ
な
い
。

　
一部
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
はGrab

に
出
資

し
て
お
り
、モ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
活
か
す
試
み
を
進
め
て
い
る
が
、時
に

メ
ー
カ
ー
以
上
に
顧
客
の
詳
細
な
情
報
や
精

緻
な
ス
コ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
握
る
同
社
が

影
響
力
を
持
ち
つ
つ
あ
る
点
に
つ
い
て
は
留

意
が
必
要
で
あ
る（
図
表
４
）。

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
し
て

中
国
で
も
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
が
大
型
Ｍ
＆

Ａ
に
よ
り
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を

強
化
し
た
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
デ

リ
バ
リ
ー
市
場
拡
大
へ
の
対
応
と
考
え
ら
れ

スーパーアプリのビジネスモデル図表4

消費者

サービスプロバイダー・各種サービス

物販 飲食 交通 通信 旅行 金融

スーパー
アプリ 独自のスコア

リングモデル
サービス利用頻度、金
額、引出履歴、プロ
フィール、位置情報など
から消費者のスコアリ
ングを実施

AI最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

使
用
履
歴
デ
ー
タ

出所：各種情報に基づきMURC作成

② 

タ
イ
政
府
の
方
針

　
タ
イ
に
お
け
る
交
通
事
故
を
起
因
と
し
た

死
亡
率
は
10
万
人
中
32・７
人
と
2
位
の
ベ
ト

ナ
ム
の
26・４
人
と
比
較
し
て
も
A
S
E
A
N

に
お
い
て
最
悪
の
水
準
と
な
っ
て
い
る（
図
表

３
）。ま
た
、劣
悪
な
路
面
状
態
や
交
通
渋
滞

に
よ
る
経
済
的
な
損
失
も
大
き
い
。

　
タ
イ
政
府
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
べ

く
、16
年
よ
り
バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
商
用

人口10万人あたりの交通事故死者数図表3

出所：Global status report on road safety 201８, WHO
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こ
の
商
品
は
、車
に
搭
載
し
た
セ
ン
サ
ー

な
ど
か
ら
、加
減
速
、ハン
ド
ル
操
作
と
いっ
た

運
転
特
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
、消

費
者
は
自
身
の
運
転
評
価
を
点
数
と
走
行

地
図
を
元
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。保

険
料
の
面
で
も
、例
え
ば
2
年
目
の
更
新
時

に
通
常
得
ら
れ
る
無
事
故
割
引
20
%
に
加

え
て
さ
ら
に
最
大
25
％
の
安
全
運
転
割
引

が
適
用
さ
れ
保
険
料
低
減
に
繋
が
る
。

⑤ 

ス
マ
ー
ト
シ
ティ
連
携

　
19
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
議
長

国
と
な
っ
た
タ
イ
の
重
点
的
施
策
と
し
て
、

各
国
関
係
者
を
招
い
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

関
連
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
同
分
野

で
の
取
り
組
み
を
P
R
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
特
に
バ
ン
コ
ク
郊
外
で
建
設
中
の
バ
ン
ス
ー

中
央
駅（
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
と
し
て
21
年
に
完
成
予
定
）周
辺
は
、最

大
3
7
2
h
a（
公
園
部
分
含
む
）の
エ
リ

ア
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
再
開
発
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
タ
イ
政
府
は
本
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を「
タ
イ
ラ

ン
ド
４・０
」推
進
と
環
境
問
題
な
ど
の
社
会

課
題
解
決
の
た
め
の
パ
イ
ロッ
ト
事
業
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
18
年

よ
り
同
エ
リ
ア
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
実
現
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

合
を
組
ん
で
、自
動
運
転
の
実
現
を
目
指
す

「
ア
ポ
ロ
計
画
」を
進
め
て
い
る
。今
年
１
月

に
は
、ソ
ニ
ー
が
最
新
技
術
を
搭
載
し
た
Ｅ

Ｖ
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー「V

ISIO
N
-S

」を
発

表
し
た
。Ｉ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、電
気
、通
信
、

素
材
業
界
か
ら
自
動
車
産
業
へ
の
新
規
参

入
が
起
き
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
1
社
単

独
で
多
岐
に
わ
た
る
技
術
革
新
を
続
け
、先

進
国
、新
興
国
向
け
に
両
面
戦
略
を
と
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
。こ
れ
ま
で
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
同
士
の
戦
い
か
ら
、

複
数
の
業
界
を
巻
き
込
ん
だ

連
合
体
に
よ
る
戦
い
に
突
入
し

て
い
る
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
は
何
か

　
こ
れ
ら
の
流
れ
の
中
で
生
ま

れ
た
言
葉
が
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
あ

る
。ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章

男
社
長
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
の

新
会
社
設
立
会
見
の
席
で

「
1
0
0
年
に一
度
の
大
変
革

の
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、そ

の
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
の
は

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
新
技
術

の
登
場
」と
語
る
な
ど
、自
動

車
産
業
の
変
化
を
表
す
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。元
々
は
、ベ
ン
ツ
な
ど
を
傘

下
に
持
つ
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
の
デ
ィ
エ

タ
ー・チェッ
チェＣ
Ｅ
Ｏ
が
中
長
期
戦
略
発
表

の
席
で
用
い
た
造
語
だ
。

　Connected

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）は
文
字

通
り〝
繋
が
る
〞車
で
あ
る
。通
信
機
能
を

内
蔵
し
た
車
か
ら
、運
転
状
況
や
車
両
の

状
態
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
収
集
、解
析
し
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
す
。

　Autonom
ous

（
自
動
運
転
）は
現
在
、

各
社
が
開
発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。自

車
を
対
象
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
搭
載
を
義
務
付
け
し

た
。具
体
的
に
は
陸
運
局（
D
L
T
）の
管
理

の
元
、全
商
用
車
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
が
吸
い
上
げ

ら
れ
て
お
り
、交
通
情
報
が
見
え
る
化
さ
れ

て
い
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
速
度
、使
用
ル
ー
ト
、

距
離
、車
両
座
標
、運
転
時
間
、休
憩
時
間

な
ど
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
可
能
で
あ
り
、そ
の
意
味
に
お
い
て
タ
イ

は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
先
進
国
と
も
い
え
る
。タ
イ

政
府
は
今
後
も
交
通
渋
滞
な
ど
の
社
会
的

な
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
関
与
を
継
続

す
る
方
針
で
あ
り
、新
た
な
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

分
野
で
の
技
術
採
用
な
ど
市
場
拡
大
への
後

押
し
が
期
待
で
き
る
。

③ 

そ
の
他

　
タ
イ
の一
人
あ
た
り
G
D
P（
国
内
総
生

産
）は
７
０
０
０
U
S
D
を
超
え
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
に

次
ぐ
上
位
に
あ
り
、５
G
な
ど
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
水
準
も
域
内
で
は
上
位
に
入
る
。

経
済
的
に
も
豊
か
に
な
って
お
り
C
A
S
E

を
受
け
入
れ
る
土
壌
も
整
って
い
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
社
会
活
動
各
領
域
へ
の
派
生

は
非
常
に
幅
広
く
、前
々
頁
図
表
1
の

「
C
A
S
E
の
概
要
」の
通
り
示
す
こ
と
が

15 14



変革期の自動車産業 ～タイにおけるCASE～

与
え
る
影
響
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。

　
ま
た
、金
融
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
技
術
が
結

び
つい
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
の
登
場
に
よ
り
、

金
融
の
構
造
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。従

来
、銀
行
の
独
占
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
決

済
業
務
な
ど
が
様
々
な
手
段
に
取
って
代
わ

り
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
収
入
の一つ
の
柱
だ
っ

た
自
動
車
販
売
金
融
も
今
後
、影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。

激
変
す
る
事
業
環
境

　
こ
れ
ら
3
つ
の
分
野
の
革
命
は
そ
れ
ぞ
れ

過
去
に
も
起
き
て
き
た
が
、特
筆
す
べ
き
こ

と
と
し
て
は
今
日
そ
の
３
つ
が
同
時
進
行
し

て
い
る
点
に
あ
る
。こ
れ
ま
で
成
功
し
て
い
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
、対
応
を
誤
る
と一
挙
に

崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
。競
争
の
ル
ー
ル
は

大
き
く
変
化
し
、競
争
領
域
が
別
次
元
化

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。そ
こ
で
、新
し
い

収
益
構
造
の
確
立
が
必
要
に
な
る
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
競
争
相
手
も
変
化

し
て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
最
大
手

G
oogle

は
、傘
下
の
自
動
運
転
車
開
発
会

社W
aym

o

が
実
験
走
行
を
重
ね
、18
年
に

は
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
付
き
の
自
動
運

転
タ
ク
シ
ー
を
開
始
。19
年
11
月
に
は
セ
ー

フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
乗
し
な
い
、完
全
自

動
運
転
の
タ
ク
シ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
大
手
百
度

（
バ
イ
ド
ゥ
）も
、各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
連

ら
れ
る
。

　
で
は
な
ぜ
タ
イ
で
C
A
S
E
を
手
掛
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
。一
番
大
き
な
要
因
と

し
て
①「
タ
イ
市
場
の
構
造
変
化
」が
挙
げ

ら
れ
る
。ま
た
、特
に
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
事
業
を

手
掛
け
る
要
因
と
し
て
、②「
タ
イ
政
府
の

方
針
」、③「
そ
の
他
」を
挙
げ
た
い
。

① 

タ
イ
市
場
の
構
造
変
化

 

　
国
際
協
力
銀
行
が
実
施
し
て
い
る
調
査

「
わ
が
国
製
造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開

に
関
す
る
調
査
報
告
」で
は
、日
系
製
造
業

の
タ
イ
に
お
け
る
経
営
課
題
と
し
て
、「
他

社
と
の
競
争
」（
62・5
％
）、「
労
働
コ
ス
ト
の

上
昇
」（
49・0
％
）が
19
年
時
点
で
上
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
自
動
車
業
界
に
お
い
て
も
こ
れ
は
例
外
で

は
な
い
。「
他
社
と
の
競
争
」に
つ
い
て
は
、景

気
後
退
局
面
で
近
年
新
車
市
場
が
１
０
０

万
台
レ
ベ
ル
で
横
ば
い
の
中
、日
系
同
士
の
競

争
環
境
悪
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、新
興
の

中
国
系
ブ
ラ
ン
ド
も
シ
ェ
ア
を
微
増
さ
せ
て

い
る
。

　
ま
た
、「
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
」に
つ
い
て

も
、業
界
に
お
け
る
日
系
企
業
の
人
件
費
が

年
率
約
５
％
上
昇
し
、各
社
と
も
自
動
化
や

高
付
加
価
値
化
が
生
産
現
場
で
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
って
い
る
。実
際
に
日
系
各
社
の

業
績
の
推
移
を
み
る
と
、9
割
近
い
高
い
販

売
シェア
に
支
え
ら
れ
て
高
収
益
を
享
受
し

て
き
た
各
社
の
収
益
性
は
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
が
緩

や
か
に
低
下
傾
向
に
あ
る（
前

頁
図
表
２
）。

　
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
を
受
け

て
各
社
が
注
力
し
て
い
る
の
は

従
来
型
の
新
車
販
売
ビ
ジ
ネ
ス

か
ら
の
多
角
化
で
あ
る
。ト
ヨ
タ

自
動
車
が
今
年
よ
り
タ
イ
で
展

開
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
車
の

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

「
K
I
N
T
O
」も
そ
の一
例
で

あ
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
定
額
料
金
を

払
う
こ
と
で
3
〜
4
年
の
一
定

期
間
の
サ
ー
ビ
ス
、具
体
的
に
は

車
の
維
持
費
と
し
て
必
要
な
登

録
料
・
税
金
・
自
賠
責
保
険
・
自

動
車
保
険・メ
ー
カ
ー
保
証・定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
代・消
耗
部
品

の
交
換・修
理
の
際
の
代
車
な
ど
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。従
来
の
自
動
車
販
売
に
は

な
い「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」と
い
う
新
し
い
概

念
で
市
場
の
開
拓
に
着
手
し
て
い
る
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
公
共
交
通
機

関
を
避
け
た
い
顧
客
の
た
め
に
中
古
車
の

「K
IN
T
O
 O
N
E LIM

IT
ED

」を
急
遽
追

加
し
た
。こ
の
よ
う
な
経
営
課
題
へ
の
対
応

は
、ど
の
よ
う
に
新
た
な
収
益
源
を
作
り
出

す
か
と
い
う
命
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

で
き
る
。タ
イ
に
お
い
て
は
、ま
ず
はGrab

を

代
表
と
す
る
①
旅
客
・
物
流M

a
a
S

（M
obility as a Service

）と
、自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
足
元
で
注
力
し
て
い
る
②
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
2
分
野
が
現
状
顕

在
化
し
た
動
き
で
あ
り
、そ
れ
ら
の
応
用
系

と
し
て
③
稼
働
管
理
I
o
T
、④
ド
ラ
イ

バ
ー
支
援
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、タ
イ
政
府
が
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
⑤
ス
マ
ー
ト
シ
ティ
連
携
は
中
長
期
的

に
注
目
す
べ
き
分
野
で
あ
る
。次
に
個
別
分

野
の
概
況
に
つい
て
要
点
を
触
れ
て
い
く
。

① 

旅
客・物
流M

aaS
 

　
タ
イ
国
内
で
は
通
信
ア
プ
リ
の

L
I
N
E
や
、タ
イ
政
府
が
促
進
し
て
い
る

T
axi O

K

も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、特
に
配

車
サ
ー
ビ
ス
のGrab

は
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
を

は
じ
め
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ア
プ
リ
と

し
て
定
着
し
た
。

　
１１
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
財
閥T

an C
hong 

G
rou

p

の
創
業
家
第
三
世
代
に
当
た
る

A
nthony T

an

氏
が
創
業
し
た
同
社
は
急

成
長
を
遂
げ
て
お
り
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心

に
３
３
９
都
市
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。同
社
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー

配
車
サ
ー
ビ
ス
を
起
点
と
し
て
拡
大
し
た

が
、近
年
は
デ
リ
バ
リ
ー
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
分
野

に
注
力
し
て
お
り
、米U

ber

同
様
に
多
様

な
機
能
を
有
す
る
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
と
し
て

率
の
向
上
」の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
大
手
の
矢
崎
総

業
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
で
物
流
会
社
向
け
に
同

社
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
運
行
管

理
や
、運
転
傾
向
を
分
析
し
て
運
転
中
に

安
全
指
導
な
ど
を
行
う
機
能
を
搭
載
し
た

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
運
行
管
理
機
器「iQ

san

（
イ
ッ
キ
ュウ
サ
ン
）」を
開
発
。Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ

や
タ
イ・ビ
バ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
タ
イ
大
手
企
業

向
け
に
納
入
実
績
を
有
し
て
お
り
、顧
客
の

「
車
両
稼
働
率
向
上
」や「
コ
ス
ト
削
減
」に

貢
献
し
て
い
る（
図
表
５
）。

　
一方
で
、同
社
は
日
系
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業
を
手
掛
け
るT

r@
Box

及
び
タ

イ
の
D
T
C
グ
ル
ー
プ
と
協
業
し
荷
送
人
と

輸
送
会
社
の
情
報
を
マッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
も
開
始
し
て
お
り
、「
積
載
率

の
向
上
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
進
め
て
マ
ル
チ

チ
ャ
ネ
ル
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

④ 

ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
機
能

　
車
両
の
運
行
情
報
を
も
と
に
し
た
サ
ー
ビ

ス
開
発
の
動
き
は
金
融
分
野
で
も
見
ら
れ

る
。地
場
保
険
会
社T

haivivat Insurance 
Co., Ltd.

は
走
っ
た
時
間
だ
け
保
険
料
を
支

払
う「O

N
-O
FF IN

SU
RA
N
CE

」を
通

信
会
社
と
協
働
で
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、走
行
距
離
連
動
型
の
保
険
か
ら

も
う
一
段
階
踏
み
出
し
た
の
が
、ト
ヨ
タ
自

動
車
と
あ
い
お
い
ニッ
セ
イ
同
和
損
保
で
あ

る
。従
来
よ
り
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
保
険
と
し
て

「
P
A
Y
D（Pay A

s Y
ou D

rive

）」と
い

う
走
行
距
離
に
応
じ
て
保
険
料
が
変
わ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
が
、タ
イ
で
は
初

の
本
格
的
な
運
転
挙
動
反
映
型
テ
レ
マ
テ
ィ

ク
ス
自
動
車
保
険「TOYOTA Care PHYD

（Pay H
ow
 Y
ou D

rive

）」を
共
同
開

発
し
、20
年
6
月
に
販
売
を
開
始
し
た
。

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、国
際
開
発
セ

ン
タ
ー
を
主
幹
事
と
し
て
大
阪
ガ
ス
、三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら

な
る
J
I
C
A
調
査
団
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
を
20
年
に
取
り
纏
め
た
。同
プ
ラ
ン
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
、モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
7
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
柱
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
地
域
振
興
と
い

う
観
点
で
バ
ン
ス
ー
以
外
で
も
複
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
並
行
し
て
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、

今
後
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
が
タ
イ
に
お
い
て
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

る
が
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
も
公
共
交
通

機
関
を
避
け
る
動
き
の
中
、配
車
サ
ー
ビ
ス

は
一
時
的
に
需
要
が
減
退
し
て
い
る
。現
状

G
rab

も
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
比
率
は
50

%
を
切
っ
て
い
る
と
見
込
ま
れ
、今
後
は
金

融
・デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
の
事
業
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
可
能
性
が
高
い
。す
で
に
デ
リ
バ
リ
ー
・

物
流
分
野
で
はG

ojek
、LIN

E
 M
A
N

、

K
erry

な
ど
の
数
多
く
の
事
業
者
が
参
入

し
て
お
り
、競
争
の
激
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。手
数
料
引
き
下
げ
や
配
送
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
分
刻
み
に
す
る
な
ど
の
他
社
と
の
差
異

化
が一段
と
進
む
で
あ
ろ
う
。

② 

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

　
車
両
情
報
を
中
心
に
消
費
者
に
安
全
・

安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
た
も
の
で
、自
動
車
メ
ー
カ
ー

各
社
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
分
野
の

１
つ
。近
年
は
従
来
型
の
位
置
情
報
の
提
供

を
主
と
し
た
も
の
か
ら
、車
両
の
ス
テ
ー
タ
ス

情
報
や
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
機
能
、専
用
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
対
応
な
ど
機
能
の
充
実
が
進
む
。

　
同
分
野
で
先
行
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

タ
イ
現
地
法
人
ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー（
タ
イ
ラ

ン
ド
）は
17
年
よ
り「T

-C
onnect

」を
本

格
展
開
し
て
い
る
。位
置
情
報
提
供
に
加

え
て
車
両
の
修
理・管
理
が
必
要
な
場
合
、

運
転
手
に
対
し
て
通
知
機
能
が
設
定
さ
れ

る
な
ど
、消
費
者
に「
安
全・安
心
」の
機
能

を
訴
求
し
て
い
る
。現
状
こ
れ
ら
の
機
能
利

用
に
お
け
る
使
用
料
は
消
費
者
に
課
し
て

い
な
い
。

　
ま
た
、近
年
は
各
社
と
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
の
連
動
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。「
M
G
」ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
中

国
の
有
力
メ
ー
カ
ー
、上
海
汽
車
と
タ
イ
財

閥
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の
合
弁
会
社
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ

モ
ー
タ
ー
Ｃ
Ｐ
は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス

「i-SM
A
R
T

」を
17
年
9
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
。自
動
車
業
界
向
け
の
運
転
行
動
学
習

と
世
界
初
の
タ
イ
語
音
声
コマ
ン
ド
を
搭
載

し
て
い
る
が
、中
で
も
エ
ン
ジ
ン
オ
ン・オ
フ
、ド

ア
ロッ
ク
な
ど
の
車
両
操
作
の
利
便
性
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
に
お
け
る
シェア
伸
張

の一因
と
な
って
い
る（
図
表
６
）。

③ 

稼
働
管
理
I
o
T

　
従
来
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

燃
料
盗
難
な
ど
の
事
案
が
タ
イ
で
は
起
き

や
す
く
、車
両・ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
は
事
業
者

の
関
心
が
高
い
分
野
で
あ
る
。１６
年
以
降
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
が
ト
ラ
ッ
ク・バ
ス
な
ど
の
商
用

車
で
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、い

す
ゞ
、日
野
自
動
車
な
ど
商
用
車
メ
ー
カ
ー

の
取
り
組
み
が
先
行
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
商
用
車
を
運
営
す
る
フ

リ
ー
ト
会
社
に
と
っ
て
は
、利
益
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
K
P
I
と
し
て「
車

両
稼
働
率
の
向
上
」「
コ
ス
ト
削
減
」「
積
載

　
今
、自
動
車
業
界
が
直
面
し
て
い
る
変
革

期
の
特
徴
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、情
報
、金
融
の

３
つ
の
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
て
い

る
点
で
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、こ
れ
ま
で
１
０
０
年
以

上
使
用
さ
れ
て
き
た
石
油
燃
料
の
ガ
ソ
リ

ン
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
、電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）へ
の
シ
フ
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
昨
年
６
月
、２
０

２
５
年
頃
の
新
車
販
売
に
お
い
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車（
Ｈ
Ｖ
）、プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）、Ｅ
Ｖ
と
燃
料
電
池
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

を
合
わ
せ
た
電
動
車
販
売
の
合
計
が
５
５

０
万
台
以
上
と
い
う
目
標
を
発
表
し
た
。

　
情
報
で
は
、従
来
の
４
Ｇ
よ
り
高
速・大
容

量
化
を
実
現
す
る
次
世
代
移
動
通
信
規
格

の
５
Ｇ
が
各
国
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
実
は
５
Ｇ
の
技
術
は
自
動
運
転
の
実
現
に

欠
か
せ
な
い
。４
Ｇ
と
比
べ
て
10
倍
以
上
高

速
で
、一
度
に
多
数
の
通
信
機
器
を
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
、遅
延
が
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
５
Ｇ

な
ら
、地
図
デ
ー
タ
や
周
辺
の
交
通
状
況
、周

囲
の
車
と
の
車
間
通
信
で
生
じ
る
膨
大
な

デ
ー
タ
の
送
受
信
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に
、次
々
世
代
の
移
動

通
信
規
格
の
６
Ｇ
の
研
究
も
既
に
始
ま
っ
て

お
り
、情
報
通
信
技
術
の
進
化
が
自
動
車
に

動
運
転
は
運
転
者
の
介
在
度
合
い
に
よ
っ
て

レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
て
い
る
。レ
ベ
ル
１
や
２
は
ま

だ
運
転
支
援
や
部
分
運
転
自
動
化
と
も
呼

ば
れ
、レ
ベ
ル
３
以
降
が
い
わ
ゆ
る
自
動
運
転

と
言
わ
れ
る
領
域
に
入
り
、高
速
道
路
な
ど

の
限
ら
れ
た
条
件
下
で
自
動
運
転
が
可
能

に
な
る
。

　Shared & Services

（
シェア
リ
ン
グ
／

サ
ー
ビ
ス
）は
タ
イ
で
も
広
く
普
及
し
た
配

車
サ
ー
ビ
ス
大
手Grab

な
ど
、車
を
用
い
た

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
形
態
を
指
す
。Electric

（
電
動
化
）は
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
の

こ
と
だ
。

　
今
日
、C
A
S
E
の
主
戦
場
は
欧
米・日

本・中
国
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
の
中
核
市
場
で

あ
る
。電
動
化
に
つい
て
は
足
元
タ
イ
に
お
い

て
も
乗
用
車
分
野
で
H
V
な
ど
の
エ
コ
カ
ー

の
販
売
構
成
比
が
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
も

の
の
、自
動
化
、電
動
化
は
先
行
す
る
市
場

に
お
け
る
標
準
化
を
巡
る
争
い
が
一
巡
し
た

後
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
含
む
新
興
国
エ
リ
ア
に一

気
に
普
及
が
進
む
可
能
性
が
高
い
。

　
一方
、Grab

は
国
に
よ
って
ア
プ
リ
を
分
け

て
展
開
し
、徹
底
し
た
ロ
ー
カ
ル
化
戦
略
を

貫
い
て
い
る
。コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ

/
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
特
性
を

意
識
し
た
展
開
が
必
要
で
あ
り
、す
で
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
も
一定
の
市
場
性
が
認
め

存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

　
特
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
分
野
で
の
技
術
蓄
積

に
は
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
り
、契
約
運
転

手
、ユ
ー
ザ
ー
の
信
用
確
率
モ
デ
ル
を
構
築
。

電
子
マ
ネ
ー
の
残
高・引
き
出
し
履
歴
、購

買・移
動
パ
タ
ー
ン
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
支

払
い
能
力
、行
動
特
性
の
予
測
機
能
は
各
種

の
決
済・保
険・金
融
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る
上
で
有
力
な
ツ
ー
ル
と
な
って
い
る
。

　
ま
た
金
融
事
業
の
強
化
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、近
年
タ
イ
に
お
い
て
こ
の
機
能
を

活
用
し
ド
ラ
イ
バ
ー
や
飲
食
店
向
け
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
も
強
化
し
て
い
る
。

タ
イ
の
銀
行
口
座
保
有
率
は
80
％
を
超
え

る
も
の
の
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
過
半

に
満
た
な
い
国
も
多
く
、既
得
権
益
の
相
対

的
に
低
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
規
制
当
局
が
比

較
的
受
け
入
れ
を
許
容
し
て
い
る
点
も
見

逃
せ
な
い
。

　
一部
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
はGrab

に
出
資

し
て
お
り
、モ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
活
か
す
試
み
を
進
め
て
い
る
が
、時
に

メ
ー
カ
ー
以
上
に
顧
客
の
詳
細
な
情
報
や
精

緻
な
ス
コ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
握
る
同
社
が

影
響
力
を
持
ち
つ
つ
あ
る
点
に
つ
い
て
は
留

意
が
必
要
で
あ
る（
図
表
４
）。

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
し
て

中
国
で
も
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
が
大
型
Ｍ
＆

Ａ
に
よ
り
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を

強
化
し
た
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
デ

リ
バ
リ
ー
市
場
拡
大
へ
の
対
応
と
考
え
ら
れ

出所：各種情報に基づきMURC作成

コネクテッド分野での各社の動向図表６

直近の動向メーカー

自動車メーカー

BMW
■ 2018年、スマートフォンで車を操作できるサービス「BMW Connected Drive」をタイに導入
■ 同アプリケーションを通じて、スマートフォンでエアコンのオン・オフ操作やバッテリー残量など車の状態を管理可能
■ 個人専用コールセンターを通じ、レストラン予約、位置情報送信などのプレミアムサービスも提供

Mercedes-
Benz

■ 緊急時の位置情報送信、車状態確認や、点検・メンテナンス予約などディーラーとの情報共有が可能
■ 車ドア開閉操作や、車内温度調整など車両機能をリモートで制御可能 

トヨタ
自動車

■ 「T-Connect」を展開中。ナビゲーションシステムやGPSなどの車載機器と通信システムを使用し、
車と「トヨタスマートセンター」が通信でやりとりできる

SAICモーター
CP

■ MGブランドを展開。2017年9月に運転行動学習と世界初のタイ語音声コマンド搭載の新システム「i-SMART」
コネクティビティシステムを発表

■ 車体モニター画面の多機能タッチスクリーンとモバイルデバイスのアプリを介し、車両のエンジンオン・オフ、
ドアロックなどの操作がスマートフォンから可能

本田
技研工業

■ 2018年に自動車の状態や運転情報の確認などの管理をスマートフォンでできる「Honda Connect」をタイに導入
■ 燃料の残量やエンジンの温度の確認、異常の警告発信のほか、運転情報の記録、車両位置情報のメール送信、
事故発生時におけるコールセンターへの発信、マップアプリと連動したナビゲーションといった機能を搭載

三菱自動車
工業

■ スマートフォンを車に接続して、車状態情報や運行情報を吸い上げる仕組み
■ アプリケーションを通じて、ディーラー検索、コールセンターへの連絡、点検・修理の予約などのサービスが利用可能

② 

タ
イ
政
府
の
方
針

　
タ
イ
に
お
け
る
交
通
事
故
を
起
因
と
し
た

死
亡
率
は
10
万
人
中
32・７
人
と
2
位
の
ベ
ト

ナ
ム
の
26・４
人
と
比
較
し
て
も
A
S
E
A
N

に
お
い
て
最
悪
の
水
準
と
な
っ
て
い
る（
図
表

３
）。ま
た
、劣
悪
な
路
面
状
態
や
交
通
渋
滞

に
よ
る
経
済
的
な
損
失
も
大
き
い
。

　
タ
イ
政
府
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
べ

く
、16
年
よ
り
バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
商
用

　
こ
の
商
品
は
、車
に
搭
載
し
た
セ
ン
サ
ー

な
ど
か
ら
、加
減
速
、ハン
ド
ル
操
作
と
いっ
た

運
転
特
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
、消

費
者
は
自
身
の
運
転
評
価
を
点
数
と
走
行

地
図
を
元
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。保

険
料
の
面
で
も
、例
え
ば
2
年
目
の
更
新
時

に
通
常
得
ら
れ
る
無
事
故
割
引
20
%
に
加

え
て
さ
ら
に
最
大
25
％
の
安
全
運
転
割
引

が
適
用
さ
れ
保
険
料
低
減
に
繋
が
る
。

⑤ 

ス
マ
ー
ト
シ
ティ
連
携

　
19
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
議
長

国
と
な
っ
た
タ
イ
の
重
点
的
施
策
と
し
て
、

各
国
関
係
者
を
招
い
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

関
連
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
同
分
野

で
の
取
り
組
み
を
P
R
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
特
に
バ
ン
コ
ク
郊
外
で
建
設
中
の
バ
ン
ス
ー

中
央
駅（
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
と
し
て
21
年
に
完
成
予
定
）周
辺
は
、最

大
3
7
2
h
a（
公
園
部
分
含
む
）の
エ
リ

ア
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
再
開
発
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
タ
イ
政
府
は
本
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を「
タ
イ
ラ

ン
ド
４・０
」推
進
と
環
境
問
題
な
ど
の
社
会

課
題
解
決
の
た
め
の
パ
イ
ロッ
ト
事
業
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
18
年

よ
り
同
エ
リ
ア
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
実
現
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

完成間近のバンスー中央駅　出所：ArayZ

矢崎総業のビジネスモデル図表５

タ
イ
矢
崎

代
理
店

物流業者デバイス

サービス料

デバイス

サービス料

導入

トレーニング

出所：タイ矢崎資料を基にMURC作成

車両運行管理
安全指導など

合
を
組
ん
で
、自
動
運
転
の
実
現
を
目
指
す

「
ア
ポ
ロ
計
画
」を
進
め
て
い
る
。今
年
１
月

に
は
、ソ
ニ
ー
が
最
新
技
術
を
搭
載
し
た
Ｅ

Ｖ
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー「V

ISIO
N
-S

」を
発

表
し
た
。Ｉ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、電
気
、通
信
、

素
材
業
界
か
ら
自
動
車
産
業
へ
の
新
規
参

入
が
起
き
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
1
社
単

独
で
多
岐
に
わ
た
る
技
術
革
新
を
続
け
、先

進
国
、新
興
国
向
け
に
両
面
戦
略
を
と
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
。こ
れ
ま
で
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
同
士
の
戦
い
か
ら
、

複
数
の
業
界
を
巻
き
込
ん
だ

連
合
体
に
よ
る
戦
い
に
突
入
し

て
い
る
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
は
何
か

　
こ
れ
ら
の
流
れ
の
中
で
生
ま

れ
た
言
葉
が
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
あ

る
。ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章

男
社
長
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
の

新
会
社
設
立
会
見
の
席
で

「
1
0
0
年
に一
度
の
大
変
革

の
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、そ

の
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
の
は

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
新
技
術

の
登
場
」と
語
る
な
ど
、自
動

車
産
業
の
変
化
を
表
す
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。元
々
は
、ベ
ン
ツ
な
ど
を
傘

下
に
持
つ
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
の
デ
ィ
エ

タ
ー・チェッ
チェＣ
Ｅ
Ｏ
が
中
長
期
戦
略
発
表

の
席
で
用
い
た
造
語
だ
。

　Connected

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）は
文
字

通
り〝
繋
が
る
〞車
で
あ
る
。通
信
機
能
を

内
蔵
し
た
車
か
ら
、運
転
状
況
や
車
両
の

状
態
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
収
集
、解
析
し
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
す
。

　Autonom
ous

（
自
動
運
転
）は
現
在
、

各
社
が
開
発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。自

車
を
対
象
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
搭
載
を
義
務
付
け
し

た
。具
体
的
に
は
陸
運
局（
D
L
T
）の
管
理

の
元
、全
商
用
車
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
が
吸
い
上
げ

ら
れ
て
お
り
、交
通
情
報
が
見
え
る
化
さ
れ

て
い
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
速
度
、使
用
ル
ー
ト
、

距
離
、車
両
座
標
、運
転
時
間
、休
憩
時
間

な
ど
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
可
能
で
あ
り
、そ
の
意
味
に
お
い
て
タ
イ

は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
先
進
国
と
も
い
え
る
。タ
イ

政
府
は
今
後
も
交
通
渋
滞
な
ど
の
社
会
的

な
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
関
与
を
継
続

す
る
方
針
で
あ
り
、新
た
な
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

分
野
で
の
技
術
採
用
な
ど
市
場
拡
大
への
後

押
し
が
期
待
で
き
る
。

③ 

そ
の
他

　
タ
イ
の一
人
あ
た
り
G
D
P（
国
内
総
生

産
）は
７
０
０
０
U
S
D
を
超
え
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
に

次
ぐ
上
位
に
あ
り
、５
G
な
ど
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
水
準
も
域
内
で
は
上
位
に
入
る
。

経
済
的
に
も
豊
か
に
な
って
お
り
C
A
S
E

を
受
け
入
れ
る
土
壌
も
整
って
い
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
社
会
活
動
各
領
域
へ
の
派
生

は
非
常
に
幅
広
く
、前
々
頁
図
表
1
の

「
C
A
S
E
の
概
要
」の
通
り
示
す
こ
と
が
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変革期の自動車産業 ～タイにおけるCASE～

モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ン
パ
ニ
ー
目
指
し

新
車
以
外
の
価
値
提
供
を
模
索

　トヨタ自動車のタイ進出は1957年、当時のトヨタ自動車販売のバ
ンコク支店開設から始まった。昨年のタイでの新車販売は約33万
台。長年、市場シェア首位を誇り、名実ともにタイを代表する企業の
一つに成長した一方で、今後の社会の構造転換、価値観の変化を
見据えて、コネクテッドをはじめとした新車販売以外のサービスを充
実させようとしている。昨今の取り組みについて聞いた。

利
用
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
て
い

ま
す
。

　
最
近
で
は
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
公
共
交
通
機

関
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
、中
古
車
に
よ
る
３
ヵ
月
か
ら

の
短
期
利
用
が
可
能
な「K

IN
T
O
 O
N
E
 

LIM
IT
E
D

」も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。料
金

も
低
く
設
定
し
て
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
た
め
、

従
来
は
車
を
購
入
し
て
い
な
か
っ
た
層
か
ら
も

利
用
さ
れ
て
お
り
、新
た
な
顧
客
層
の
開
拓
に

な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
分
野
への

取
り
組
み
と
は
？

竹
村
　
ま
ず
２
０
１
７
年
か
ら「T

-Connect

」

と
し
て
位
置
情
報
な
ど
が
分
か
るW

i-F
i 

B
O
X

を
車
に
取
り
付
け
、車
を
盗
難
さ
れ
た

際
の
追
跡
や
意
図
せ
ず
車
が
指
定
地
域
か
ら

出
た
際
に
所
有
者
に
知
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
加
え
て
今
年
６
月
か
ら
は
、走
行
速

度
、距
離
、運
転
動
態
な
ど
の
車
両
情
報
を
基

に
、定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
連
絡
や
24
時
間
の
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
提
供
し
て
い
ま

す
。「T

-C
onnect

」に
よ
っ
て
実
際
に
盗
難
さ

れ
た
車
を
発
見
し
て
お
客
様
に
元
に
お
戻
し
し

た
り
、山
で
遭
難
し
か
け
た
お
客
様
が
車
ま
で

無
事
戻
って
来
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、あ
い
お
い
ニッ
セ
イ
同
和
損
保
と
共
同

開
発
し
た
、対
象
車
か
ら
収
集
し
た
加
減
速
、ハ

ン
ド
ル
操
作
な
ど
の
運
転
行
動
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
事
故
リ
ス
ク
や
保
険
料
算
出
な

ど
を
行
う「
Ｐ
Ｈ
Ｙ
Ｄ
」も
６
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。タ
イ
は
交
通
事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。安
全
技
術
を
進
め
て
い
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
、安
全
運
転
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

し
て
消
費
者
の
安
全
運
転
を
促
す
サ
ー
ビ
ス
を

保
険
会
社
と
開
発
す
る
こ
と
で
、両
者
が
協
力

し
て
交
通
事
故
の
撲
滅
と
社
会
環
境
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
Ｆ
Ｔ
Ｓ（Fleet T

elem
atics Servise

）」

は
タ
イ
矢
崎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
と
共
同

開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。新
型
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク

ス
と
フ
ォ
ー
チ
ュ
ナ
ー
を
商
用
車
と
し
て
利
用
す

る
運
送
会
社
な
ど
に
収
集
さ
れ
た
運
行
情
報

を
提
供
し
て
、車
両
管
理
の
品
質
向
上
や
燃
費

削
減
、事
故
の
防
止
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ

新
車
販
売
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
組
む
背
景
は
？

柳
澤
　
ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー（
タ
イ
ラ
ン
ド
）は
１
９

６
２
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。自
動
車
社
会
の

タ
イ
に
あ
っ
て
皆
様
の
生
活
の
足
と
し
て
、ビ
ジ

ネ
ス
ま
た
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
、様
々
な
形
で
ト

ヨ
タ
の
車
を
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

サ
ム
ロ
ン（
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
）、バ
ン
ポ
ー
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ（
チ
ャ
チ
ュン
サ
オ
）の
３
ヵ
所
に
工

場
を
設
け
て
お
り
、タ
イ
国
内
の
み
な
ら
ず
世

界
各
国
に
輸
出
も
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、タ
イ
は
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
中
長

期
的
に
市
場
の
大
き
な
伸
び
は
見
込
め
ま
せ

ん
。ま
た
、社
会
の
成
熟
に
よ
り
、お
客
様
の
価

値
観
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。特
に
近
年
は
、

そ
う
い
っ
た
市
場
の
タ
イ
に
お
い
て
車
と
い
う

「
モ
ノ
」だ
け
で
な
く
、「
サ
ー
ビ
ス
」を
新
し
い

付
加
価
値
で
提
供
で
き
な
い
か
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス

「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」と
は
？

柳
澤
　「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」と
は
タ
イ
で
今
年
３
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
車
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。毎
月
定
額
の
利
用
料
を
払

う
こ
と
で
、新
車
を
３
年
も
し
く
は
４
年
利
用

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。頭
金
は
要
ら
ず
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
保
険
も
含
ま
れ
て
お
り
、月
々

の
料
金
以
外
に
発
生
す
る
費
用
は
あ
り
ま
せ

と
が
で
き
ま
す
。

　
既
に
タ
イ
の
物
流
会
社
な
ど
で
は
保
有
車
両

に
G
P
S
デ
バ
イ
ス
を
取
り
付
け
、運
行
情
報

を
管
理
し
て
い
ま
す
。G
P
S
デ
バ
イ
ス
の
メ
ー

カ
ー
も
無
数
に
あ
り
ま
す
。弊
社
の
場
合
は
、

車
に
デ
バ
イ
ス
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
煩
雑

な
取
り
付
け
作
業
が
必
要
な
く
、申
し
込
み
を

す
る
だ
け
で
Ｆ
Ｔ
Ｓ
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
衝
突
回
避
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
リ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

セ
ー
フ
テ
ィ
を
は
じ
め
、こ
れ
ま
で
も
様
々
な
安

全
機
能
を
導
入
し
て
ハ
ー
ド
の
面
か
ら
安
全・

安
心
を
追
求
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は

サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
も
安
全・安
心
を
お
客
様

に
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

柳
澤
　
ト
ヨ
タ
は
人
々
の「
移
動
」に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る「
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ

ン
パ
ニ
ー
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
は
ま
だ
安

全・安
心
の
観
点
か
ら
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

に
、今
後
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら

お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
様
々
な
形
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
、よ
り
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
加

え
ら
れ
な
い
か
模
索
し
て
い
ま
す
。　

　
例
え
ば
、商
業
施
設
と
提
携
し
て
来
店
時
に

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
で
駐
車
場
が
予
約
で
き
た
り
、

入
退
場
を
自
動
的
に
管
理
し
た
り
、ま
た
他
産

業・業
界
と
の
連
携
の
可
能
性
も
探
って
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
動
化
、電
動
化
に
つ
い
て
は

竹
村
　
電
動
化
で
は
今
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
H
V
）

が
タ
イ
の
お
客
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
一
般
的

に
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。近
い
将
来
に
は
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
P
H
V
）や
E
V
な
ど
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
移
る
の
で
、そ
う
いっ
た
商
品
の
投

入
が
そ
の
時
検
討
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。自
動

運
転
の
普
及
は
、タ
イ
で
は
さ
ら
に
そ
の
先
と

見
て
い
ま
す
。

Marketing Division

柳澤 公紀
Connected Planning
Department

竹村 和晃

ん
。日
本
で
も
昨
年
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
タ
イ
で
い
ち
早
く
始
め
ま
し

た
。

　
先
進
国
で
は
リ
ー
ス
で
の
新
車
購
入
は
既
に

30
％
程
に
上
っ
て
お
り
、毎
月
利
用
料
を
払
っ
て

３
、４
年
で
乗
り
か
え
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い

ま
す
。新
興
国
で
は
ま
だ
車
を
所
有
す
る
こ
と

が
ス
テ
ー
タ
ス
の一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の

価
値
観
に
も
変
化
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。タ
イ

の
よ
う
な
成
熟
し
て
き
た
市
場
な
ら
需
要
が

あ
る
の
で
は
、と
導
入
し
ま
し
た
。

　
大
き
な
ロ
ー
ン
を
負
う
よ
り
、携
帯
電
話
の

よ
う
な
定
額
料
金
の
方
が
新
車
購
入
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
る
の
で
は
と
見
込
み
ま
し
た
が
、現

状
は「
車
を
あ
れ
こ
れ
悩
ん
で
買
う
よ
り
、ひ
と

ま
ず
必
要
だ
か
ら
契
約
す
る
」と
い
う
お
客
様

が
多
い
で
す
。ま
た
、子
供
が
生
ま
れ
る
な
ど
し

て
家
族
構
成
が
変
わ
れ
ば
、乗
り
た
い
車
も
変

化
し
ま
す
。そ
う
いっ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変

化
に
合
わ
せ
て
乗
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る

新
車
販
売
への
影
響
は
？

柳
澤
　
今
ま
で
は
車
を
購
入
し
て
い
た
け
れ

ど
、将
来
は
買
わ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
方

た
ち
が
主
に
若
い
世
代
に
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。様
々
な
娯
楽
が
あ
る
現
代
に
お
い
て
、価
値

観
の
中
心
に
車
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。故
障
な
ど
で
予
期
せ
ぬ
出
費
が
生
じ
て
、自

分
の
生
活
が
圧
迫
さ
れ
る
の
は
煩
わ
し
い
と
感

じ
る
方
も
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
方
々
に
と
っ
て

TOYOTA MOTOR THAILAND CO., LTD.

KINTOのサービス概要

T-connectはスマートフォンで様々なサービスが利用可能（上）
PHYDでは安全運転の度合いをスコア化して表示する（右）

M
U Research and Consulting（

Thailand）

池
上 

一
希 

M
D

TOYOTA M
OTOR THAILAND

竹
村 

和
晃 

氏

TOYOTA M
OTOR THAILAND

柳
澤 

公
紀 

氏

19 18



変革期の自動車産業 ～タイにおけるCASE～

コネクテッド進むタイ商用車
データから付加価値生むモデル模索　

Sales Department 
General Manager
勝又 光一

Sales Department 
General Manager
勝又 光一

　自動車に使われるワイヤーハーネスの世界大手、矢崎総業を中心とした矢崎グループの
中で、矢崎エナジーシステムはトラックやバスなどに付けられるタコグラフと呼ばれる運行
記録計を展開している。当初は紙が記録媒体だったが、現在では車両と事業所間のリアルタ
イムの双方向データ通信が可能（テレマティクス）となり、活用の幅が大きく広がっている。

THAI YAZAKI
NETWORK SERVICE CO., LTD.

PACIFIC CONSULTANTS
CO., LTD.

 

御
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
2
0
1
0
年
頃
よ
り
日
本
か
ら
タ
コ
グ
ラ
フ

を
輸
入
し
、ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
を
タ
イ
語
に
翻

訳
し
て
販
売
、日
系
の
物
流
会
社
を
中
心
に
導

入
を
進
め
ま
し
た
。 

　
た
だ
、タ
イ
は
日
本
と
運
行
管
理
の
考
え
方

が
違
い
ま
す
。当
時
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
正

防
止
の
観
点
で
G
P
S
デ
バ
イ
ス
の
普
及
率
は

高
く
、あ
る
程
度
の
規
模
の
会
社
で
は
商
用
車

に
ほ
ぼ
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
と
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
が
顕
在
化
し
て
き

た
た
め
独
自
の
商
品
開
発
を
始
め
、15
年
に
は

タ
イ
法
人
を
設
立
。た
だ
、一
か
ら
全
国
を
カ

バ
ー
す
る
サ
ー
ビ
ス
網
な
ど
を
設
け
る
の
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し

た
の
が
、テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
機
器
で
は
タ
イ
大
手
の

Ｄ
Ｔ
Ｃ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
で
す
。実
際
に
お
会

い
す
る
と
現
社
長
の
父
親
が
昔
、日
本
企
業
の

物
流
部
門
で
働
か
れ
て
い
て
、矢
崎
を
よ
く
ご

存
知
で
し
た
。非
常
に
好
意
的
に
受
け
入
れ
て

く
れ
、資
本
提
携
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
し
て
G
P
S
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
運
行
管

理
や
、運
転
傾
向
を
分
析
し
て
運
転
中
に
安
全

指
導
な
ど
を
行
う
機
能
を
搭
載
し
た
テ
レ
マ

テ
ィ
ク
ス
運
行
管
理
機
器「iQ

san

」を
15
年
に

発
表
。最
近
で
は
、新
型
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
、フ
ォ
ー

チ
ュナ
ー
を
対
象
に
ト
ヨ
タ
が
運
送
会
社
な
ど
向

け
に
提
供
す
る「
F
T
S
」の
開
発
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

御
社
の
強
み
は
何
で
し
ょ
う
か

　
安
全
、省
燃
費
、効
率
の
３
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、製
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
行
っ
て

い
ま
す
。タ
イ
で
は
毎
年
、多
く
の
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。私
共
の
製
品
で
は
、日
本
で

長
年
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
運
転
指
導
な
ど

に
よ
っ
て
事
故
を
減
ら
す
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で

す
。

　
ま
た
、普
通
の
G
P
S
デ
バ
イ
ス
で
は
取
れ
な

い
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
の
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で

き
、運
転
の
癖
を
顕
在
化
さ
せ
改
善
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
モ
ー

ド
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、設
定
中
は
通
常
よ
り

多
く
改
善
点
を
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

タ
イ
特
別
の
仕
様
と
し
て
、指
摘
す
る
だ
け
で

は
な
く
褒
め
る
機
能
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
で
は
運
送
会
社
の
運
行
経
費
に
占
め
る

燃
料
費
の
割
合
は
50
％
に
上
り
ま
す
。日
本
で

は
18
％
程
で
す
。こ
れ
ら
の
運
転
指
導
に
よ
っ
て

燃
料
費
を
20
％
以
上
削
減
で
き
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、コ
ス
ト
削
減
効
果
は
大
き
い
で
す
。

タ
イ
の
市
場
環
境
の
特
徴
と
は

　
16
年
か
ら
10
輪
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
に
も

G
P
S
デ
バ
イ
ス
の
搭
載
義
務
が
拡
大
さ
れ
、

陸
運
局
で
は
登
録
さ
れ
た
約
55
万
台
の
ト
ラ
ッ

ク
が
今
、ど
こ
を
走
っ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。た
だ
、管
理
は
会
社
側
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
お
り
、法
律
を
満
た
せ
れ
ば
十
分
と
考
え

る
企
業
も
多
い
で
す
。

　
義
務
化
時
に
ま
だ
30
社
〜
40
社
程
度
だ
っ
た

G
P
S
デ
バ
イ
ス
の
企
業
が
今
で
は
1
5
0
社

を
超
え
て
い
ま
す
。対
象
車
両
は
ほ
ぼ
導
入
し

て
お
り
、価
格
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
共
の
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
を
ど
の
よ
う
に

認
め
て
い
た
だ
く
か
は
課
題
で
す
。

　
現
在
の
製
品
は
通
信
に
３
G
を
利
用
し
て
い

ま
す
が
、将
来
、５
G
に
な
れ
ば
遅
延
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
、サ
ー
バ
ー
側
で
デ
ー
タ
の
分
析
が

可
能
に
な
り
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
逐
一
投
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
事
業
展
望
に
つ
い
て
は

　
弊
社
の
社
是
に「
世
界
と
と
も
に
あ
る
企

業
」「
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
企
業
」と
あ
り

ま
す
。今
後
も
安
全
と
省
燃
費
、効
率
を一層
追

求
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、技
術
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　「iQ
san

」や「
F
T
S
」へ
の
取
り
組
み
に
お

い
て
も
、単
な
る
機
器
売
り
に
留
ま
ら
な
い
、

デ
ー
タ
を
解
析
し
て
付
加
価
値
を
生
む
、新
し

い一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後

は
周
辺
国
な
ど
事
故
が
多
い
国
へ
さ
ら
な
る
普

及
を
図
り
、少
し
で
も
安
全
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

勝又GM（左）にタイの商用車コネクテッドの現状を聞く
MU Research and Consulting（Thailand）の池上MD（右）

スマートシティにおける
モビリティ活用の可能性

Senior Vice President
神波 泰夫

Senior Vice President
神波 泰夫

　タイ政府は建設が進むバンスー中央駅周辺の３７２ha（公園部分含む）をスマートシティ
として再開発する計画だ。タイ政府の要請を受けて、日本の建設コンサルタント会社パシ
フィックコンサルタンツ（PCKK）を幹事会社としたJICA調査団が実現に向けた提案を行っ
た。その中には新たなテクノロジーを用いたスマートモビリティの活用も検討されている。

バン
ス
ー
ス
マ
ー
ト
シ
ティ
の
概
要
は

　
新
し
い
バ
ン
ス
ー
中
央
駅
を
中
心
に
オ
フ
ィ

ス
、商
業
施
設
、住
宅
な
ど
を
造
設
し
、最
新
技

術
を
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
開
発

す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
の
中
で

は
プ
ー
ケ
ッ
ト
、チ
ョン
ブ
リ（
ア
マ
タ
シ
テ
ィ
チ
ョ

ン
ブ
リ
工
業
団
地
）と
共
に
、バ
ン
ス
ー
地
区
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。私
共
は

モ
ビ
リ
テ
ィ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、環
境
な
ど
を
重
点

分
野
と
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
を
提

案
し
ま
し
た
。

　
運
輸
省
傘
下
の
タ
イ
国
鉄
が
持
つ
土
地
で
展

開
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
と
い
う
こ
と
で
、

当
初
か
ら
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
提
案
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。バ
ン
ス
ー
地
区
は
建
設
中
の
バ
ン
ス
ー
中

央
駅
を
中
心
と
し
て
、周
辺
に
Ｂ
Ｔ
Ｓ
や
Ｍ
Ｒ
Ｔ

の
駅
、高
速
道
路
の
出
入
り
口
も
あ
り
、ま
さ
し

く
新
た
な
交
通
ハ
ブ
に
な
り
得
る
場
所
で
す
。

　
一
方
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
駅
が
離
れ
て
い
る
な
ど

連
結
性
に
乏
し
く
、域
内
の
移
動
を
ど
う
や
っ

て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
か
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

ま
た
、開
発
は
地
区
ご
と
に
段
階
的
に
行
わ
れ

て
い
く
予
定
で
、需
要
が
顕
在
化
し
て
く
る
タ

イ
ミ
ン
グ
が
異
な
り
ま
す
。で
き
る
だ
け
需
要

の
変
動
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
点
も
考
慮
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
提
案
内
容
と
は

　
現
状
で
も
周
辺
道
路
は
渋
滞
し
て
お
り
、徒

歩
に
よ
る
移
動
も
難
し
い
。そ
れ
な
ら
域
内
の

移
動
に
特
化
し
た
階
層
を
作
る
べ
き
と
考
え
ま

し
た
。

　
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
Ｍ
Ｂ
Ｋ
の
交
差

点
の
上
に
は
人
が
集
ま
る
デ
ッ
キ

が
あ
り
ま
す
が
、あ
の
よ
う
な

デ
ッ
キ
で
バ
ン
ス
ー
の
各
地
区
を
結

ん
で
歩
い
て
回
遊
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、デ
ッ
キ
上
に
は
Ｐ

Ｒ
Ｔ（P
erson

al R
ap
id
 

T
ransit

）と
呼
ば
れ
る
小
型
の
Ｅ

Ｖ
車
両
を
走
行
さ
せ
る
ス
カ
イ

デ
ッ
キ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
提

案
し
ま
し
た
。他
の
交
通
と
交
わ

ら
な
い
レ
ー
ン
を
作
る
こ
と
で
、将

来
的
に
は
自
動
運
転
な
ど
が
先

行
的
に
導
入
で
き
る
環
境
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
交
通
渋
滞
と
い
う
の
は
難
し

く
、一つ
の
対
策
で
解
決
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ス
カ
イ
デ
ッ
キ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
他
に
も
、域
内
に
入
っ
て
く
る
自
動
車

を
少
な
く
す
る
た
め
に
敷
地
の
境
界
に
駐
車
場

を
作
り
、パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に

乗
り
変
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
り
、少
し
で

も
域
内
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
に
寄
与
で
き
る
よ

う
な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。

　
ほ
か
に
も
、Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
夜
間
電

力
を
蓄
電
し
、日
中
の
電
力
使
用
の
ピ
ー
ク
時

に
供
給
し
て
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
最
適
化

す
る
Ⅴ
２
Ｈ（V

ehicle to H
om
e

）な
ど
も
構

想
に
入
って
い
ま
す
。

今
後
の
進
捗
な
ど
は

　
今
年
の
年
初
に
提
案
を
取
り
ま
と
め
た
レ

ポ
ー
ト
を
運
輸
省
に
提
出
し
、非
常
に
好
意
的

に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。た
だ
、私
ど

も
が
提
案
し
た
の
は
都
市
開
発
の
中
で
展
開
す

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
って
、地
域

全
体
の
都
市
開
発
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
は
現
在
、関
係
機
関
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
昔
か
ら
交
通
ハ
ブ
に
な
り
得
る
構

想
の
下
で
、タ
イ
国
鉄
が
広
大
な
土
地
を
持
って

い
た
地
域
で
す
。タ
イ
に
お
け
る
新
し
い
都
市
の

在
り
方
を
提
示
す
る
よ
う
な
場
所
に
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
都
市
開
発
は
何
か
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。都
市
、国
ご
と
に
持
っ
て

い
る
課
題
、可
能
性
は
違
い
ま
す
。そ
れ
に
対
し

て
今
あ
る
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
て
提
案
で
き
る
か
が
、私
ど
も
が
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
付
加
価
値
を
提
供
で
き
る
場
所

で
す
。そ
う
いっ
た
目
線
で
、今
後
も
都
市
開
発

案
件
は
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

バンスースマートシティのパース図　出所：JICA
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変革期の自動車産業 ～タイにおけるCASE～

Tel：＋66(0)92-247-2436　 E-mail：kazuki.ikegami@murc.jp（池上）
【事業概要】 タイおよび周辺諸国におけるコンサルティング、リサーチ事業等

MU Research and Consulting（Thailand）Co., Ltd.

　三菱UFJリサーチ＆コンサルティングは、三菱UFJフィナンシャル・
グループ（MUFG）のシンクタンク・コンサルティングファームです。
国や地方自治体の政策に関する調査研究・提言、 民間企業向けの
各種コンサルティング、経営情報サービスの提供、企業人材の育成
支援など幅広い事業を展開しています。
　ASEANでは、本邦企業のグローバル化が進む中、本社サイドと現
法サイドの両方からニーズを幅広く捕捉する内外連携モデルを構
築しています。

タイ/バンコク
（現地法人）
タイ/バンコク
（現地法人）

ベトナム/ホーチミン
（駐在員事務所）
ベトナム/ホーチミン
（駐在員事務所）

インドネシア/ジャカルタ
（現地法人）
インドネシア/ジャカルタ
（現地法人）

ミャンマー/ヤンゴン
（パートナー企業）
ミャンマー/ヤンゴン
（パートナー企業）

現地主導ニーズ

• 海外中計
• 市場・競合分析
• 事業計画・事業性評価

戦略

• M&A戦略
• ビジネスデューデリジェンス
• PMI

M&A

• 内部統制、業務監査、コンプライアンス
• グローバル・サプライチェーン改革

海外拠点マネジメント

• 統括機能の見直し・強化
• 再編・撤退戦略
• 資本・グループ再編
• 現地法人の経営管理高度化

事業再構築

• 人事制度構築
• 各種労務問題への対応

人材管理

• ローカルパートナー候補の探索・評価
• JV・事業提携交渉支援

提携

本社主導ニーズ

本社サイド 現法サイド

【代表者】 池上一希
【 設 立 】 2018年２月28日
【資本金】 2,000万THB
No.1106 Summer Hill, 3rd Floor, Room 
3033, Sukhumvit Road, Prakhanong, 
Klongtoey, Bangkok, 10110 Thailand

【本特集免責事項】本記事により、貴社とMU Reseach and Consulting ( Thailand ) Co.,Ltd.の間には何ら委任その他の契約関係が発生するものではなく、弊社が一切法的な義務・責任を負うものではありません。本記事は、弊社が信頼
に足ると思われる各種情報に基づいて作成しておりますが、弊社はその正確性、完全性および信頼性を保証するものではありません。また、本資料に関連して生じた一切の損害について、弊社は責任を負いません。本記事は弊社の著作物であ
り、著作権法により保護されております。弊社の事前の承諾なく本資料の全部もしくは一部を引用または複製、転送等により使用することを禁じます。本件に関してご質問等がございましたら弊社までお問い合わせ下さい

出所：各種情報に基づきMSRジャパン作成

配
車
サ
ー
ビ
ス
は

Grab

の
一
強
体
制

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、安
価
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
や
通
信
費
用
の
低
減
に

よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
き

た
。過
去
5
年
で
も
情
報
通
信
技
術
を

取
り
入
れ
た
新
興
企
業
が
1
0
0
社

以
上
も
誕
生
し
、外
資
P
E
フ
ァ
ン
ド
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
海
外
資
金
も

相
ま
っ
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
一つ
あ
れ

ば
、先
進
国
や
隣
国
タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　M
aaS

に
関
連
す
る
配
車
ア
プ
リ
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
領
域
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
資
本
のG

rab
の
存
在
が
最
も
大
き

い
。最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
で
も
、過
半
数

の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
がG

rab
を
活
用

し
て
い
る
。

　G
rab

は
2
0
1
7
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
進
出
し
、翌
年
に
は
配
車
ア
プ
リ
の
パ

イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

U
ber

の
A
S
E
A
N
事
業
を
買
収
す

る
こ
と
で
自
社
の
シェア
を
ミ
ャ
ンマ
ー
で

も
確
立
し
た
。

　
現
在
で
は
配
車
ア
プ
リ
を
起
点
に
食

品
デ
リ
バ
リ
ー
、ポ
イ
ン
ト
事
業
、ホ
テ
ル

予
約
、運
転
手
付
き
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど

も
提
供
す
る
。独
自
で
投
資
を
進
め
て

い
る
決
済
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
ウ
ォ
レ
ッ

ト
機
能
は
、非
現
金
決
済
を
進
め
た
い

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
意
向
と
消
費
者
ニ
ー

ズ
と
も
一
致
し
て
お
り
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
系
な
ど
も

参
入
し
て
競
争
激
化

　Grab

以
外
に
もO

w
ay Ride

、 Hello 
C
abs

な
ど
の
地
場
系
や
、18
年
に
は
ベ

ト
ナ
ム
資
本
のF

astG
o

な
ど
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
進
出
し
た
。中
で
もO

w
ay

は
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
卒
業
後
、ア
メ
リ

カ
のG

oogle

で
勤
務
経
験
の
あ
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
創
業
者
が
14
年
に
設
立
し
、

日
本
の
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
も
18
年
に

出
資
を
し
て
い
る
。

　
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
と
って
はGrab

へ

の
手
数
料
はO

w
ay

の
2
倍
で
あ
り
負

担
が
大
き
い
が
、①
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
以

外
の
時
間
帯
で
の
顧
客
獲
得
が
容
易 

②
外
国
人
観
光
客
が
他
国
で
利
用
し

既
に
ア
プ
リ
を
保
有
し
て
い
る 

③
ビ
ジ

ネ
ス
客
に
と
っ
て
は
領
収
書
が
発
行
さ

れ
る 

④
カ
ー
ド
決
済
で
は
即
日
支
払
い

可
能 

⑤
運
転
手
向
け
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
な
ど
、運
転
手
と
利
用
者
の
双

方
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
がGrab

１
強
体
制
の
背
景
に
は
あ
る
。

　
た
だ
、ミ
ャ
ンマ
ー
に
お
け
るM

aaS

の

サ
ー
ビ
ス
拡
大
と
普
及
に
は
、そ
も
そ

も
の
基
盤
と
な
る
鉄
道
、道
路
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
最
大
都
市
で
あ
る
ヤ
ン
ゴ
ン
の
公
共

交
通
を
と
っ
て
も
、本
来
は
主
要
通
勤

手
段
と
な
る
べ
き
ヤ
ン
ゴ
ン
環
状
線
は

老
朽
化
に
よ
り
速
度
が
遅
く
、多
く

の
通
勤
者
は
バ
ス
や
自
家
用
車
し
か

通
勤
手
段
が
な
い
。M
R
T（
大
量
高

速
交
通
シ
ス
テ
ム
）の
計
画
も
あ
る

が
、現
時
点
で
は
ル
ー
ト
の
初
期
調
査

段
階
で
あ
る
。

　
一
方
で
、大
規
模
な
交
通
運
営
事
業

者
は
国
営
ミ
ャ
ン
マ
ー
鉄
道
以
外
に
は

存
在
し
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、

M
aaS

が
目
指
し
て
い
る
交
通
・
移
動
手

段
を
す
べ
て
繋
ぐ
社
会
の
実
現
を
迅
速

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
も
秘

め
て
い
る
。

ミャンマーサーベイリサーチ
瀧波 栄一郎

三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティングなどにて一貫し
て、海外（主にASEAN）進
出支援を専門とするチー
ムで、大手日系企業の海
外進出案件に従事。2018
年にミャンマーサーベイリ
サーチ（MSR）入社。MSR
ジャパン（日本法人）の代
表も務める。

資本

シンガポール

地場

地場

ベトナム

地場

2017

2014

2015

2018

2018

681.3万

106.1万

19.5万

3.3万

2.6万

設立年
（ミャンマー）

Facebookの
「Like!」数 直近の動向

運転手からGrabへのコミッションが運賃の15％
から20％にアップ。ユーザーは利用毎に貯まる
ポイントで飲食店の割引など受けられる

運転手からOwayへのコミッションは運賃の
10％。Owayが展開する旅行予約サービスで５％
の割引が受けられる

17年にはGrabを独占禁止法（競争法）に基づき
提訴

VISAカードの決済で運賃10％オフなど、各種割
引により収益基盤の拡大を目指す

運営側は運転手からのコミッションを取らず、広
告費を収益源とする

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
C
A
S
E

M
U
R
C
と
提
携
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
よ
り
特
別
寄
稿
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東
計（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

企
業
の
Ｄ
Ｘ
を
促
進
す
る

I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
実
装
型

現
物
管
理
シ
ス
テ
ム「PACS PLU

S

」

　
東
計
タ
イ
ラ
ン
ド
が
こ
の
程
、展
開
を
開
始
し
た
の

が
ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
た
現
物
管
理
シ
ス

テ
ム「PA

CS PLU
S

」。株
式
会
社
東
計
電
算
と
日
本

最
大
の
ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
で
あ
る
バ
イ
ナ

リ
ー
ス
タ
ー
株
式
会
社
が
共
同
開
発
し
た
。

　
30
ヵ
国
以
上
に
導
入
し
て
き
た
現
物
資
産
管
理
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
、ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活
用
し
た
新
た

な
機
能
を
実
装
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、パ
レ
ッ
ト
や
カ
ゴ
車

な
ど
の
物
流
容
器
の
入
出
庫
情
報
、履
歴
の
管
理
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
工
場・物
流
倉
庫
の
W
M
S

シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
も
で
き
、販
売
管
理

機
能
も
追
加
オ
プ
シ
ョン
で
利
用
可
能
と
な
って
い
る
。

　
特
長
の
一つ
は
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
の
４
色
を
使
っ
た
カ
ラ
ー

バ
ー
コ
ー
ド「
カ
メ
レ
オ
ン
コ
ー
ド
」の
採
用
。ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
の
ア
プ
リ
で
約
１
秒
間
に
最
大
１
０
０

個
ま
で
認
識
で
き
、カ
メ
ラ
の
焦
点
さ
え
合
え
ば
長
距

離
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。読
み
取
っ
た
対

象
物
の
名
称
、ロッ
ト
ナ
ン
バ
ー
、在
庫
数
な
ど
の
情
報

は
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）で
画
面
上
に
表
示
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、バ
ー
コ
ー
ド
ス
キ
ャ
ナ
を
持
って

高
い
棚
の
上
や
遠
く
の
物
流
容
器
の
前
ま
で
赴
い
て一つ

ず
つ
読
み
取
る
必
要
が
な
く
、ス
タ
ッ
フ
へ
の
負
担
を
大

幅
に
軽
減
。ま
た
、誰
で
も
使
い
や
す
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
採
用
す
る
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
の
熟
練

度
に
左
右
さ
れ
ず
導
入
が
可
能
と
な
っ
た
。ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ら
ハン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
比
べ
て
導
入
コ
ス
ト

も
低
く
抑
え
ら
れ
る
上
、海
外
展
開
も
容
易
だ
。

　
ま
た
、収
集
デ
ー
タ
は
ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で
管
理
で
き
、デ
ー
タ
の
透
明
性
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
強
化
で
き
る
。今
後
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
間

で
発
生
す
る
各
社
間
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
ス
マ
ー
ト
コ
ン

ト
ラ
ク
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
自
動
化
・
省
人
化
を
図

り
、リ
ー
ン
な
生
産
供
給
体
制
の
実
現
を
目
指
す
。

　PA
CS PLU

S

の
事
業
開
発
責
任
者
を
務
め
る
松

林
氏
は「
現
場
に
寄
り
添
う
形
で
、最
新
技
術
を
含
め

た
業
務
シ
ス
テ
ム
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
を
し
て
き
た
経

験
を
ベ
ー
ス
に
、ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
適
切
な
活
用

を
志
向
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
」と

語
る
。

導
入
事
例

　
タ
イ
で
は
既
に
大
手
企
業
で
も
導
入
実
績
が
あ
り
、

豊
通
グ
ル
ー
プ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
モ
デ
ル
工
場

と
な
る
Ｔ
Ｔ
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
ス
テ
ィ
ー
ル（
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ

Ｔ
）社
で
は
、パ
レ
ッ
ト
の
在
庫
管
理
に
か
か
る
工
数
削

減
と
よ
り
正
確
な
在
庫
数
の
集
計
の
た
め
に
導
入
し

て
い
る
。

　
従
来
は
各
現
場
で
紙
の
受
払
票
を
記
入
し
、そ
れ

を
エ
ク
セ
ル
に
打
ち
込
ん
で
管
理
し
て
い
た
た
め
、リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
正
確
な
在
庫
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難

だ
っ
た
。PA
CS PLU

S

を
導
入
す
る
こ
と
で
、iPhone

を
使
って
複
数
パ
レ
ッ
ト
を
遠
距
離
か
ら一括
で
読
み
取

れ
よ
う
に
な
り
、実
績
収
集
・
集
計
工
数
が
大
幅
に
削

減
。リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
パ
レ
ッ
ト
の
現
在
庫
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
某
３
P
L
事
業
者
で
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
組

立
メ
ー
カ
ー
の
生
産
計
画
に
基
づ
き
、ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ

イ
ム
で
の
部
品
出
荷
が
求
め
ら
れ
る
中
、輸
送
に
必
要

な
通
い
箱
の
残
数
確
認
や
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
工
場
で
の
当

日
の
生
産
状
況
を
可
視
化
す
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た
。

誰
で
も
使
い
や
す
い
U
I
を
活
か
し
、生
産
進
捗
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
し
て
当
日
の
出
荷
量
を
調
整
す
る

こ
と
で
、工
場
で
の
部
品
の
過
剰
在
庫
を
防
ぐ
こ
と
に

成
功
し
た
。

　
日
本
本
国
に
お
い
て
も
、大
手
自
動
車
部
品
の
エ
フ

テ
ッ
ク
社
で
は
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ツ
の
在
庫
管
理
及
び
棚
卸

管
理
、大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
物
流
子
会
社
で
あ
る

某
社
で
は
物
流
資
材
・
容
器
の
グ
ロ
ー
バ
ル
在
庫
管
理

の
効
率
化
な
ど
、そ
の
他
、食
品
・
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
官

公
庁
な
ど
で
も
多
く
の
導
入
実
績
が
生
ま
れ
て
い
る
。

高
精
度
Ａ
Ｉ
で
手
書
き
文
字
を
認
識

作
業
効
率
を
大
幅
向
上
〜sw

ifT PLU
S

〜

　
タ
イ
で
は
日
常
業
務
で
多
く
の
書
類
が
使
わ
れ
、手

書
き
の
文
字
な
ど
を
目
視
で
デ
ー
タ
入
力
す
る
作
業

も
ま
だ
ま
だ
行
わ
れ
て
い
る
。東
計
電
算
で
は
、手
書

き
文
字
対
応
の
読
み
取
り
ツ
ー
ル「Script-Ex

」を
新

開
発
。文
字（Script

）＋A
I

分
析（Exam

ine

）の
名
の

通
り
、高
度
な
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
Ｏ
Ｃ
Ｒ（
光
学
文
字
認

識
）技
術
に
よ
っ
て
、従
来
よ
り
読
み
取
り
精
度
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。納
品
書
や
送

金
明
細
な
ど
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
1
分
間
に
約
10
枚
、

98
％
の
識
字
率
で
文
字
コ
ー
ド
に
変
換
し
、所
定
の
エ
ク

セ
ル
フ
ォ
ー
マッ
ト
で
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。伝
票

目
視
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
入
力
時
間
や
タ
イ
プ
ミ
ス
な
ど
、

管
理
者
の
目
に
つ
き
に
く
い
無
駄
を
削
減
し
、空
い
た

時
間
を
本
業
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
本
で
は
、AI-O

C
R

に
よ
る
手
書
き
書
面
の
デ
ー

タ
化
を
始
点
に
、自
社
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
と
の
照
合
、

数
量
差
や
金
額
差
な
ど
の
違
算
検
知
処
理
ま
で
を

R
P
A（Robotic Process A

utom
ation

）化
す
る

事
例
も
増
え
て
お
り
、自
動
車
部
品
工
業
会
に
参
画

す
る
大
手
企
業
を
は
じ
め
、多
く
の
企
業
で
の
導
入
が

進
ん
で
い
る
※
。

　A
I-O
C
R

で
デ
ー
タ
化
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
会
計

E
R
P
で
あ
るsw

ifT
 PLU

S

へ
連
携
す
る
こ
と
も
可

能
。例
え
ば
輸
入
製
品
明
細
や
支
払
明
細
書
な
ど
を

デ
ー
タ
化
し
、会
計
シ
ス
テ
ムへ
取
り
込
む
こ
と
で
入
力

工
数
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　sw
ifT
 PLU

S

は
昨
年
タ
イ
の
財
務
省
歳
入
局
か
ら

税
務
会
計
ソ
フ
ト
の
認
定
を
取
得
。タ
イ
に
お
け
る
経

理
会
計
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
利
用
は
当
然
、ク
ラ
ウ
ド
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
し
て
、ま
た
E
R
P

と
し
て
業
務
情
報
を
集
約
し
、見
積
案
件
の
進
捗
や
営

業
毎
の
受
注
/
売
上
粗
利
な
ど
の
デ
ー
タ
分
析
、債
権

債
務
の
効
率
的
な
管
理
に
貢
献
で
き
る
。ま
た
、

sw
ifT
 PLU

S

を
活
用
し
た
経
理・会
計
業
務
の
内
製

化
を
進
め
る
こ
と
で
、一
般
的
な
タ
イ
で
の
記
帳
代
行

サ
ー
ビ
ス
と
比
較
し
、約
30
日
の
月
次
決
算
の
早
期
化

が
実
現
可
能
と
な
る
。

　
現
場
か
ら
の
情
報
の
入
力
・
収
集
を
よ
り
効
率
化

し
、日
/
英
/
タ
イ
語
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
基
盤
で
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
共
有
に
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「
よ
り
早
く
経
営
状
況
を
把
握
し
、次
の
行
動
へ
活
用

し
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
への
１
つ
の
解
決
策
と
な
る
。

Favorites Stock OthersIn/out

15:04

15:04

In/outFavorites Stock Others

東計電算独自の現物管理シス
テムにブロックチェーン（分散型
台帳）技術を統合した

最大視野角80度まで読み取り可能（弊社調べ） 。かざすだけで読み取り、スタッフの作業負担を軽減

　今年創立50周年を迎えたシステム開発大手の株式会社東計電算（東証一部上
場）。自動車部品メーカー大手の東京濾器を淵源に持ち、東計電算自身も日本自動
車部品工業会に加盟。自動車産業をはじめとする製造業や物流、金融、消費財、流
通、鉄鋼、建機、住宅建材など、幅広い業種に生産管理や財務会計など基幹システム
の開発導入支援を行ってきた。
　タイには２０１２年に１００％出資の東計タイランドを設立。付加価値税（ＶＡＴ）など
タイの会計基準に完全対応した会計ERPパッケージ「swifT」を展開しており、これま
でに90社以上に導入実績を誇る。

　
長
年
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
製
造
業
や
物

流
業
向
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す

る
東
計
タ
イ
ラ
ン
ド
。最
近
で
は
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）も
盛
ん
に
謳
わ
れ
て
い

る
。東
計
タ
イ
ラ
ン
ド
の
早
坂
氏
も「
現
場
の
業
務
と

先
端
技
術
を
結
ぶ
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、お
客
様

の
業
務
効
率
化
に
貢
献
し
た
い
」と
意
気
込
む
。

※
デ
ー
タ
照
合
エ
ン
ジ
ン（T

-check

）は
東
計
電
算
で
特
許
出
願
中
。

　
タ
イ
語
文
字
の
読
み
取
り
も
次
期
バ
ー
ジ
ョン
で
対
応
さ
れ
る
予
定
。

PACS PLUS / 事業開発責任者   

松林 栄次 氏

General Manager / 執行役員

佐野 真樹 氏

System assistant manager

早坂 敬 氏

営業アシスタント

大原 ゆかり 氏

元データ 検収照合システム「T-check」 EXCELへ出力

PDF
請求書
伝票

など

検収書

100伝票10分強
処理スピード目安

OCR精度：98％以上の識字率

AIを利用したOCRシステム「T-check」の処理工程

CHECK POINT

長距離認識、急角度認識、複数個
一括認識などの特長を持つ次世
代のカラーバーコード

カメレオンコード■ タイ窓口（早坂）　Tel：+66（0）91-726-4301　E-mail：haya2499@toukei.co.jp
■ 日本窓口（佐野）　Tel： +81（0）44-430-0743   E-mail： sano1531@toukei.co.jp

TOUKEI（THAILAND）CO., LTD.
Bhiraj Tower at BITEC 23rd Floor, Room no. 23065,
4345 Sukhumvit Road, South Bangna, Bangna, Bangkok 10260

Room No. 607-609, 6th Floor, Yada Bldg. 
56 Silom Rd. Bangrak, Bangkok 10500
Tel :  +66（0）-2-632-8130   Fax :  +66（0）2-632-8131

提携パートナー SME Multi Consultant Co., Ltd.
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前月号では、新型コロナウイルスにより見直される新たなオフィスの在り方についてご説明し、オフィス移転のケースス
タディなどをご紹介いたしました。今月号からは、企業が現オフィスで抱えている問題を解消する、オフィス移転のケース
スタディを解説いたします。

不動産のプロ、GDMが徹底解説！Vol.10

オフィス移転
企業が抱える問題を解決！

097-137-4831（担当：内堀）
uchibori@gdm-asia.com
https://office.gdm-asia.com/bkk-office-navi/

オフィス紹介実績
● コナミアミューズメント 様
● 湖池屋 様
● 住友重機械工業 様
● 野村総合研究所 様
● 三菱UFJリサーチ&コンサルティング 様
● BizWings 様
● JXTGエネルギー 様
● KGK 様
● モンスターラボ 様

● 古河電工オートモーティブシステムズ 様
● 戸上電機製作所 様
● 日本コムサ 様
● アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
● 古河電気工業 様
● 住友商事マシネックス 様
● 野村貿易 様
● 北國銀行 様

オフィスのお悩み・ご相談があれば、いつでもお気軽にお問い合わせください。お問合せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
企
業
A
社
は
50
名
ほ
ど
の
社
員
が
い
ま
す
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
し
ま
し
た
が
、情
報
保
護
な
ど
の
観
点
か
ら
全
員
出
社
体
制

へ
完
全
に
戻
す
方
針
を
決
め
ま
し
た
。オ
フ
ィ
ス
サ
イ
ズ
は
変
え
ず
に
賃
料
単
価
の
低
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
へ
の
移
転
を
検
討
し
て
い
ま
す
。た
だ
、営
業
ま
わ
り

や
顧
客
の
来
社
、ス
タ
ッ
フ
の
退
社
リ
ス
ク
な
ど
も
考
慮
し
て
、な
る
べ
く
近
場
の
移
転
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　アソークエリアの駅近物件で平米単価が1,000バーツ/㎡を下回る物件
はほとんどありません。しかしながら駅から徒歩5分を超えると賃料単価が格段
に下がります。Sino Thai Towerは、アソーク駅から徒歩７分ほど掛かります
が、駅直結のInterchange 21に比べると平米単価は半額以下になります。 
    

→駅から徒歩10分以内のエリアを検討候補に含める

アソークエリアの賃料の高さ問題①

　Sino Thai Towerは日系企業も多く入居し、税務局・銀行があるなど利便性も良く、比較的家賃も高額でないため
非常に人気があります。そのため、常に空室がない状況でしたが、コロナウイルスの影響もあり現在は空き物件も出て
います。*10月30日現在時点

→コロナウイルスの影響で人気物件も空き物件が出ています

アソークエリアの空室物件の少なさ問題②

　500㎡の物件の場合、物件選定から契約、内装施工、引っ越しまでを考えると６ヵ月～８ヵ月ほどの期間が必要で
す。タイでは賃貸契約を途中で解約した場合、通常デポジットと契約満期までの賃料総額もペナルティとして支払う
必要があります。今回のように残存期間を３ヵ月残して移転をすると、追加投資額に加えペナルティを支払っても２年
４ヵ月で回収できるケースもあるので事前のコストシミュレーションが大切です。

→500㎡物件の契約から引っ越しまでにかかる時間の算出とコストシミュレーション

契約残存期間と移転時期の調整問題③

駅から少しだけ離れただけでもかなりのコスト削減に成功

賃料減率：54％
面積減率：0%

移転後

Sino Thai Towers

竣工：1986年
グレード：B
面積：500㎡
賃料単価:620バーツ/㎡

BTSアソーク駅 徒歩7分

年間賃料：372万バーツコスト削減！
438万バーツ

年間移転前

Interchange 21

竣工：2008年
グレード：A
面積：500㎡
賃料単価:1,350バーツ/㎡

BTSアソーク駅 徒歩２分

年間賃料：810万バーツ

移転時契約残存期間　０ヵ月の場合

約１年５ヵ月で相殺
移転時契約残存期間　3ヵ月の場合

約２年４ヵ月で相殺

追加投資額*相殺期間(単位：バーツ） 

25,000,000

20,000,000

15,000,000

10,000,000

5,000,000

0
半年 1年半 2年半1年 2年

Interchange 21 Sino Thai Tower Sino Thai Tower（残存あり）

相殺

相殺

*追加投資額：途中契約ペナルティ費用、既存オフィス原状
回復費、新設オフィス内装費（家具、引っ越し費用、契約満
期時返金となるデポジット等は含まない)

※賃料価格はあくまで目安です

近
場
移
転
で
も
家
賃
が
半
額
以
下
に
！

３
年
前
に
バ
ン
コ
ク
に
進
出
し
た
製
造
業
B
社
は
、ア
ソ
ー
ク
エ
リ
ア
に
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
し
ま
し
た
。進
出
当
初
15
名
ほ
ど
だ
っ
た
従
業
員
も
今
で
は
40
名
ほ
ど
に
増

え
ま
し
た
。し
か
し
、従
業
員
は
工
業
団
地
に
出
向
く
こ
と
が
多
い
た
め
、内
勤
の
オ
フ
ィ
ス
使
用
率
は
半
数
ほ
ど
で
す
。加
え
て
ア
ソ
ー
ク
エ
リ
ア
は
渋
滞
も
ひ
ど
く
工

業
団
地
へ
赴
く
の
が
不
便
な
点
も
解
消
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。次
の
契
約
更
新
の
際
に
サ
イ
ズ
縮
小
と
工
業
団
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。  

 

 

 

　アソークエリアはバンコク中心地の中でも、特に渋滞がひどいです。工業団地への訪問頻度が高くバンコク中心地
へオフィスを構えることが必須でない場合、勤務効率化や賃料価格面を考えるとバンコク中心地から郊外への移転を
お勧めします。

→高速道路への乗りやすさなどの勤務効率化を踏まえ物件を選定

渋滞が多く、車での訪問がしづらい問題②

　バンコク中心地（駅近）の物件は利便性の良さからオフィス賃料が高いです。しかしながらバンコク郊外は駅近くで
もオフィス賃料が低価格なオフィス物件が多いです。Bhiraj at BITECは新築で駅に直結するグレードAのオフィス物
件ですが、Exchange Towerに比べると平米単価は半額近くとなります。

→バンコク郊外エリアも検討候補に含める

バンコク中心地（駅近）の賃料の高さ問題①

　日々工業団地へ訪問する従業員が多くオフィスへ出社する人数が少ない場合、毎日出社する社員数に合わせ
た適正なオフィス面積を算出する必要があります。オフィス面積が出社人数に対して大きすぎる場合、余ったスペー
スが無駄となりコストもかさんでしまいます。日々の出社人数が20名ほどの場合、オフィス面積は200㎡ほどあれば
十分です。    

→出社人数に適したオフィス面積に縮小

出社人数に対してオフィス面積が大きい問題③

サイズ・立地を見直すだけで築浅Aグレードでもコスト削減可

賃料減率：71％
面積減率：50%

移転後

Bhiraj at BITEC

竣工：2017年
グレード：A
面積：200㎡
賃料単価:825バーツ/㎡

BTSバンナー駅 徒歩３分
" 年間賃料：198万バーツコスト削減！

474万バーツ
年間移転前

Exchange Tower

竣工：2006年
グレード：A
面積：400㎡
賃料単価:1,400バーツ/㎡

BTSアソーク駅 徒歩２分

年間賃料：672万バーツ

移転時契約残存期間　０ヵ月の場合

約８ヵ月で相殺
移転時契約残存期間　3ヵ月の場合

約１年４ヵ月で相殺

追加投資額*相殺期間(単位：バーツ） 

１６,000,000

１4,000,000

１2,000,000

１0,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0
半年 1年半 2年半1年 2年

Exchange Tower Bhiraj at BITEC Bhiraj at BITEC（残存あり）

*追加投資額：途中契約ペナルティ費用、既存オフィス原状
回復費、新設オフィス内装費（家具、引っ越し費用、契約満
期時返金となるデポジット等は含まない)

※賃料価格はあくまで目安です

家
賃
も
下
が
り
、渋
滞
も
な
く
一
石
二
鳥

相殺

相殺

BTS
アソーク駅

ア
ソ
ー
ク
通
り

スクンビット通り

Interchange 21Interchange 21

Sino Thai TowerSino Thai Tower

わずか
500mの移動で
家賃が半額以下！

わずか
500mの移動で
家賃が半額以下！

CASE 1

CASE
STUDY

CASE 2
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第11回　生産性と心理的安全性

金井 健一（Kenichi Kanai） 岡田 烈司（Atsushi Okada） 
みらいコンサルティンググループ
ASEAN統括部長

みらいコンサルティンググループ
代表取締役

　アフター/ウィズコロナの時代で労働環境も大きく変化して
いる中、今後は一層生産性の向上が重要な経営課題となっ
てきます。では、生産性を高めるにはどのようにすればよいの
でしょうか？
　今回は、人事の分野において今注目される「心理的安全
性」についてご紹介します。

生産性を高める心理的安全性とは？　
　生産性を高めるには２つのポイントがあります。一つは各
人がスキルアップする、仕事のやり方を見直す、といった個の
生産性を高めること。もう一つは個人が力を発揮しやすい環
境を作ることでチームの生産性を高めることです。ここでは、
チームの生産性に着目してみましょう。
　チームの生産性の高め方についてはこれまでも多くの研
究がなされてきました。最近特に注目されているのが心理
的安全性です。米Google社での研究によると、生産性の
高いチームは、心理的安全性が高いという共通点を持って
います。
　心理的安全性とは、不安や恥ずかしさを感じることなく、
自分の意見を率直に伝えられる状態のことです。心理的安
全性が高い職場では、社員が積極的に新しいことにチャレ
ンジしたり、メンバー同士のコミュニケーションが良くなること
が分かっており、その結果、チームの生産性も高くなってい
るのです。

心理的安全性を高める５つの具体的な方法とは？
　では、心理的安全性を高めるためには具体的に何をすれ
ばよいのでしょうか？主に５つの観点がありますが、共通する
のは「他者を尊重すること」です。

　生産性を高めるために、心理的安全性の高い組織作りを
する。これはグローバル企業だけなく、中堅中小規模の会社
にも共通するのではないでしょうか。
　これからの時代の組織作りについて、気になる点がござい
ましたら弊グループまでお問い合わせください。

日を創る明

人事制度

タイ進出・各種ライセンス支援 /会計・税務支援 /人事・労務支援
事業再生・成長支援 / M&Aアドバイザリー /人材紹介

日本、タイでの 20年以上の実績に基づくソリューションの質を実感してください。

16-03, 16th Floor,
246 Times Square Building,
Sukhumvit Road, Khlong Toey,
Bangkok, Thailand 10110

www.miraic.jp

〒104-0031　東京都中央区京橋 2-2-1 京橋エドグラン 19 階

日本本社 www.fdi.co.thタイオフィス

thai-hrservice@miraic.jp

お問い合わせ

心理的安全性を高める５つの具体的な方法

積極的な参加姿勢を示す
チームメンバーに対して積極的に質問をしたり、傾聴の姿勢を示
すことが挙げられます。特に、表情や態度、発言によって、チーム
への参加姿勢を示すことが大切です。

1

理解していることを示す
チームメンバーの発言について、ポイントを確認したり、要約した
りすることで、自分の理解を表現しましょう。否定的ではなく、前向
きな良い点に焦点を当てることで、より安心感を促進します。

2

相手を受け入れる姿勢を示す
チームメンバーと個別面談をしたり、各人の貢献に対して感謝の
意を表すことなどが挙げられます。メンバーとして「受け入れられて
いる」と感じてもらえるよう伝えることが大切です。

3

意思決定において相手を受け入れる姿勢を示す
チームメンバーに意見やフィードバックを求めることなどが主な例
としてあります。「自分の意見が反映される」と感じてもらい、積極
的にアイデアを出してもらうよう促すことが大切です。

4

強情にならない範囲で自信や信念を持たせる
チーム内で意見が割れた時は、自分の意見の主張を促すこと
も有効です。忖度や遠慮なく主張できることが責任感へと繋
がります。

5一般人材
派遣

紹介予定派遣

お客様の業務内容、
ニーズに適した即戦
力タイ人材をスピー
ディーに選出し、事前
研修後に派遣します。

派遣にて一定期間（最長2年間）、業務
遂行能力や勤務態度などを評価後に、必
要な人材のみ紹介契約に切り替えてい
ただけます。能力、勤務態度、社内スタッ
フ様との関係も含め、紹介よりも長い期間
見極めが可能となり、お客様のリスク軽
減、より良い人材の雇用につながります。

タイで10年以上200社超の実績24時間日本語対応

一般人材
紹介
プロフェッショナル
な人材情報をご提供
する人材紹介サービ
スです。

運転手
派遣
事前教育、薬物検査
に合格した運転手を
派遣します。常時、正社
員運転手が待機してお
り、緊急時のサポート
体制も万全です。

財人    を派遣する。

おすすめ！

紹介されたが
試用期間で
辞めないか？

雇用したいが
能力に疑問がある。
勤務態度は大丈夫？

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）

生産技術サポート
お客様のご要望をもとに、最適な生産体制をご提案1
工機代行
ラインの自動化・無人化についてお客様のご要望にきめ細かく対応2
設備保全サポート
緊急事態発生時に適切な状況判断・対応可能。アフターフォローサービス3

089-815-1304（国井）
kunii@yamashita-machinery.com（国井）

335/21 Srinakarin Rd., Nongbon Oravet,
Bangkok 10250 

本 社
081-934-7908（山田）
hi-yamada@yamashita-machinery.com（山田）

88/5 Moo 3 T.Takam A.Bangpakong,
Chachoengsao 24130

工 場

工 作 機 械 の こ と な ら 山 下 テ ッ ク

「ものづくり」をトータルサポート
情報と技術でお役に立ちます

ラッピングマシン

箱替え装置

日本法人名：山下機械株式会社

Yamashita Tech（Thailand） Co., Ltd.

弊社製作実績
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　みずほ銀行バンコック支店メコン５課が発行する企業向け会報誌
『Mekong ５ Journal』よりメコン川周辺国の最新情報を一部抜粋紹介

１・ 中
国
か
ら
の
生
産
移
管

 
コ
ロ
ナ
禍
で
関
心
が
上
昇

　
こ
れ
ま
で
中
国
は
ア
ジ
ア
の
製
造
業
の
ハ
ブ
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
って
き
た
。し
か
し
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、中
国
か
ら
あ
ら
ゆ
る

製
品
の
供
給
が
滞
り
、ア
ジ
ア
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
が
一
時
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。こ
の
事
態
を
受

け
、リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
、日
系
企
業
を
含

め
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
す
る
企
業
が
中
国

に
集
中
し
た
製
造
拠
点
を
他
国
に
移
設
す
る
気

運
が
高
ま
って
い
る（
図
表
１
）。

　
２
０
２
０
年
２
月
に
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
が
ア

ジ
ア
に
進
出
す
る
日
系
企
業
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、中
国
か
ら
の
移
転
先
と

し
て
既
に
移
転
を
実
施
も
し
く
は
検
討
し
て
い
る

国
は
、ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
の
回
答
が
上
位
を
占
め
、

生
産
移
管
の
行
き
先
と
し
て
A
S
E
A
N
、と
り

わ
け
メ
コ
ン
5
が
選
好
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。背
景
に
は
、中
国
と
比
較
し
て
メ
コ
ン
5
の
人

件
費
が
安
い
こ
と
に
加
え
て
、既
に一定
の
日
本
企

業
が
進
出
し
て
い
る
た
め
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

再
編
し
易
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
、靴
や
繊
維
、旅
行
用
鞄
と
い
う
世

界
の
輸
出
市
場
に
占
め
る
中
国
の
シ
ェ
ア
が
60
%

〜
70
％
に
達
し
て
い
る
製
品
が
、今
後
、生
産
拠

点
を
中
国
か
ら
他
国・地
域
へ
移
管
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

２・ 生
産
移
管
が
も
た
ら
す

 
メ
コ
ン
５
への
経
済
効
果

　
中
国
か
ら
各
国・地
域
へ
生
産
移
管
す
る
と
、

そ
の
国
へ
部
材
供
給
を
行
っ
て
い
る
各
国・地
域
に

も
恩
恵
は
波
及
す
る
。一方
、中
国
の
減
産
に
伴
う

部
材
供
給
の
減
少
と
いっ
た
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も

あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、生
産
移
管
に
伴
う
世
界
各
国・地
域

の
G
D
P
へ
の
影
響
を
試
算
し
た（
図
表
２
）。ま

ず
中
国
の
生
産
減
に
伴
う
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
、

中
国
向
け
に
エ
レ
ク
ト
ロニ
ク
ス
な
ど
の
部
材
を
供

給
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
が
比
較
的

大
き
い
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
一
方
、生
産
移
管
に
伴
う
プ
ラ
ス
効
果
に
つ
い
て

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
な
ど
メ
コ
ン
５
が

ト
ッ
プ
３
を
独
占
し
て
い
る
。カ
ン

ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
で
は
靴
や
鞄
な

ど
の
軽
工
業
の
分
野
、タ
イ
で
は
エ

ア
コ
ン
な
ど
の一
般
機
械
の
分
野
で

の
移
管
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

３・ 政
府
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
が

 
生
産
移
管
を
後
押
し

　
経
済
産
業
省
は
、補
正
予
算
で

日
本
企
業
の
国
内
回
帰
に
２
２
０

０
億
円
、海
外
で
の
生
産
分
業
に

２
３
５
億
円
の
補
助
金
を
確
保
す

る
な
ど
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
再
編

の
流
れ
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
方
針

だ
。こ
の
う
ち
海
外
で
の
生
産
分

業
へ
の
補
助
金
に
つい
て
、第
一回
公

募
で
は
30
件
が
補
助
金
の
対
象
と

し
て
採
択
し
た
。そ
の
内
訳
を
み

る
と（
図
表
３
）、ベ
ト
ナ
ム（
15
件
）

が
最
多
で
、そ
れ
に
次
い
で
タ
イ（
６
件
）が
多
く

な
って
い
る
。

　
製
品
別
に
み
る
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
で
供
給
不
足
が
問
題
と
な
っ
た
マ
ス
ク
や
防
護

服
な
ど
の
衛
生
用
品
・
医
療
器
具
/
機
器
の
ほ

か
、安
全
保
障
上
、調
達
先
を
一元
化
す
る
こ
と
に

リ
ス
ク
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
半
導
体
や
レ
ア
ア
ー

ス・レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
も
支
援
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、日
系
企
業
以
外
に
つ
い
て
も
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
や
軽
工
業
の
製
造
拠
点
を
メ
コ
ン
5
に
移

管
す
る
と
の
報
道
も
出
て
い
る
。

４・ 生
産
移
管
の
恩
恵
を
享
受
す
る
に
は

 
メ
コ
ン
５
に
は
課
題
も

　
生
産
移
管
の
動
き
が
本
格
化
す
る
ま
で
に
は
、

数
年
単
位
の
時
間
を
要
す
る
と
見
た
方
が
よ
い

だ
ろ
う
。コ
ロ
ナ
禍
が
い
つ
ま
で
続
く
か
不
確
か
な

た
め
、当
面
企
業
は
具
体
的
な
事
業
計
画
を
立

て
づ
ら
い
上
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に

よ
り
企
業
業
績
が
悪
化
し
て
い
る
た
め
、生
産
移

管
に
伴
う
投
資
コ
ス
ト
を
確
保
す
る
の
も
一朝
一夕

に
は
い
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
世
界
的
に
第
二
波
、第
三
波
の
感
染
が
広
が
る

国
も
出
て
お
り
、今
は
感
染
が
落
ち
着
い
て
い
る

国
に
つ
い
て
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、感
染
拡
大
の
懸
念
が
払
し
ょ
く
さ
れ

る
た
め
に
は
、ワ
ク
チ
ン
の
普
及
を
待
つ
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

　
既
に
米
国
や
日
本
と
いっ
た
先
進
諸
国
は
数
億

本
単
位
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
し
て
い
る
と
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、メ
コ
ン
５
に
つい
て
は
依
然
と
し
て
必

要
量
に
達
し
て
い
な
い
国
も
散
見
さ
れ
、ワ
ク
チ
ン

接
種
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、投
資
環
境
が
い
ま
だ
未
熟
で
あ
る
こ

と
も
進
出
の
妨
げ
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。例
え

ば
、イ
ン
フ
ラ
整
備
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。電
力
供
給
量
や
港
湾
の
コ
ン
テ

MEKONG
 Thailand / Cambodia / Laos Myanmar / Vietnam / News

JOURNAL 5
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中国拠点の事業再開の遅れに対する対応策図表１

出所：みずほ総合研究所
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日本との生産分業を進める

第三国との生産分業を進める

中国において在宅勤務の体制を整備する

管理業務の現地化を進める

中国拠点の機械化を進める

その他

タイ・バーツ（USD / THB）タイ・バーツ（USD / THB）
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Sathorn Road, Silom, Bangrak, Bangkok 10500 Thailand

E-Mail ： mekong5@mizuho-cb.com
みずほ銀行バンコック支店メコン5課

ナ
処
理
能
力
不
足
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
、生

産
移
管
が
進
み
に
く
く
な
る
懸
念
が
残
る
。ま

た
、タ
イ
以
外
の
国
で
は
、現
地
調
達
率
も
低
く

裾
野
産
業
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
も
課
題
と
な
る

だ
ろ
う
。

５・ お
わ
り
に

　
９
月
28
日
に
世
界
銀
行
が
発
表
し
た
経
済
見

通
し
を
見
る
と
、メ
コ
ン
５
の
成
長
率
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
年
こ
そ
大
幅
減
は
避
け

ら
れ
な
い
が
、そ
の
後
は
力
強
い
回
復
力
を
取
り

戻
し
、22
年
に
は
中
国
の
成
長
率
を
上
回
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、日
本
は
当
面
弱
い
回
復
が
続
く
と
言
わ

れ
て
お
り
、メ
コ
ン
５
の
よ
う
に
発
展
が
著
し
い
地

域
の
成
長
力
を
取
り
込
め
る
か
は
日
本
企
業
に

と
っ
て
以
前
に
も
増
し
て
重
要
な
論
点
と
な
る
は

ず
だ
。
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各国における輸出増の波及効果
各国における中国輸出減の波及効果
輸出代替効果
合計

中国からの生産移管による各国GDPへの影響図表２

出所：UN Comtrade、IMF、OECDより、みずほ総合研究所作成

（注）以下の手順により、サプライチェーン再編の影響を試算した。
1．中国が世界の輸出市場において50％以上のシェアを持つ製品について、シェアが50%になるまで中国からの輸出が減少すると仮定
2．1．において中国で減額された分は、各製品の世界シェアに応じて他国に移管される
3．国際産業連関表を用いて、1．の減額分、2．の増額分のサプライチェーンを通じた波及効果を試算
4．3．で得られた波及効果に付加価値率をかけ、各国GDPへの影響を算出した

海外サプライチェーン多元化等支援事業第一回公募で採用された事業の内訳図表3

（注）１つの企業が複数国で事業を実施するケースもあるため、合計は30件にはならない。
（出所）JETRO「第一回公募（設備導入補助型（一般枠・特別枠））における採択事業者について」より、みずほ総合研究所作成
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掲載を希望する方は件名を「セミナー告知希望」として、
まずは gdm-info@gdm-asia.com までご連絡ください。
毎月20日締め切り、翌月10日発行のスケジュールです。
※掲載にあたり、セミナーで『ArayZ』を配布していただくことが条件になります。

※掲載応募多数の場合は、ご遠慮いただくことがあります。

日程 ： 11月11日（水）14：00 ～ 17：00
会場 ： パーソネルコンサルタント社セミナールーム
  （アソーク交差点Interchange Bldg.）
費用 ： 1,500バーツ
講師 ： 弘畠夕子（米国公認会計士／MD of ProMission Co., Ltd.)
申込／詳細：takahashi@personnelconsultant.co.th

会計セミナー
経営者のための

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

ご提案・施工管理・工程管理・アフターサービス等、日本人国家資格保持者による対応が可能です。お気軽にお問い合わせ下さい。

第一セントラルはDAIKINの正規取り扱い店です

RK Biz Center Project, 36/49 Motorway Rd., Kaeng Khlong Song Tun Nun,　Khet Lat Krabang, Bangkok 10520

Daiichi Central（Thailand）Co., Ltd.
原　   　　　　089-024-3800　     　hara-d@dcsk.co.jp日本人窓口

Bunchong　   081-255-6490　     　tk.pv@hotmail.comタイ人窓口

設計 販売 施工

調換気・

見直してみませんか？

設備
　Daiichi Central（Thailand）Co., Ltd.では、様々な建物に最も適した設備
の提案を行います。現在、新型コロナウイルスの影響もあって、室内の換
気の重要性が改めて注目されています。また、エネルギーを多く使う施
設では設計次第でイニシャルコストやランニングコストにかなり大き
な差が出ます。
　私たちは、ただ単に設備を設置するだけではなく、お客様の目線で本
当に必要な設備を最適な形で導入することが、本来の設計であると考え
ています。空調設備更新の際にインバーター搭載の最新空調機による省
エネ提案や、初期投資0バーツ提案など、様々なご提案が可能です。

お
客
様
の
目
線
で
本
当
に

　
　
　
　必
要
な
設
備
を
最
適
導
入

タイでの       成功術
人材採用支援のプロが解説

vol.12タイ人の最近の離職・転職事情

Reeracoen Recruitment
Managing Director 嶋 航
愛知県出身。大学卒業後、コンサルティングファー
ムへ入社し、日本およびベトナムで会計・税務・労
務のコンサルティングに従事。2014年よりネオ
キャリアグループの海外法人REERACOENに
入社し、フィリピン、ベトナムの立ち上げ・勤務を
経て、18年7月よりタイのRee r a c o e n  
Recruitmentに勤務。現在に至る。

www.reeracoen.asia/jp/client

06-3439-6820 嶋（しま） ko.shima@neo-career.co.jp(+66) 02-253-9800
8th Floor, Mercury Tower, 540 Ploenchit Road,Lumphini, Pathum Wan, Bangkok 

09-6201-4764 平田（ひらた） hirata@reeracoen.co.th(+66) 03-811-1256
4/222 Harbormall Bldg. Unit 10C04-05, 10th Floor, Moo 10, Sukhumvit Road Thungsukhla, Sriracha, Chonburi

チョンブリ拠点

バンコク拠点 BTS Chit lom駅直結

タイでの人材採用のご相談は、REERACOENに！
日本国内78拠点、アジア20拠点のネオキャリアグループ

タイ国内で転職をご検討の方もお気軽にご連絡ください。

転職を検討されている方はぜひ弊社の
YouTubeチャンネルをご覧ください 

No.1

タイでの
取り扱い求人数

日系人材紹介会社

前回は、タイでの福利厚生の重要性などについて紹介いたしました。
今回は、タイにおける従業員の退職・転職事情について解説いたします。

非製造業の方が離職率は高い傾向

　弊社では８月にタイ人を対象とした「仕事・職場の満足
度調査」及び弊社のお客様を対象とした「福利厚生アン
ケート調査」を行い、その中で退職・転職に関しても調査
しました。
　図表１は企業向けに行ったアンケートで判明したタイ
における離職率となります。傾向としては非製造業の方
が製造業より高い傾向にあります。その背景として非製
造業がバンコクに集中しており、仕事の種類及びその数
も多いため選択肢が広がることから、離職率（転職率）
が高くなっています。
　一方で、離職の要因についてもタイ人を対象にアン
ケートを取っており、図表２がその回答結果になります。
10月号のコラムでは、タイ人が働く上で重要視している
のは「給与・福利厚生の充実」だとお伝えしました。
　退職の要因でも「給与・福利厚生が満足できない」が
最上位に来ており、タイ人にとっていかに給与・福利厚
生が大切か分かります。また、コロナ禍ということもあり、
「会社が安定していない」も上位に来ています。

コロナ禍でも転職意欲は活発

　さらに、「現職の退職意思の有無・その場合の時期」
についても役職ごとにアンケートを取りました（図表３）。
　それによると役職ごとに大きな違いはありませんが、驚
くことに現職を続けたいという回答は全体の21％に留
まっています。全体の79％が現職の退職・転職を今後想
定しており、そのうち33％は今すぐ退職・転職したいとい
う回答になっています。
　ここまで非常に低い失業率で推移してきたタイです
が、コロナ禍においても転職に対して意欲的な状況と
なっています。企業にとっては、いかにタイ人を定着させ
るかが非常に重要となります。※アンケート期間：2020年8月11日～31日　　対象：20歳以上のタイ人社会人（回答数1,845人）

※アンケート実施期間2020年8月14日～19日（有効回答数300社）

タイ人の退職要因図表２

企業における離職率図表１

タイ人の現職の退職意思の有無・その場合の時期図表３

給与・福利厚生が満足ではない
仕事を通じて成長ができない

会社が安定していない
働く環境（オフィス設備やビルなど）が十分でない

会社に将来性がない
直属上司が尊敬できない

会社のビジョン・方針に共感できない
仕事のやりがいがない

同僚との関係性が良くない
会社の立地が良くない
MDが尊敬できない

残業が多い
会社に対して帰属意識が持てない 5%

11%
13%
14%

21%
23%
23%
25%
26%

31%
34%

39%
46%

33



り
ま
す
。そ
の
後
で
、自
社
の
現
有
資
産
な
ど

を
考
慮
し
つつ
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ソ
リ

ュー
シ
ョン・製
品
を
選
定
す
る
べ
き
で
す
。

　
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
化
は
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
変
え

る
の
み
な
ら
ず
自
社
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
Ｉ
Ｔ

の
使
い
方・働
き
方
を
も
変
革
し
得
る
も
の
で

あ
り
、一
朝
一
夕
に
導
入
で
き
る
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト

化
は
近
年
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
へ
の
要
求
の
変
化

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、安
全
か
つ
柔
軟
な

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
実
現
を
可
能
に
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の一つ
の
在
り
方
と
し

て
、社
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
検
討
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

直
近
の
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の

ト
レ
ン
ド

　　
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
、デ
ジ
タ
ル
化
、Ｉ

ｏ
Ｔ
の
進
展
、働
き
方
改
革
、エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、あ
ら
ゆ
る
場
所・人・モ
ノ

の
繋
が
り
が
広
が
り
、顧
客
や
社
外
と
の
デ
ー

タ
ア
ク
セ
ス
頻
度・量
共
に
劇
的
に
増
加
し
、

取
り
巻
く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
の
前
提
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
に
伴

い
、ハッ
カ
ー
に
よ
る
攻
撃
も
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル

か
つ
複
雑
化・深
刻
化
し
て
お
り
、セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
多
大
な
工
数
と
予
算
が
見
積
も
ら

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
例
え
ば
あ
る
企
業
で
は
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

整
っ
て
い
な
い
海
外
現
地
法
人
の
サ
ー
バ
経
由

で
、国
を
跨
っ
て
の
攻
撃
を
受
け
て
情
報
漏
洩

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、タ
イ
の
公
衆
衛
生
省
は
サ
ラ
ブ
リ
病

院
で
の
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
攻
撃
を
受
け
て
、長

期
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
将
来
の
侵
害
防
止
の

た
め
に
、全
国
の
公
衆
衛
生
省
が
運
営
す
る

病
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
保
護
で

き
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
19
億

バ
ー
ツ
の
予
算
を
確
保
す
る
と
述
べ
る
な
ど
、

か
つ
て
な
い
規
模
の
投
資
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
の
問
題
点

　
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

環
境
に
関
す
る
問
題
点

は
、①
決
め
ら
れ
な
い
守

る
べ
き
範
囲
、②
不
明
確

な
役
責
分
界
点
、③
深

刻
化
す
る
外
部
サ
イ
バ

ー
攻
撃
の
脅
威
、④
脅
か

さ
れ
る
お
客
様
の
安
全

リ
ス
ク
、⑤
厳
格
化
す
る

関
連
法
規
の
５
つ
に
整

理
さ
れ
ま
す
が
、本
稿
で

は
①
の〝
決
め
ら
れ
な
い

守
る
べ
き
範
囲
〞に
注
目

し
ま
す
。

　
先
に
も
述
べ
ま
し
た

が
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の一般

化
や
外
部
連
携
の
増
加
で

際
限
な
く〝
繋
が
り
〞が

広
が
り
、デ
ー
タ
の
収
受

や
シ
ス
テ
ム
連
携
が
益
々
加
速
化
し
、外
部
か

ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
を
前
に
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
デ
ー
タ
が
や
り
取
り
さ
れ

て
い
ま
す
。企
業
間
連
携
や
個
人
と
の
繋
が

り
密
度
の
高
ま
り
を
受
け
て
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

境
界
面
の
定
義
が
困
難
と
な
り
守
る
べ
き
範

囲
を
定
義
で
き
ず
、い
く
ら
で
も
侵
入
す
る

隙
間
が
生
じ
て
し
ま
う
際
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
す
べ
き
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

PwC タイ ビジネススタディ　第15回

チ
ャ（
Ｚ
Ｔ
Ａ
）と
呼
ば
れ
、そ
の
名
の
通
り

「
信
頼
し
な
い
」こ
と
、つ
ま
り「
毎
回
認
証
・

検
証
す
る
こ
と
」を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
い
ま
す
。端
末
の
接
続
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
社

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
あ
ろ
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

ろ
う
と
、手
放
し
で
信
頼
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
裏
を
返
せ
ば
、社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
さ
れ
て

い
な
い
ユ
ー
ザ
ー
や
デ
バ
イ
ス（
社
外
の
関
係
者

や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
）で
あ
っ
て
も
、同
様
の

安
全
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
わ

け
で
す
。こ
れ
は
、接
続
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

問
わ
ず
、統
合
的
に
ユ
ー
ザ
ー
や
デ
バ
イ
ス
お

よ
び
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
認
証・認
可
を

行
う
こ
と
で
実
現
さ
れ
ま
す
。ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト

化
に
よ
り
、安
定・安
全
か
つ
柔
軟
な
Ｉ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
を
実
現
可
能
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
聞
く
と
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
思

想
で
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
ま
で
広
範
に
な
っ
た

シ
ス
テ
ム
環
境
を
全
て
こ
の
Ｚ
Ｔ
Ａ
に
置
き
換

え
る
の
は一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
す
。そ

の
た
め
に
も
Ｚ
Ｔ
Ａ
導
入
に
際
し
て
押
さ
え

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｚ
Ｔ
Ａ
へ
の
変
革
に
向
け
た
検
討
事
項

　
Ｚ
Ｔ
Ａ
は
概
念
で
あ
る
た
め
、特
定
の
機
能

を
持
つ
ソ
リ
ュー
シ
ョン
や
製
品
を
指
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。既
存
の
構
成
に
何
か
を
組
み

込
ん
で
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、「
ど

う
や
って
Ｚ
Ｔ
Ａ
を
実
現
す
る
か
」と
い
う
、自

社
な
り
の
解
釈
が
必
要
で
す
。ま
ず
は
自
社

に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
や
働
き
方
な

ど
に
関
す
る
未
来
像
を
描
き
、そ
の
実
現
手

段
と
し
て
Ｚ
Ｔ
Ａ
が
適
切
で
あ
る
か
、ど
こ
か

ら
着
手
す
る
べ
き
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
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“守るべき範囲を決めない”
ゼロトラスト・アーキテクチャの導入

森　厚之
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コンサルティング部門　マネジャー
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図表１：企業を取り巻くセキュリティ環境と問題点

図表２：ゼロトラスト・アーキテクチャ（ＺＴＡ）のコンセプト

図表３：ZTAの実現に際して検討していくべきこと

「
信
頼
し
な
い
」前
提
に
立
っ
た

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト・ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

　
複
雑
か
つ
広
範
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
サ

イ
バ
ー
対
策
に
お
い
て
、流
れ
る
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク

を「
信
頼
し
な
い
」前
提
に
立
っ
た
対
策
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
は
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト・ア
ー
キ
テ
ク

日系損害保険会社（企業商品開発
部門）、総合コンサルティングファー
ム（保険部門）を経て現職。これまで、
保険・自動車業界、官公庁を中心に
テレマティクス・MaaS等のデジタル、
モビリティ、ファイナンス周辺の経営
戦略・M&A、サイバーセキュリティ等

のテーマおよび東南アジアにおけるクロスボーダー案件
を数多く経験。2020年９月よりPwC Thailandに赴任。
E-mail ： atsuyuki.mori@pwc.com
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■

 先
行
き
不
透
明
な
タ
イ
経
済

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ま
つ
わ
る
規
制
緩
和

後
、タ
イ
国
内
の
経
済
活
動
が
再
開
し
た
こ
と
で

内
需
は
底
を
打
ち
つ
つ
あ
る
。し
か
し
輸
出
依
存

度
が
高
い
外
需
を
ベ
ー
ス
に
し
た
タ
イ
の
経
済
構

成
上
、世
界
経
済
全
体
の
後
退
と
、入
国
制
限

措
置
が
全
面
解
禁
す
る
ま
で
の
観
光
業
低
迷
を

鑑
み
る
と
、依
然
と
し
て
タ
イ
経
済
全
体
の
見
通

し
を
明
る
い
と
判
断
す
る
材
料
は
乏
し
い
。

　
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
を
、現
時
点

で
確
度
高
く
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、企
業

で
短
中
期
に
掛
か
る
固
定
費
を
い
か
に
削
減
し
、

現
状
に
耐
え
な
が
ら
先
に
備
え
ら
れ
る
か
が
鍵

と
な
る
。

■

 スリ
ム
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
へ
の
シ
フ
ト

　
コ
ロ
ナ
禍
に
半
ば
強
引
に
導
入
さ
れ
た
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
で
は
あ
る
が
、導
入
す
る
こ
と
で「
場

所
」「
物
」「
人
」「
時
間
」の
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
お
い
て
何
が
本
当
に
必
要
で
、何
が
不
要

か
が
明
確
に
な
っ
た
企
業
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。実
際
に
、既
存
オ
フ
ィ
ス
の
契
約
更
新

を
1
年
以
内
に
控
え
る
企
業
か
ら
、一
部
従
業
員

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
促
進
に
伴
う
オ
フ
ィ
ス
の
余
っ

た
ス
ペ
ー
ス
の
ス
リ
ム
化
、つ
ま
り
は
縮
小
移
転
の

問
い
合
わ
せ
が
弊
社
空
間
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
増

え
て
い
る
。

　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
高
度
な
連
携
が
必
要
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
不
向
き
で
あ
っ
た
り
、従
業

員
の
教
育
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
起
き
に
く
い
等
の
課
題
も
あ
る
た
め
、オ

フ
ィ
ス
を
完
全
に
無
く
す
企
業
が
増
加
す
る
こ

と
は
考
え
に
く
い
。

　
今
後
の
オ
フ
ィ
ス
の
在
り
方
と
し
て
は
、総
務

や
会
計
ス
タ
ッ
フ
等
の
常
駐
メ
ン
バ
ー
用
固
定
デ

ス
ク
ス
ペ
ー
ス
、会
議
室
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
従

業
員
が
打
ち
合
わ
せ
等
で
出
社
時
に
使
用
で
き

る
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
デ
ス
ク
の
み
の
ス
リ
ム
な
環
境

を
維
持
し
、そ
れ
に
よ
る
賃
料
コ
ス
ト
削
減
を
図

る
こ
と
が
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
選
択
と
言
え
る
。

■

 不
動
産
ト
レ
ン
ド
か
ら
見
る

 
ス
リ
ム
化
の
重
要
性

　
2
0
2
0
年
3
月
末
時
点
で
の
バ
ン
コ
ク
市

内
オ
フ
ィ
ス
面
積
は
8
8
6
万
㎡
に
な
り
、賃
貸

率
は
95・3
%
と
依
然
に
高
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。賃
料
相
場
も
引
き
続
き
上
昇
傾
向
に
は
変

わ
り
が
な
い
が
、25
年
ま
で
に
さ
ら
に
1
4
5
万

㎡
増
床
す
る
た
め
、こ
の
5
年
間
で
徐
々
に
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
正
常
化
す
る
見
通
し
で
あ

る
。そ
の
結
果
、B
T
S
や
M
R
T
の
各
駅
か
ら

ア
ク
セ
ス
が
悪
い
物
件
や
、経
年
劣
化
が
目
立
つ

物
件
の
賃
料
は
、緩
や
か
な
上
昇
か
現
状
据
え

置
き
に
留
ま
る
可
能
性
が
高
い
。

　
一
方
で
多
く
の
日
系
企
業
が
好
む
、ア
ク
セ
ス

が
良
く
、竣
工
か
ら
年
数
が
さ
ほ
ど
経
過
し
て
い

な
い
物
件
賃
料
は
今
後
も
一
定
の
上
昇
を
続
け

る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　
そ
の
た
め
、仮
に
コ
ロ
ナ
経
済
シ
ョ
ッ
ク
が
起

こ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、バ
ン
コ
ク
の
オ
フ
ィ

ス
不
動
産
ト
レ
ン
ド
を
鑑
み
る
と
、賃
料
コ
ス
ト

が
上
昇
し
て
い
く
課
題
に
向
き
合
う
必
要
は
潜

在
的
に
あ
っ
た
。検
討
を
棚
上
げ
し
て
い
た
企
業

も
こ
の
機
に
重
い
腰
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、今

後
そ
の
動
向
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
く
。

■

 コロ
ナ
に
後
押
し
さ
れ
る

 
働
き
方
の
多
様
化

　
生
産
年
齢
人
口
と
労
働
力
人
口
の
減
少
が
深

刻
な
日
本
で
は
、労
働
力
や
成
長
力
を
維
持
し

て
い
く
上
で
、多
様
化
し
た
労
働
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
、ニ
ー
ズ
に
順
応
し
た
働
き
方

が
求
め
ら
れ
始
め
て
い
る
。こ
の
風
潮
は
コ
ロ
ナ

以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、コ
ロ
ナ
を
機
に
多
く
の
労

働
者
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
体
験
し
た
こ
と
で
、

今
後
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　
日
本
同
様
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
フ
ェ
ー

ズ
に
突
入
し
た
タ
イ
で
も
、労
働
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
、ニ
ー
ズ
の
変
化
が
徐
々
に
加

速
す
る
こ
と
に
な
り
、遅
か
れ
早
か
れ
そ
の
変
化

に
社
会
や
企
業
は
順
応
を
求
め
ら
れ
る
。今
後

の
コ
ロ
ナ
の
影
響
有
無
に
関
係
は
な
く
、時
代
の

先
を
見
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
に
早
め

に
力
を
入
れ
る
企
業
が
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

■

 サス
テ
ナ
ブ
ル
な
リ
モ
ー
ト
環
境

　
コ
ロ
ナ
禍
に
大
半
の
企
業
で
急
遽
実
施
さ
れ

た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
、準
備
の
時
間
が
皆
無
に

等
し
く
、走
り
な
が
ら
や
り
方
を
模
索
す
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。し
か
し
、時
代
の
先
を

見
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く

今
後
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
急
場
し
の
ぎ
で
は
な
く
、従

来
の
通
勤
す
る
ス
タ
イ
ル
と
同
様
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
効
率
良
く
継
続
で
き
る
環
境
作
り
が
必
要

に
な
る
。

　
社
内
外
の
関
係
者
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
、従
業
員
の
教
育
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
、雑
談
ベ
ー
ス
に
起
こ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機

会
創
出
、ペ
ー
パ
ー
作
業
プ
ロ
セ
ス
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
強
化
や
機
密
情
報
の
社
外
で
の
取
り
扱

い
ル
ー
ル
、V
D
I（
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
）や
ク
ラ

ウ
ド
環
境
整
備
等
、ク
リ
ア
す
る
べ
き
課
題
は
多

岐
に
わ
た
る
。時
代
の
先
を
見
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
環
境
整
備
を
早
め
に
進
め
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
続
け
た
企
業
と
、後
手
に
回
っ
た
企
業
で
は
大

き
な
実
力
差
が
出
て
く
る
。

■

 オフ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化

　
従
業
員
数
が
多
い
企
業
で
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
あ
る
程
度
実
現
し

た
後
、さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
過
程
に
て
、オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
ー
ス
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化
が
加
速
し
て
い
く
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、企
業
本
拠
地
か
ら

離
れ
た
場
所
に
あ
る
小
規
模
な
働
く
場
所
に
な

り
、主
に
都
市
型
、郊
外
型
、地
方
型
の
3
タ
イ

プ
に
分
か
れ
る
。そ
の
企
業
の
業
種
や
属
性
、従

業
員
数
、顧
客
エ
リ
ア
や
目
的
等
に
よ
っ
て
採
用

す
る
タ
イ
プ
は
異
な
り
、ま
た
、自
社
で
タ
ウ
ン
ハ

ウ
ス
の
様
な
住
居
物
件
を
賃
貸
す
る
ケ
ー
ス
や
、

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
等
パ
タ
ー
ン

は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
詳
細
や
、使
用
頻
度

が
著
し
く
低
い
大
量
の
紙
ベ
ー
ス
書
類
を
郊
外
の

レ
ン
タ
ル
倉
庫
へ
移
動
さ
せ
る
、書
類
ス
ペ
ー
ス
の

サ
テ
ラ
イ
ト
化
等
も
併
せ
て
説
明
差
し
上
げ
た

い
が
、当
記
事
の
ペ
ー
ジ
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
も
あ

り
、次
回
の
記
事
に
て
改
め
て
ま
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

■

 コス
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め
方

　
オ
フ
ィ
ス
の
ス
リ
ム
化
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
先
ず
重
要
に
な
る
こ
と
は
、移
転
先
オ
フ
ィ
ス

賃
料
等
の
不
動
産
的
観
点
と
、既
存
オ
フ
ィ
ス
の

原
状
回
復
費
や
新
設
オ
フ
ィ
ス
の
内
装
費
、必
要

な
広
さ
等
の
内
装
的
観
点
を
併
せ
た
コ
ス
ト
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
コ
ス
ト
を
下
げ
る
上
で
、既
存
オ
フ
ィ
ス
の
残

存
契
約
期
間
は
少
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

が
、オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
縮
小
具
合
が
大
き
い
場

合
は
残
存
契
約
期
間
分
が
若
干
長
く
、そ
の
賃

料
を
違
約
金
と
し
て
支
払
っ
た
場
合
で
も
短
中

期
的
に
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
と
判
断
で
き
る

場
合
も
あ
る
。

　
当
ペ
ー
ジ
図
表
は
、既
存
3
0
0
㎡
の
オ
フ
ィ

ス
を
1
0
0
㎡
に
縮
小
さ
せ
た
場
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
概
要
に
な
る
。既
存
オ
フ
ィ
ス
の
契
約

完
了
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移
転

が
で
き
た
場
合
は
、移
転
1・5
年
経
過
時
点
で

追
加
投
資
額
は
家
賃
削
減
額
と
相
殺
で
き
、以

降
は
年
間
2
6
4
万
T
H
B
の
削
減
に
な
る
。

既
存
オ
フ
ィ
ス
の
契
約
残
存
期
間
が
若
干
残
っ
て

お
り
、例
え
ば
残
存
3
ヵ
月
分
を
違
約
金
と
し

て
支
払
っ
た
と
し
て
も
移
転
1・8
年
時
点
で
追

加
投
資
額
は
相
殺
に
な
る
。

 

上
記
数
値
は
あ
く
ま
で
例
に
な
り
、賃
料
、広

さ
、契
約
条
件
、内
装
内
容
に
よ
り
異
な
る
。弊

社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、概
要
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
上
具
体
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

条
件
に
沿
っ
た
移
転
先
物
件
の
ご
紹
介
も
併
行

し
て
サ
ポ
ー
ト
可
能
で
あ
る
。 慶應義塾大学 法学部法律学

科卒業。2015年来タイ。オフィ
ス内装や工場設備内装等の
職場空間デザインに強みを持
つ。タイ国内において多数の
案件実績を持ち、日系企業を
働く環境造りからサポート。

山本 征史
GDM Thailand

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.

電話 ： 088-572-4998（山本）
Eメール ： seiji@gdm-asia.com

www.gdm-asia.com

シミュレーション例図表

既存300㎡のオフィスを100㎡に縮小する場合

3,700,000/2,640,000=1.40...→約１年半で追加投資額は相殺

既存オフィス賃料 300㎡ × 1,100 THB = 330,000 THB / 月
新設オフィス賃料 100㎡ × 1,100 THB = 110,000 THB / 月
年間賃料削減額 2,640,000 THB / 年
既存オフィス原状回復費 約 1,500,000 THB
新設オフィス内装費 約 1,600,000 THB
追加家具 / 引越し費用等 約 600,000 THB
追加投資額 約 3,700,000 THB

(単位：バーツ） 
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追
加
投
資
額

新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺
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オフィスの在り方“新常識”

これからは が当たり前３S
スリム & サステナブル & サテライト

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
大
半
の
企
業
で
導
入
さ
れ
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
、タ
イ
国
内
感
染
者
数
を
抑
え
ら
れ

て
い
る
昨
今
で
は
、導
入
し
た
大
半
の
企
業
が
従
来
の
通
勤
す
る
ス
タ
イ
ル
に
戻
し
た
。ま
た
、街
中
や
企
業
内
で
、検
温
や
消
毒
等
の
感

染
リ
ス
ク
軽
減
施
策
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
で
、感
染
第
二
波
が
先
々
来
た
際
の
一
定
の
順
応
力
は
備
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
で
先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
下
、多
く
の
企
業
が
売
上
や
新
規
引
き
合
い
数
の
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。い
か
に
効

率
よ
く
、い
か
に
コ
ス
ト
を
抑
え
て
こ
の
コ
ロ
ナ
経
済
シ
ョッ
ク
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
が
今
後
の
重
要
な
経
営
テ
ー
マ
に
な
る
。

新
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ピックアップや中型SUVなどの商用車に
参入する。
　そもそも長城汽車がピックアップを中心
に生産するきっかけとなったのが、現董事
長の魏氏がタイを外遊した際に目にした
ピックアップの活況がヒントとなったそうだ。

タイの政策に沿って恩典を確保
　注目されるのは、タイ政府の政策に沿っ
た投資を行っていることである。投資地域
はラヨーンであり、現政権が開発を推進す
るEEC（東部経済回廊）に位置する。
EECは３空港連結高速鉄道など中国の
「一帯一路」の推進プロジェクトの主要展
開地域でもある。
　生産の大半を輸出に振り向けることで、
自動車産業のハブ化にGMに代わって貢
献。政府が12のSカー
ブ産業の一つとして重
視するEVなど次世代
自動車の現地化を計
画している。
　長城汽車は中国で
EVをOraブランドで生
産・販売しており、中で
も全長3.5メートルと小
型のR1（黒猫）のタイ
生産が有力されてい
る。強さはその価格競

　中国最大のピックアップ・SUV（スポーツ
多目的車）メーカーである長城汽車がタイ
市場に参入する。発表によれば226億バー
ツを投資し、組立やEVバッテリー、その他
部品工場、研究開発施設などを設立し、
2021年第一四半期から生産を開始する。
タイを右ハンドル車のグローバル拠点とし
て位置づけ、周辺地域、豪州などに輸出
する計画である。ピックアップ市場には上
海汽車傘下のMGが19年から参入してい
る。長城汽車は価格・製品競争力でMGを
上回ると想定され、日系にとって脅威にな
る可能性がある。

原点の地に独資進出
　長城汽車は国有企業系の上海汽車と
は大きく異なる。中国第二位の民営自動
車会社であり、創業から30年余りで急成
長した企業である。
　タイには独資で進出し、Havalという独
自ブランドで参入する予定だ。上海汽車の
ようにCPグループとの合弁で、しかも買収
した欧州ブランド名のMGを使うことで、中
国色を薄めるような巧妙な戦略は取らな
い。
　また、上海汽車が日系メーカーが比較
的に手薄であった1,500ccクラスの小型
の乗用車やSUVに参入したのに対して、
長城汽車はタイの最大セグメントである

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアマネージャー

山本  肇

争力にあり、中国では7万元以下（約30万
バーツ）で販売、最も安いMGのZS EVモ
デルが120万バーツで販売されているタイ
のEV市場に一石を投じそうだ。
　タイのBOIは、EV生産への投資恩典の
申請を18年末に締め切っているが、長城
汽車に合わせるように、新しいEV恩典措
置を近いうちに発表する予定である。工
業省幹部の話では、BOIの新EVプロジェ
クトは18年の恩典と比べて、バッテリー等
の国産化条件が厳しくなるという。
　長城汽車は傘下にバッテリーメーカーを
持つことから、最大限の恩典を得てバッテ
リーの現地生産を本格化させる可能性が
ある。
　長城汽車は12年の57万台から17年に
は100万台に販売を急拡大している。ただ
し、95％が国内向けであり、輸出・海外生
産は5.5万台に過ぎない。しかも、12年から
余り伸びていない。東南アジアに至っては
昨年の販売実績は1,000台程度である。
海外の本格工場は19年に立ち上げたロ
シア工場のみであり、海外での生産ノウハ
ウは特に少ないとされる。

第35回

～好評につき、シリーズ継続！～

日系の牙城に
長城汽車が参入へ

長城汽車の国内・海外販売実績図表 （単位：万台）

出所：IHSデーターベースよりNRI作成

国内販売 海外販売

+8%

【お問い合わせ】
M & A Group
TEL: 02-632-0900～ 2
E-MAIL: infojp@m-agroup.com
HP: www.m-agroup.com

あせらず、あわてず、あきらめず。
M & A Groupでは、
３つの「あ」を大切にしています。

しっかり役立つブログ開
始

タイの気になる疑問をM＆Aが解説！

M＆A　バンコク

更新！
毎週

財務諸表を読もう（収益と費用）

社会保険料の引き下げ
（2020年9月～11月）

就業規則について

首相の辞任

クレジットノートとは？

今話題の5Gとは？

タイ特別観光ビザ（STV）

タイからの撤退

ビジネス・経済情報なら

広告しませんか？
日系企業　  　 　 社に向け4,700

ビジネスパーソンへ向けた広告ならArayZへ！
ぜひお気軽にお問い合わせください！

過去バックナンバーもウェブでお読みいただけます！ �������������

定期購読
募集中！

毎号確実にArayZを読みたい！ 無料にてオフィスやご自宅に郵送いたし
ます。gdm-info@gdm-asia.com宛に件名を「定期購読希望」とし、お
名前、住所、郵便番号、建物名、電話番号を明記の上、ご連絡ください。

���������������������������
��������
���	
��������������
������������������
���	
������������������ �­���������������
���	

無料
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会社情報
TEL：+66 95 787 5835（下村）
Mail：kenichi.shimomura@rolandberger.com
URL：www.rolandberger.com

17th Floor, Sathorn Square Office Tower,
98 North Sathorn Road, Silom, Bangrak,
10500 | Bangkok | Thailand

　
こ
こ
最
近
、Ｅ
コマ
ー
ス
に
関
連
す
る
ご
相
談

を
頂
く
こ
と
が
本
当
に
増
え
た
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
自
粛
期
間
で
、こ
れ
ま
で
Ｅ
コ

マ
ー
ス
を
使
わ
な
か
っ
た
消
費
者
の
多
く
が
利

用
を
開
始
し
た
。も
ち
ろ
ん
そ
の
全
て
が
そ
の

ま
ま
Ｅ
コマ
ー
ス
を
利
用
し
続
け
る
と
は
限
ら

な
い
。

　
だ
が
あ
る
調
査
で
は
、コ
ロ
ナ
前
に
予
測
さ

れ
て
い
た
２
０
２
５
年
の
東
南
ア
ジ
ア
Ｅ
コマ
ー

ス
市
場
規
模
が
21
年
中
に
到
達
す
る
と
さ
れ
、

か
な
り
前
倒
し
で
Ｅ
コ
マ
ー
ス
市
場
の
拡
大
が

進
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。こ
の
状
況
を
受
け

て
、特
に
消
費
財
メ
ー
カ
ー
等
で
は
自
社
の
Ｅ
コ

マ
ー
ス
戦
略
を
推
進
さ
せ
よ
う
と
お
声
掛
け
を

頂
く
こ
と
が
多
い
。

　
本
稿
で
は
、こ
の
Ｅ
コマ
ー
ス
に
つい
て
、少
し一

般
的
な
観
点
と
は
異
な
る
見
方
で
論
じ
た
い
。

◆ 

コ
ス
ト
構
造
を
変
え
得
る

 

Ｅ
コ
マ
ー
ス

　
Ｅ
コ
マ
ー
ス
を
語
る
文
脈
で
Ｏ
２
Ｏ

（O
nline-T

o-O
ffl
ine

）は
頻
繁
に
登
場
す
る

重
要
な
考
え
方
で
あ
る
。Ｅ
コ
マ
ー
ス
は
単
に

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
モ
ノ
を
売
る
」だ
け
の
チ
ャ
ネ

ル
で
は
な
い
。オ
フ
ラ
イ
ン（
実
店
舗
）も
含
め

て
ど
の
よ
う
な
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
創
る

か
、ど
う
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
世
界
観
を
構
築

す
る
か
、こ
の
よ
う
な
販
売
戦
略
上
の
重
要

論
点
に
応
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
いっ
た
観
点
で
の
Ｅ
コマ
ー
ス
の
在
り
方

は
様
々
な
文
献
や
記
事
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。Ｏ
２
Ｏ
の
重
要
性
は
当
然
な
が
ら
否
定
す

る
も
の
で
も
な
く
、む
し
ろ
大
い
に
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。だ
が
、そ
の
観
点
で
の
Ｅ
コマ
ー
ス
の

詳
細
は
他
へ
譲
り
、こ
こ
で
は
コ
ス
ト
観
点
で
の

意
義
に
触
れ
た
い
。

　
Ｅ
コマ
ー
ス
は
、流
通
コ
ス
ト
の
在
り
方
を
大

き
く
変
え
得
る
戦
略
だ
。特
に
、東
南
ア
ジ
ア

で
は
Ｅ
コマ
ー
ス
に
よ
る
コ
ス
ト
貢
献
は
先
進
国

と
比
べ
て
実
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、物
流
イ
ン
フ
ラ
が
先
進

国
の
そ
れ
と
比
較
し
て
脆
弱
で
あ
る
。ま
た
、

伝
統
的
小
売
な
ど
の
小
規
模
・
零
細
商
店
が
い

ま
だ
リ
テ
ー
ル
で
重
要
な
役
割
を
担
う
状
況

下
、自
社
で
流
通
機
能
を
持
と
う
と
す
る
と
巨

額
の
固
定
費
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。一
方
で
、

外
部
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビュ
ー
タ
ー
や
代
理
店
に
任

せ
る
場
合
は
、適
正
な
手
数
料（
マ
ー
ジ
ン
）を

把
握
し
づ
ら
く
、交
渉
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
に
要

す
る
時
間（
コ
ス
ト
）も
想
定
以
上
に
か
か
る
。

　
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
を
、Ｅ
コ
マ
ー
ス
は
合
理
化

で
き
る
余
地
が
あ
る
。実
際
、あ
る
消
費
財

メ
ー
カ
ー
で
は
Ｅ
コ
マ
ー
ス
戦
略
を
正
し
く
遂

行
す
る
こ
と
で
、流
通
コ
ス
ト
を
30
％
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

◆ 

自
社
の
流
通
コ
ス
ト
構
造
を

 

抑
え
た
う
え
で
の
Ｅ
コ
マ
ー
ス
戦
略

　
Ｅ
コマ
ー
ス
戦
略
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
前
提
と
し
て
自
社
の
流
通
構
造
を
し
っ
か

り
と「
見
え
る
化
」す
る
必
要
が
あ
る
。ど
う

コ
ス
ト
最
適
化
に
向
け
た
Ｅ
コ
マ
ー
ス
戦
略

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。今回は「コスト最適化に向けたＥコマース戦
略」について論考する。

Vol.8

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーの
ASEANリージョンに在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商
社、PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポー
トフォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。

下村 健一
Roland Berger

Author
   Profile

R o l a n d  B e r g e rASEAN経営戦略

を
用
い
て
ど
う
流
通
構
造
を
組
み
直
す
か
を

検
討
し
て
い
く
。例
え
ば
、あ
る
地
方
都
市
で

は
流
通
コ
ス
ト
に
対
し
て
販
売
が
芳
し
く
な
い

の
で
あ
れ
ば
、Ｅ
コマ
ー
ス
に
委
ね
る
可
能
性
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
あ
る
商
品
は
他
メ
ー
カ
ー
と
の
棚
取
り
争
い

が
激
し
く
、値
引
き
も
嵩
む
し
店
頭
販
促
も

相
応
に
負
担
だ
。で
あ
れ
ば
、今
よ
り
も
低
コ
ス

ト
で
同
等
以
上
の
販
売
量
を
Ｅ
コマ
ー
ス
で
目

指
せ
な
い
か
。ま
た
、無
数
に
あ
る
伝
統
的
小

売
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
営
業
部
隊
を
自
社
で
持
つ

固
定
費
負
担
は
大
き
い
。

　
例
え
ば
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
E
C
ユ
ニ
コ
ー
ン

企
業「Bukalapak

」の
よ
う
に
Ｂ
２
Ｂ
で
Ｅ
コ

マ
ー
ス
を
う
ま
く
活
用
し
て
、伝
統
的
小
売
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
メ
ー
カ
ー
に
直
接
発
注
し
て
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。も
ち
ろ
ん
、そ
れ
で
営
業

部
隊
を
ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
が
、少
な
く
と
も

抑
制
は
で
き
る
は
ず
だ
。さ
ら
に
は
、相
応
の

事
業
規
模
が
あ
る
の
な
ら
自
社
で
Ｅ
コ
マ
ー
ス

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
も
可
能
性
と
し

て
は
あ
る
。

◆ 

最
後
に

　
こ
の
よ
う
に
コ
ス
ト
観
点
で
Ｅ
コマ
ー
ス
を
見

て
い
け
ば
、何
を
検
討
す
れ
ば
い
い
か
が
少
し

わ
か
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

販
売
は
正
直
、水
モ
ノ
の
側
面
も
あ
る
。だ
が
、

コ
ス
ト
施
策
は
し
っ
か
り
と
し
た
分
析
が
ベ
ー
ス

に
あ
れ
ば
確
度
高
く
効
果
を
得
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、そ
の
結
果
浮
い
た
コ
ス
ト

を
原
資
に
、こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
い
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
投
資
が
可
能
と
な
る
。日
系
消
費
財
メ
ー

カ
ー
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
販
促
に
か
け
る
費

用
が
小
さ
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
が
ち
だ
。し
か

し
、Ｅ
コマ
ー
ス
を
コ
ス
ト
面
ま
で
の
重
層
的
な

戦
略
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、結
果
的
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
いっ
た
販
売
面
に
も
繋
が
る
。

　
是
非
、短
絡
的
な
も
の
で
は
な
く
、多
面
的

に
見
据
え
た
Ｅ
コマ
ー
ス
戦
略
を
構
築
し
て
いっ

て
欲
し
い
。

いっ
た
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
ど
う
いっ
た
商

品
を
ど
う
いっ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
流
通
さ
せ
て
い

る
か
。そ
れ
ら
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
が
ど
う

いっ
た
小
売
店
に
卸
し
て
い
る
か
。小
売
店
で
の

売
れ
行
き
は
ど
う
か
。ど
う
いっ
た
消
費
者
が

ど
の
商
品
を
買
っ
て
く
れ
て
い
る
か
。そ
し
て
、

こ
の
状
況
を
地
域
別
に
抑
え
る
。バ
ン
コ
ク
で

は
、チ
ェンマ
イ
等
の
地
方
都
市
で
は
ど
う
か
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
は
こ
う
いっ
た
流
通
構
造
を
、

自
社
の
も
の
で
す
ら
定
量
的
に
抑
え
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。基
本
的
に
は
、デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
以
降
の
流
通
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

と
な
り
が
ち
だ
。メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

実
際
に
ど
う
いっ
た
小
売
店
で
ど
う
いっ
た
消

費
者
に
売
ら
れ
て
い
る
か
が
わ
か
ら
な
い
。

　
メ
ー
カ
ー
が
小
売
と
直
接
取
引
す
る
場
合

で
も
、小
売
サ
イ
ド
が
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情

報
管
理
）を
開
示
し
て
く
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。伝
統
的
小
売
は
よ
り
悩
ま
し
い
状
況
だ
。

彼
ら
自
身
が
大
型
ス
ー
パ
ー
等
の
他
小
売
店

か
ら
調
達
す
る
場
合
も
普
通
に
あ
る
。ま
た
、

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
が
小
売
で
は
な
く
、他

の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
転
売
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
こ
の
多
層
的
、か
つ
複
雑
な
流
通
に
つ
い
て
、

単
に
構
造
を
把
握
す
る
だ
け
で
は
な
い
。コ
ス

ト
情
報
も
見
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
。「
こ
の
流
通
ル
ー
ト
に
は
、消
費
者
に

届
く
ま
で
の一
個
あ
た
り
総
流
通
コ
ス
ト（
マ
ー

ジ
ン
）が
〇
〇
バ
ー
ツ
か
か
って
い
る
。

　
そ
の
総
流
通
コ
ス
ト（
マ
ー
ジ
ン
）の
内
訳
は
、

一
次
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
対
し
て
〇
〇

バ
ー
ツ
、二
次
デ
ィ
ス
ト
リ
ビュ
ー
タ
ー
に
は
〇
〇

バ
ー
ツ
…
値
引
き
に
つ
い
て
は
…
」と
いっ
た
解

像
度
で
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
が
見
え
た
う
え
で
、ど
の
商
品
を
ど

う
いっ
た
Ｅ
コ
マ
ー
ス
チ
ャ
ネ
ル
で
流
通
さ
せ
る

か
を
判
断
す
る
。そ
の
判
断
基
準
は
、単
に
Ｅ

コマ
ー
ス
で
想
定
さ
れ
る
売
上
だ
け
で
は
な
い
。

　
コ
ス
ト
最
適
化
の
観
点
を
加
え
、Ｅ
コマ
ー
ス

インドネシアのECユニコーン企業「Bukalapak」

２０２５年の東南アジアＥコマース市場規模が21年中に到達するという
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中
小
企
業
社
長
兼
経
営
コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
営
論

Ｑ
：
社
内
の
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
の
管
理
に

困
っ
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
経
営
相
談
か
ら
会
食
の
場
の
話
題
ま
で
、

タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
の
管
理
に
関
す
る
相
談
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。例
示
す
る
と
、上
記
の
よ
う

な
点
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
２・３
月
号
で
は
タ
イ
人
の
管
理
、特
に
退
職

を
防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。タ
イ

人
ス
タ
ッ
フ
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
方
法

を
人
事
管
理
の
視
点
か
ら
議
論
し
た
文
章
は
、

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
他
方
、そ
も
そ
も「
な
ぜ
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
を

自
社
で
雇
用
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
？
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
も
そ
も
、前
述
の
よ
う
な
管
理
に
関
す
る

問
題
が
発
生
す
る
の
は
、「
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
か
ら
」で
あ
っ
て
、タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
が
い
な

け
れ
ば
問
題
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
点
、「
タ
イ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
る
の
だ
か

ら
、タ
イ
人
と
う
ま
く
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
」と

いっ
た「
べ
き
論
」で
は
な
く
、本
来
の
事
業
の
目

的
が
長
期
的
に
継
続
可
能
性
の
あ
る
利
益
を

獲
得
す
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、そ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
ベ
ス
ト
な
タ
イ
人
の
活
用
方
法

が
自
社
で
雇
用
す
る
こ
と
な
の
か
ど
う
か
は
、

当
然
に
立
て
ら
れ
る
べ
き
問
い
で
す
。

　
技
術
の
進
歩
や
折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

働
き
方
の
変
化
に
よ
り
、組
織
の
在
り
方
も
今

ま
で
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
弊
社
で
も
こ
の
流
れ
に
対
応
す
べ
く
、既
存

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
に
加
え
、オ
ン
ラ
イ
ン・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
で
あ
るB

izW
ings

ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。タ
イ
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
高
い
実
務
能
力
を
有
す
る
日
本

人・日
本
語
話
者
の
タ
イ
人
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
直

接
や
り
と
り
し
て
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
、日
本
語
話
者
の
タ
イ
人
を
雇
用
す
る
の
に

比
べ
、安
価
に
し
か
も
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
タ
イ
人
を
社
内
で
雇
用
す
る
以
外
の
オ
プ

シ
ョン
の一つ
と
し
て
、ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

日本で大手監査法人、外資系企業勤
務を経て、2013年来タイ。外資系会計
事務所のジャパンデスクにて日系企業
向けコンサルティング業務に従事した
後、15年10月にBizWings (Thailand) 
Co., Ltd.を設立。経営コンサルティング
業務を提供し、現在に至る。公益財団
法人東京都中小企業振興公社タイ事
務所経営相談員。ジェトロ中小企業海
外展開現地支援プラットフォーム・コー
ディネーター。公認会計士（日本）。東京
大学経済学部経営学科、米ケロッグ経
営大学院卒業（MBA）。

倉地 準之輔

第11回
BizWin

gs

Column

□ 不正をしているのではないか心配
□ 日本語話者の人件費が高い
□ 業務処理能力に不満。望んだことをやってくれない
□ 言語や知識の問題か、指示がよく伝わらない
□ 退職者が頻繁に出て、その度に再教育が必要
□ 目を離すとサボっている
□ 処理の背景にあるルールを質問したら、
「タイではこういうものです」という説明しか返ってない

□ 作業がブラックボックス化して、何が起きているか分からない。
それを背景に管理スタッフが権力化している

よくあるタイ人スタッフの管理に関する相談

tgs-global.com

www.bizwings.co

「BizWingsアシスタントに関する話が聞いてみたい！」と思ったらBizWingsにどうぞ。

Tel：+66-(0)2-258-5529
お問い合わせ：contact@bizwings.co
Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
Montri Road, Wattana, Khlong Toei Nuea, Bangkok 

BizWings (Thailand) Co.,Ltd.
BizWings (Thai land)は世界
56ヵ国に展開するグローバルビジ
ネスネットワークであるT G S  
Globalのメンバーであり、タイはも
ちろん、他国への事業展開もサ
ポートします。

優秀な日本人 & タイ人アシスタントが月13,900バーツから!
経費精算 / 請求書発行 / 社内資料作成 / 入社・退社手続
残業代計算 / 求人情報管理 / SNS更新 / Web更新  etc...
様々な業務を代行いたします！詳細はQRをチェック▶▶▶

(単位：バーツ） 
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新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

　コロナ禍を機に、リモートワークを導入する企業が増えました。そ
れに伴い、従業員が出社しないことで生まれた空きスペースが無駄
となり、コスト削減の一環として最低限のスペースでの事業運営を
考える企業様も増えてきています。
　そこで、GDMでは現状のオフィス使用状況をヒアリング後に、実際
にオフィスを縮小移転した際、どの程度のコスト削減が見込めるかな
どのシミュレーションができるアルゴリズムをご用意いたしました。
　もちろん、本社への提出資料としてもご活用いただけます。お気
軽にお問い合わせください。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57 Park Ventures Ecoplex 12th Floor

担当:山本 088-572-4998
seiji@gdm-asia.com

3,700,000/2,640,000=1.40...→約１年半で追加投資額は相殺

新設オフィス内装費を抑えることで更に短縮可能！

既存オフィス賃料 300㎡ × 1,100 THB = 330,000 THB / 月
新設オフィス賃料 100㎡ × 1,100 THB = 110,000 THB / 月
年間賃料削減額 2,640,000 THB / 年
既存オフィス原状回復費 約 1,500,000 THB
新設オフィス内装費 約 1,600,000 THB
追加家具 / 引越し費用等 約 600,000 THB
追加投資額 約 3,700,000 THB

(単位：バーツ） 
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既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド 様
JXTGエネルギー 様
NECプラットフォームズ 様
アイシン精機 様
アズビル 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
いすゞ 自動車 様
コナミホールディングス様
トヨタ車体精工 様
パナソニック デバイスＳＵＮＸ 様
ユニ・チャーム 様

伊藤忠エネクス 様
王子製鉄 様
JALUX 様
UACJ 様
UACJトレーディング 様
エフティコミュニケーションズ 様
キーエンス 様
ビジネスブレイン太田昭和 様
宇徳 様
戸上電機製作所 様
湖池屋 様
小松製作所 様

日立ソリューションズ 様
京セラ 様
群馬銀行 様
古河電気工業 様
三菱マテリアル 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
赤城乳業 様
帝人 様
日揮 様
日工 様
日本バルカー工業 様　　他

 オフィス内装/オフィス家具  取引企業様一例

オフィススペースを縮小移転で攻めのコスト削減

ニューノーマルを見据え、
“攻め”の固定費削減を検討

例：既存300㎡のオフィスを100㎡に縮小する場合

現在の賃料、広さ、収容人数、縮小後の収容人数、
必要なその他お部屋をお知らせください１
お電話、Zoom、訪問等で詳細ヒアリングを行います。
日本人担当者が対応2
シミュレーション後にシミュレーション結果を提出。
御社に最適なソリューションをご提案いたします 3

の査定事例あり

39%
コストダウン

３年契約スパン最大

オフィス不動産情報 オフィス内装コスト

GDM取引実績

１００社以上無料
進呈中

試算用データ



最近の景況感について教えてください

　お客様の声を聞いてもタイ国内で感染
が広がった３月、４月は非常に落ち込みが
大きかったのですが、最近は業種にばらつ
きはありつつも徐々に回復基調にありま
す。ただ、感染拡大の第２波、３波の懸念も
あり、まだ予断を許さない状況にあると見
ています。
　新しい年度を迎える来年以降、様々な
プロジェクトが再び動き出すのではと期
待しています。ソディックとしては引き続
き、お客様の生産活動を一層サポートす
るべく、新製品の開発などに力を注いでい
ます。

METALEX 2020には
どのような製品を出展しますか 

　今回、タイで初めて披露するハイスピー
ドミーリングセンタ「TS50L」は、上位機

種である「UHシリーズ」で培われたソ
ディック独自の要素技術のリニアモー
ターと高速先読み制御を持つコントロー
ラー「LN4S」を搭載した電極加工向け高
精度ミーリング加工機で、優れたコストパ
フォーマンスが特徴です。
　また、新機種の形彫り放電加工機
「AL40G」は精密補正機能「TH COM」を
採用することにより従来機と比較して1/2
の熱変位量を実現。精密金型・部品加工
をサポートします。
　その他、自社製CFRP（カーボン繊維強
化プラスチック）や高剛性スピンドルを採
用したハイスピードミーリングセンタ
「UH430L」や、自社製リニアモーターを
４軸に採用し、正確な位置制御と加工時
の優れた放電特性を発揮するワイヤ放電
加工機「AL400G」などを展示する予定
です。

METALEX 2020に
どのような期待をしていますか

　METALEXは前回の来場者が10万人
に達するなど、工作機械の分野ではアメリ
カのIMTS、ヨーロッパのEMO、中国の
CIMT、日本のJIMTOFという世界４大見
本市を追うほどの規模の展示会に成長し
ました。
　今年は新型コロナウイルスの影響で多

くの展示会が延期や中止となり、
METALEXは数少ない工作機械の展示
会です。ヴァーチャル展示会との併催など
新しい試みも行われます。一人でも多くの
方に会場にご来場いただき、コロナ禍でも
元気な姿を発信できればと思います。

今後の事業展開に向けた
意気込みを教えてください

　これからはオンラインマーケティングの
重要性がますます増すと考えています。こ
れに取り組まずして今後生き残っていけ
ないのではないかという危機感も持って
おり、弊社もお客様への情報発信と、双方
向のやり取りが可能な手法を模索しなが
ら進めています。今後も今以上にお客様と
の距離感を縮め、満足度を上げていきた
いと思っています。

Sodick（Thailand）Co., Ltd.

Tel：02-529-2450~6
Fax：02-529-2459
60/84 Moo.19 Soi.19 Navanakorn Industrial 
Estate Zone3 Phaholyothin Rd., Klongneung, 
Klongluang, Pathumthani, 121

創業の原点である放電加工機から射出成型機、マシニングセンタ、食品機械まで幅広い機械を開発、販売し世界中のも
のづくりに貢献してきたソディック。近年は精密金属3Dプリンタを開発するなど、新たな金属加工の分野への取り組
みも加速させている。タイは主力製造工場を置く同社の重要拠点。今年のMETALEXへの期待などを聞いた。

Sodick（Thailand）Co., Ltd.

ソディック
Vice President 森 直樹 氏

出展ブース Hall 101 Booth BA29
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ICONICグループは「人材サービスでグローバル化する社会を豊かにする」というミッションのもと、2008年にベトナムで創業し、現在は5ヵ国7拠点にて
グローバル人材事業を展開しております。メイン事業はASEAN各国現地での人材紹介事業と組織人事コンサルティング事業。そして14年よりベトナ
ムを中心に現地人材および、海外で働きたい日本人向けの転職サイト『iconicJob』を、19年に『iconicHRbase』をスタートいたしました。

i c o n i c j o b . j p

ベトナムから発信 現地ビジネス情報 

【
ト
ー
タ
ル
人
材
開
発
考
②
】

人
材
開
発
施
策
を
考
え
る
た
め
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

ICONIC Co., Ltd.
(+84)28-3821-5122（ベトナム）

代表：安倉 宏明 ( Yasukura Hiroaki ）
設立：2008年5月
本社：10 F Citilight Tower, 45 Vo Thi Sau,
       Dist 1, Ho Chi Minh, Vietnam

Vol.14

ICONIC 組織人事コンサルティング部統括部長／取締役／
賃金管理士。横浜国立大学卒業後、日本及びフランスの中
小企業を対象とする経営コンサルティング企業にて、新規事
業の開拓支援を行う。2006年より青年海外協力隊としてウガ
ンダにて民間職業訓練校における人材育成需要及び労働市
場で求められる人材需要に関する調査を実施。07年に渡越
後、三井住友銀行ホーチミン支店にて法人営業を担当。10
年、ICONIC取締役に就任。

長浜 みぎわ

ICONIC Co., Ltd.取締役
組織人事コンサルティング部統括部長　賃金管理士

　
弊
社
で
は「
ベ
ト
ナ
ム
法
人
の
現
地
化
を

進
め
た
い
が
、幹
部
人
材
が
十
分
に
育
っ
て

い
な
い
」と
い
う
悩
み
を
お
聞
き
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。10
月
号
に
引
き
続
き「
ト
ー

タ
ル
人
材
開
発
考
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、現
地

幹
部
人
材
の
育
成
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
こ

と
を
ま
と
め
ま
す
。

研
修
か
ら
の
学
び
は
全
体
の
わ
ず
か
10
％

　
米
国
の
人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
ロ
ミ

ン
ガ
ー
社
の
調
査
に
、「
人
の
学
び
は
70
%

が
直
接
経
験（
本
人
の
経
験
）、30
%
が
間
接

経
験（
そ
の
内
20
%
が
周
囲
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バッ
ク
、10
%
が
研
修
や
読
書
）」と
あ
る

通
り
、人
材
開
発
と
は「
本
人
の
経
験
」「（
本

人
に
気
付
き
を
与
え
る
）周
囲
か
ら
の
助

言
」「
研
修
」を
三
位
一
体
で
ト
ー
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。研
修
＝
人
材

開
発
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
人
材
開
発
と
は
行
動
変
容
の
積

み
重
ね
の
結
果
で
あ
り
、上
記
の
よ
う
な
４

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。行
動

変
容
を
起
こ
す
お
膳
立
て
の
①
と
②
、行
動

変
容
へ
の
刺
激
を
与
え
る
③
と
④
は
、人
材

開
発
施
策
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
枠
組
み
と
し

て
有
用
で
す
。

　
①
②
③
④
の
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
て
施

策
設
計
す
れ
ば
、思
い
付
き
で
単
発
の
研
修

を
繰
り
返
す
よ
り
よ
ほ
ど
効
果
的
な
人
材

開
発
が
期
待
で
き
ま
す
。

① 気付き
開発対象者が自己認識を新たにし、何を変えるべきかメタ認知します。
「成長への気付き」を与える仕組みを作ります。

評価面談、キャリア開発面談、ヒューマンアセスメント、３６０度評価主な施策

② やる気
気付きがあっても「自分は元々そういう人間だから…」で済ませてしまえば、
行動に変化は生まれません。変わりたいと思える仕組みを作る必要があります。

金銭的報酬及び非金銭的報酬、ペナルティ・キャリアパスの提示、自己成長を実感させる経験主な施策

③ 学び
自身を変えようとする意欲が高まったら、成長を後押しするツールを体得する
仕組みを作ります。

Off-JT、ＯＪＴ、資格取得支援、スクーリング支援、E-Learning、自己啓発主な施策

④ 実践
③で学んだ内容の習得に向けて、直接経験＝職場実践ができる機会と
場所を提供します。

成長を促すアサインメント、タフなアサインメント、計画的ローテーション、後継者育成プログラム主な施策
タ
イ
に
お
け
る

賃
貸
借
契
約

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
リ
レ
ー
連
載

に
３
年
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。こ
れ
は
、期

間
が
３
年
を
超
え
る
不
動
産
賃
貸
借
は
管

轄
の
土
地
事
務
所
に
登
記
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と（
民
商
法
5
3
8
条
）が
原
因
と

な
っ
て
い
る
。賃
貸
借
契
約
の
登
記
に
は
手

数
料
が
発
生
し
、か
つ
手
間
も
か
か
る
た

め
、不
動
産
の
賃
貸
借
期
間
を
３
年
以
下

に
抑
え
る
こ
と
が
実
務
上
の
慣
習
に
な
って

い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
念
の
た
め
、３
年
を
超
え
た
長
期
の
賃

貸
借
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、そ
の

旨
の
登
記
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ

れ
た
い
。

期
間
内
の
中
途
解
約

　
賃
貸
借
契
約
は
特
に
解
約
権
が
明
示

さ
れ
て
い
な
い
限
り
、期
間
内
の
中
途
解
約

が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。そ
の
た

め
、賃
貸
借
契
約
の
中
に
中
途
解
約
条
項

が
存
在
す
る
か
否
か
は
、事
前
に
必
ず
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
点
、日
本
に
お
い
て
は「
賃
借
人
は

６
ヵ
月
の
予
告
期
間
を
も
っ
て
契
約
期
間

中
に
お
い
て
も
本
契
約
を
解
約
す
る
こ
と

が
で
き
る
」な
ど
と
、賃
借
人
側
の
中
途
解

約
権
が
契
約
書
上
で
明
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
通
常
で
あ
る
。し
か
し
、タ
イ
の
場
合

は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、む
し
ろ
中

途
解
約
権
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も

多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
定
め
が
な
い
場
合
は
、賃
借

　
サ
ー
ビ
ス
契
約
の
内
容
は
主
に
ビ
ル
の
補

修
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
も
の
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、日
本
に
は
見
ら
れ
な
い
慣

習
で
あ
る
た
め
、賃
貸
借
契
約
と
サ
ー
ビ
ス

契
約
と
の
契
約
期
間
が
同
一で
あ
る
こ
と
、

賃
貸
借
契
約
が
終
了
し
た
場
合
に
は
サ
ー

ビ
ス
契
約
も
終
了
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

賃
貸
借
契
約
期
間
が
３
年
で
あ
る
理
由

　
タ
イ
に
お
け
る
賃
貸
借
期
間
は
一
般
的

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、そ
の
代
わ
り
に
サ
ー
ビ

ス
契
約
書
に
お
い
て
、サ
ー
ビ
ス
料
が
４
０

０
バ
ー
ツ
／
㎡（
両
者
を
合
算
す
る
と
８
０

０
バ
ー
ツ
／
㎡
）と
表
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
場
合
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
２
種
類
の
契
約
書
が
提
示

さ
れ
る
原
因
は
名
目
上
の
賃
料
を
引
き
下

げ
る
こ
と
で
、貸
主
に
課
せ
ら
れ
る
土
地
家

屋
税
を
節
税
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る

（
た
だ
し
、税
制
が
変
更
さ
れ
た
２
０
２
０

年
１
月
以
降
は
、こ
の
運
用
が
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
）。

賃
貸
借
契
約
と
サ
ー
ビ
ス
契
約

 

タ
イ
に
お
い
て
オ
フ
ィ
ス
賃
貸
借
契
約
を

締
結
す
る
時
、「
賃
貸
借
契
約
」と
同
時
に

「
サ
ー
ビ
ス
契
約
」が
貸
主
側
か
ら
提
示
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る（
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
多
い
と
言
え
る
）。

　
例
え
ば
貸
主
と
の
協
議
に
お
い
て
、賃
料

が
８
０
０
バ
ー
ツ
／
㎡
で
あ
る
と
合
意
さ
れ

た
と
し
よ
う
。し
か
し
契
約
書
を
確
認
し

て
み
る
と
、提
示
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
書

に
は
賃
料
が
４
０
０
バ
ー
ツ
／
㎡
と
し
か
表

　
タ
イ
に
お
け
る
事
業
運
営
に
お
い
て
、欠

か
せ
な
い
契
約
の
１
つ
が
賃
貸
借
契
約
で

あ
る
。実
際
、在
タ
イ
企
業
は
オ
フ
ィ
ス
な

ど
に
関
す
る
何
か
し
ら
の
賃
貸
借
契
約
を

締
結
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
日
本
に
お
け
る
賃
貸
借
契
約
に
は
、借

地
借
家
法
な
ど
の
賃
借
人
保
護
の
ル
ー
ル

が
存
在
す
る
が
、タ
イ
に
は
同
法
の
よ
う

な
賃
借
人
保
護
の
た
め
の
特
別
法
は
存
在

し
な
い
な
ど
、法
律
や
慣
習
に
お
い
て
差
が

あ
る
。そ
こ
で
今
回
は
、タ
イ
に
お
け
る
一

般
的
な
不
動
産
賃
貸
借
契
約
の
留
意
点

に
つい
て
解
説
す
る
。

人
側
か
ら
期
間
内
に
解
約
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、強
引
に
解
約
し
よ
う
と
す
れ
ば
、期

間
内
に
生
じ
る
べ
き
賃
料
全
額
を
損
害
賠

償
と
し
て
請
求
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
。

　
中
途
解
約
権
に
つ
い
て
合
意
で
き
る
か

否
か
は
貸
主
と
の
交
渉
次
第
で
あ
る
が
、貸

主
と
し
て
は
賃
料
収
入
を
一
定
期
間
は
確

保
し
た
い
考
え
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、交
渉

が
難
航
す
る
場
合
に
は
、当
初
契
約
期
間

は
中
途
解
約
で
き
な
い
が
、更
新
後
は
賃
借

人
か
ら
の
中
途
解
約
を
認
め
る
こ
と
を
定

め
る
な
ど
の
折
衷
案
を
打
診
す
る
こ
と
も

有
益
で
あ
ろ
う
。代表弁護士　 藤江大輔

2009年京都大学法学部卒業。11年に京都
大学法科大学院を修了後、同年司法試験に
合格。司法研修後、GVA法律事務所に入所
し、15年には教育系スタートアップ企業の執
行役員に就任。16年にGVA法律事務所パー
トナーに就任し、現在は同所タイオフィスの代
表を務める。

GVA Law Office (Thailand) Co., Ltd.

URL: https://gvalaw.jp/global/3361
C o n t a c t :  i n f o @ g v a t h a i . c o m

46



　10月号に続きラオスの改正土地法について解説します。ラオ
スでは建物を登記する制度が存在せず、土地権原書に建物
の存在が記載されることもありません。しかし、ラオスでは近年
急速にコンドミニアムの開発が進んでいることから、今回施行さ
れた改正土地法において初めて「コンドミニアム」の概念が規
定され、区分所有権に関する規定が置かれました。その内容
を簡単に紹介します。

コンドミニアムの定義

　「事業者がコンドミニアム建設用地として政府に対象の土地
を登録し、政府よりコンドミニアム建設許可が得られた複数の
部屋を有する高層の建築物」と定義され、その登記及び購入
に関して、下記の通り定めています（第４条29項）。

（１）コンドミニアム事業者の要件
　コンドミニアムを建設しようとする国内外の法人の事業者
（以下、「ディベロッパー」）は、以下の許可証を関連する省庁よ
り取得する必要があると規定されています。

　ウの建設用地の登録に関しては、県レベルの天然資源管理
省は申請書を受理後、10営業日以内に完了しなければならな
いと規定されています（第108条）。政府、ラオス国籍者又はラ
オス内資法人から賃借した土地である場合、コンドミニアム建
物の登録上の名義は賃借人であるディベロッパーではなく、土
地権原書の保有者である賃貸人の名義で登録されることにな
るため、留意が必要となっています（第108条）。

（２）コンドミニアムの土地の使用権及びユニットの所有権
　今回の改正においてラオスでは初めて、いわゆる区分所有
権に関する規定が第132条に定められています。ポイントとして

Thailand＋１

ラオスにおける土地法の改正について（第2回）

は、コンドミニアムのユニット購入者がラオス国籍者である場
合、コンドミニアムの土地面積に対するユニットの面積の割合
に従って、分譲される土地の使用権（日本でいう敷地利用権）
と契約に基づき購入したユニットの所有権を保有することがで
きます。
　一方、外国人や外国法人が購入した場合、上記のいわゆる
敷地利用権は、外国人に対して付与されないと規定されてお
り、ユニットの所有権のみ建物が存在する期間※、所有するこ
とができます。
　つまり、敷地利用権を取得することができないため、コンドミ
ニアムが滅失等した場合において、どのような処理となるのか
別途検討が必要となります。また管理組合の設置等について
も言及がないため、今後の細則の整備等の動向に注視が必
要です。
　なお、コンドミニアムのユニット所有者は、天然資源環境課に
おいて、所有権の登録を行うことになりますが、まだ詳細な手続
きについては明確に定められていない状態であり、今後動向を
注視していきたいと思います。

土地権原書の発行について

　不動産へ投資する際に重要となる土地権原書については、
今までは県レベルの土地管理局より発行されていましたが、今
後は手続きの迅速化を図るため、土地が存在する場所により
近い管理組織である郡レベルの天然資源環境事務所より発
行されることになっています（第170条）。
　また、コンピューター上で管理された国家土地データベース
に一般市民がアクセスできるシステムを導入することが規定さ
れています（第99条）。
　なお、投資家やディベロッパーが、旧土地法を準拠として土
地に関する契約を政府と締結している場合、その契約期間が
満了するまで、これまでの条件で契約を継続することができま
す（第188条）。

ASIAビジネス法務 最新アップデートASIAビジネス法務 最新アップデート

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、ブルネイを除くASEAN全域、南アジア及び東京にオフィ
スを有しており、日本企業向けにASEAN及び南アジア地域でのシームレスな
法務アドバイザリー業務を行っております。2019年４月１日より南アジアプラ
クティスを本格的に開始。
【One Asia Lawyersグループ ラオスオフィス】
Phanthaly Law: 2nd Floor, Vieng Vang Tower, Bourichane Road, Unit 15, 
Dongpalane Thong Village, Sisattanak District, Vientiane Capital, Lao PDR
Lao +856-205453-0065

※ ラオス語は「寿命」の意味ですが、耐久年数であるのか、耐用年数であるのかは明確ではありません

内野里美
One Asia Lawyersラオス事務所に駐在。ラオス国内で10年
以上の実務経験を有する。ネイティブレベルのラオス語を駆
使し、現地弁護士と協働して各種法律調査や進出日系企業
に対して各種法的なサポートを行う。

コンドミニアム業事業許可

建設許可

コンドミニアム建設用地の土地の登録

許可取得元許可証
ア

イ

ウ

計画投資省ワンストップサービス

公共事業運輸局

県レベルの天然資源環境課

Thailand＋１

東京大学法科大学院卒。2012年よりミャンマー
に駐在し、駐在期間が最も長い弁護士である。
TNY Legal (Myanmar) Co., Ltd.代表であり、グル
ープ事務所としてタイ（TNY Legal Co., Ltd.）、マレ
ーシア（TNY Consulting (Malaysia)SDN.BHD.）、
イスラエル（TNY Consulting (Israel) Co., Ltd.）、日
本（弁護士法人プログレ・TNY国際法律事務所）、
メキシコ（TNY LEGAL MEXICO CO LTD）が存在す
る。タイ法、ミャンマー法、マレーシア法、日本法、
メキシコ法及びイスラエル法関連の法律業務     
（契約書の作成、労務、紛争解決、M&A等）を取り
扱っている。
問い合わせ先：yujit@tny-legal.com
 ＋95（0）1-9255-201　
URL： http://tny-myanmar.com/
 http://tnygroup.biz/

堤  雄史（つつみ  ゆうじ）
TNY国際法律事務所共同代表弁護士在緬弁護士が解説

ミャンマーの
最新ビジネス法務
第28回  
商標法に基づく優先出願開始

はじめに
　商業省は８月28日付けで商標法に基づく登録申請に関する命令

（以下「本命令」という）を発布した。商標法は昨年１月に公布され

ていたものの、施行時期は未定であった。

　本命令は先使用主義から先願主義へ移行する旨及び、10月1日よ

り商標法に基づく優先出願（ソフトオープニング）を開始する旨を

規定している。

　ミャンマーは商標の国際登録について定めたマドリッド協定に

加盟していないため、ミャンマーで出願しなければ商標を保護する

ことはできない。先に第三者に自社の商標を取得されてしまった場

合、奪回は困難である。

　施行直後は出願が世界中から殺到することが予想されるため、

対応可能な企業は優先出願期間中に出願することが望ましい。

　なお、商標法に基づく出願は全てオンラインで行われ、オンライ

ンシステムのID及びパスワードがミャンマーに所在する法律事務所

（当事務所を含む）のみに付与される。そのため、ミャンマー以外の

国の法律事務所に依頼しても結局は現地の法律事務所に業務を

委託する必要がある。以下、本命令の内容を紹介する。

本命令の内容
1． 商標法第93条（a）項に規定される商標所有者とは、商標法施

行前に契約書等登記所において登記された商標所有者と、

登記されていないが連邦内市場において実際に使用されて

いる商標所有者をいう。

2． 上記第 1 条に記載される商標所有者は、商標法第93条（b）

項規定の使用による優先権を取得希望の場合は、2020年10

月1日から商標登録申請の受付を正式に開始する日までの期

間に登録官に対して申請をしなければならない。

3． その期間内に申請し、規定の料金を納入して、申請に関して

必要とする基本要件が満たされた者は、商標登録申請の受

付を正式に開始する日付を登録出願日として認められること

になる。

4． ①第一の方法として商標所有者は、商標登録申請の代理業

務サービスを提供している企業、会社及び法律事務所を通

じて消費者局より定められた電子的手段で申請することが

できる。

　 ②第二の方法として商標所有者は、自分で、または第一の方

法記載の代理業務認可所持者を通して消費者局より定めら

れた電子的手段で申請することができる。

 ③上記②の手段で申請した商標所有者は、①の手段で申請

した商標所有者と同じく商標法第93条（b）項規定の使用によ

る優先権が享受でき、①と②両方とも同じ登録出願日が認め

られる。

5． 申請の際は、今度商標権出願する標章と、過去に契約書等登

記所において登記した商標、または市場で実際に使用してい

る商標とは同一でなければならない上、当該商標を使用する

商品または役務も同一でなければならない。商品または役務

をより増やして表示した場合でも、その増やした分のものは、

検討対象外となる。

6． 商品または役務を表示する場合は、標章登録のため商品及

び役務の国際分類に基づいて、詳細に表示しなければなら

ない。

7． 商標登録出願手続きを含むその料金の金額及び納入方法

に関しては、商標法を施行する命令が出される前に別途告

示する。

8． 過去に契約書等登記所で登記済みであること、または登記し

ていないが当該商標を連邦内市場で使用していたこと、もし

くは現在に至るまで当該商標を自分一人だけが使用している

ことの事実として、下記のいずれかの資料などを立証書類と

して提出することができる。
 ・ 過去に契約書等登記所で登記された標章
 ・ 契約書等登記所で登記された登記証書（正式複写）
 ・ 新聞広告または一般に告示したことの証明
 ・ 連邦内の市場において実際に使用したことの証明
 ・ 自分の商標を広告したことの証明
 ・ 納税の領収書または経費に関する領収書
 ・ 申請人が、過去に契約書等登記所で登記した商標所有者でな
い場合は、商標所有者から譲渡したまたは所有者名義を変更
したことの証明

 ・ その他の証明

9． ミャンマーの商標法に基づく商標権を取得希望であるが、商

標法第 93 条（a）項規定に該当しない標章所有者は商標法

施行後、商標登録出願が正式に開始した日から、規定された

商標法、規則などに基づき出願することができる。
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57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

カスタムメイド長期賃貸オフィスに関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績

・アイシンアジアパシフィック 様
・アズビル 様
・東プレ 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様

・コマツ 様
・アマダ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

規模のビル建設が可能
※2,000㎡以上は応相談

800～2,000㎡

慢性的な駐車場不足、夕方6時以降エアコン代が高い、複数社で法人
登記したいけど都心部のオフィスビルでは無理、24時間空調ができな
い、などオフィス賃貸に関してお困り事はありませんか? お客様のご要
望を汲み取りカスタムメイドの長期賃貸オフィスビルをご提案します。

ご要望に応じた仕様のオフィスビルをご提案

通常のレンタルオフィスでは「出来ない」を解決！

Custom
 M

ade O
f�ce

カスタムメイド
長期賃貸オフィス

ビル1棟占有
複数社登記可

豊富な駐車場台数

自由度の高い
カスタマイズ

24時間365日稼働可能

スタッフ増員にも
柔軟に対応

複数社登記可能

ビル1棟占有利用

GDMからの紹介の方には通常サービスに加え、
Dearlife 特別サービスをご利用できます！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替
デポジット
長期立替

※特典1のサービス提供に際して、企業間の覚書締結を必要とすることがあります　※特典１と特典２の併用は不可です。
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

● 入居者向け保険（火災・借家人賠償・退去時の原状回復）
● セレッソ大阪サッカースクールでのご優待
● ベリーモバイルでのご優待
● ムエタイジムのご優待　　

GDMからの紹介の方には

Dearlife通常サービスDearlife通常サービス

さらに！

＋

引っ越し費用負担引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

＋
１１特典 法人企業さま向け ２２特典 駐在員さま向け

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈



初の飛行試験
　空飛ぶクルマが当たり前のように利
用される未来社会が近づいている。８
月にはSkyDrive（スカイドライブ、東
京都新宿区）が国内で初となる有人
飛行試験の様子を披露し、国内外で
話題をさらった。一方、政府も実用段
階を見据え、ビジネスモデルや安全基
準の議論に着手した。産業の芽を育
てようと、実用化への機運が高まって
いる。
　一般的に空飛ぶクルマは「eVTOL
（イーブイトール、電動垂直離着陸
機）」と呼ばれる。垂直離着陸を行い、
時速100キロ～200キロメートル前後
で高度150メートル前後の空域を自律
飛行する。渋滞が激しい都市部や交
通が不便な中山間地域などでの利用
を想定している。世界では200～300
社が開発を急いでおり、日本でも
SkyDriveや川崎重工業などが参入
している。

2023年実用化
　政府も空飛ぶクルマの産業化に
向け、環境整備に力を注ぐ。国土交
通省と経済産業省は18年にロード
マップを策定し、23年を実用化目標
に設定。今後、ビジネスモデルに関し
て官民で議論するほか、機体の安
全基準や操縦者の技能証明などの
制度設計にも着手する。経産省関
係者は「どのように実現させるかとい
うフェーズに入った。将来の絵姿を
見ながらリアリティーのある制度やモ
デルを考える」と話す。
　産業化の期待が高まる一方、課
題もある。最大のハードルは安全性
の担保だ。墜落するリスクがあるだ
けに航空機やヘリコプターと同等の
基準が求められる。国交省関係者
は「安全の担保と、国際的に統一さ
れた基準をどう作るのかを考える必
要がある」と指摘する。他方で制度
設計が過度に慎重になれば、実用

化に意欲的な欧米や中国に先行さ
れかねない。ある経営者は「遅れる
と輸出のチャンスがなくなる」と危惧
する。

1機に300億円
　事業化の面でも難題が立ちはだ
かる。一つは日本の投資環境だ。あ
る投資家は「１機開発するのに、100
億～300億円かかる。世界と比較す
ると（日本の投資額は）ケタが足りな
い」と打ち明ける。また、普及には国
民的な合意形成が欠かせない。物
流用途から始めて実績を積み重ね
つつ、離島・山間部での人命救助に
も利用し有用性を広く認知してもらう
必要がある。
　タクシーや自家用車のような感覚
で利用できる社会が到来するのか。
空飛ぶクルマの議論は始まったばか
りだ。

20XX年、東京。高層ビル群の上空には「空飛ぶクルマ」が飛び交い、
SF映画さながらの光景が現実のものとなった。搭乗するのは、次の商
談へと急ぐビジネスパーソンや、都心上空からの景色を楽しむ観光客
ら。機内には操縦士は存在せず、乗客が目的地を選択すると自動で
飛び始める。料金はタクシーに比べて少し高めだが、渋滞を気にする
こともなく、目的地までの飛行はちょっとした優越感に浸れる―。

▲ 高層ビル群の上空を空飛ぶクルマが飛び交う（イメージ）
    出所：経済産業省

※記事提供：日刊工業新聞（2020年10月14日）

飛び立つ空飛ぶクルマ
“未来”の実現機運高まる

“人手不足倒産”を回避

　
ビ
ジ
ネ
ス
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
政
策
で
国
際
企
業
を
呼
び

込
ん
で
き
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
異
変
が
生
じ
て
い
る
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
で
景
気
が
冷
え
込
み
、雇
用
環
境
が

劇
的
に
悪
化
。政
府
は
国
民
雇
用
を
守
る
た
め「
解
雇
す

る
な
ら
外
国
人
か
ら
」（
政
権
幹
部
）と
露
骨
な
排
他
主

義
に
傾
き
、就
労
ビ
ザ
取
得
を
難
し
く
し
て
外
国
人
を
締

め
出
す
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。企
業
流
出
が
懸
念
さ
れ
、日

系
企
業
で
は
日
本
人
の
雇
用
が
困
難
と
な
り
、戦
略
再
考

を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

外
国
人
へ
の
不
満
噴
出

　
国
内
人
口
約
５
７
０
万
人
の
う
ち
、外
国
人
が
４
割
を

占
め
る
。発
展
の
た
め
、外
国
企
業
や
人
材
を
意
欲
的
に

取
り
込
ん
で
き
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
危
機
で
雇
用
環
境
が

暗
転
す
る
と
、国
民
に
く
す
ぶって
き
た
不
満
が
表
面
化
。

「
外
国
人
材
ば
か
り
が
社
内
で
優
遇
さ
れ
、高
給
を
も
ら
っ

て
い
る
」と
いっ
た
声
が
吹
き
出
し
た
。

　
７
月
11
日
の
総
選
挙
で
も
、国
民
雇
用
優
先
を
訴
え
た

野
党
勢
が
支
持
を
広
げ
、政
府・与
党
は
方
針
転
換
を
迫

ら
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、政
府
が
取
り
組
む
の
が「
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア

ン・コ
ア（
国
民
中
心
主
義
）」政
策
だ
。企
業
に
は
、国
民・

永
住
者
を
中
核
に
し
た
人
材
構
成
に
す
る
よ
う
要
請
。国

民
ら
を
雇
い
続
け
れ
ば
賃
金
の
最
大
75
％
を
補
助
す
る一

方
、外
国
人
比
率
が
高
い
企
業
に
は
ビ
ザ
発
給
停
止
を
ち

ら
つ
か
せ
、ア
メ
と
ム
チ
で
企
業
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
。

「
学
歴
フ
ィ
ル
タ
ー
」、早
慶
卒
も
降
格

　
コ
ア
政
策
の一環
で
実
施
さ
れ
た
の
が
外
国
人
就
労
ビ
ザ

「
Ｅ
Ｐ
」の
発
給
基
準
厳
格
化
だ
。４
月
ま
で
は
、Ｅ
Ｐ
取
得

に
必
要
な
最
低
月
給
は
３
６
０
０
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル（
以

下
ド
ル
、約
28
万
円
）だ
っ
た
。５
月
か
ら
３
９
０
０
ド
ル
に
、

９
月
か
ら
４
５
０
０
ド
ル（
約
35
万
円
）に
相
次
ぎ
引
き
上

げ
た
。年
齢
に
応
じ
て
上
昇
し
、４５
歳
だ
と
８
４
０
０
ド
ル

（
約
66
万
円
）に
な
る
。外
国
人
の
人
件
費
を
割
高
に
し

て
、国
民
雇
用
を
ご
り
押
し
す
る
構
え
だ
。

　「
学
歴
フ
ィ
ル
タ
ー
」も
厳
格
化
し
た
。学
歴
重
視
の
お

国
柄
な
の
で
、政
府
は
ビ
ザ
審
査
で
も
学
歴
に
応
じ
た
取

得
基
準
を
非
公
表
な
が
ら
設
け
て
い
る
。従
来
、日
本
の
大

学
数
十
校
は
優
遇
枠
に
分
類
さ
れ
、政
府
が
定
め
る
最
低

月
給
で
ビ
ザ
を
取
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
人
材
紹
介
業
Ｊ
Ａ
Ｃ
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
の

調
査
に
よ
る
と
、優
遇
枠
は
最
近
、東
大
、京
大
、東
工
大
の

み
に
。そ
れ
以
外
の
国
公
立
大
や
早
慶
な
ど
有
名
私
大
は

降
格
さ
れ
、共
通
の
最
低
月
給
よ
り
格
段
に
高
給
で
な
い

と
ビ
ザ
を
取
得
で
き
な
く
な
っ
た
。30
歳
で
６
４
２
３
ド
ル

（
約
50
万
円
）と
、２
年
前
に
比
べ
て
１・５
倍
の
昇
給
が
必

要
に
な
る
。

　
地
元
民
の
昇
給
率
は
年
２
〜
３
％
程
度
で
、外
国
人
の

人
件
費
高
騰
が
際
立
つ
。社
内
で
日
本
人
だ
け
大
幅
昇
給

な
ら
地
元
民
と
の
賃
金
格
差
が
広
が
り
、あ
つ
れ
き
が
生

じ
る
の
は
必
至
。Ｊ
Ａ

Ｃ
担
当
者
は
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
で「（
企
業

は
）人
事
・
組
織
戦
略

を
見
直
す
必
要
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。

　
排
他
主
義
の
台
頭

で
、企
業
流
出
リ
ス
ク

が
高
ま
る
。リ
ー・シ
ェ

ン
ロ
ン
首
相
は
演
説

で
、ハ
ブ（
拠
点
）の
座

を
維
持
す
る
に
は「
外

国
企
業
が
歓
迎
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

環
境
を
保
つ
必
要
が

あ
る
」と
力
説
。ビ
ジ

ネ
ス
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と

の
評
判
を
損
な
わ
ぬ

よ
う
、過
度
の
排
他
主

義
を
い
さ
め
た
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信
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【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】解
雇
は
外
国
人
か
ら
＝

                   

コ
ロ
ナ
禍
で「
国
民
優
先
」台
頭（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
局 

新
井 

佳
文
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
０
年
９
月
２８
日
）

■ EPビザ取得の最低月額（単位はシンガポール・ドル）

45歳以上

40歳

30歳

新卒（23歳）

カテゴリー 第１（優遇枠）
東大、京大、東工大

第２
有名私立・国公立大

第３
その他の大学

－
7,514ドル（約59万円）
5,741ドル（約45万円）
4,500ドル（約35万円）

8,400ドル（約66万円）
7,741ドル（約60万円）
6,423ドル（約50万円）
5,500ドル（約43万円）

－
7,968ドル（約62万円）
7,105ドル（約55万円）
6,500ドル（約51万円）

出所：JACの2020年９月時点の独自調査



中国の月次自動車販売台数推移（2019年10月～2020年9月）図表1

中国におけるメーカー別狭義乗用車の販売台数（2020年1～9月）図表3

中国の車形別自動車販売台数（2020年1～9月）図表2

日
系
各
社
で
増
産
の
機
運
、購
入
価
格
帯
に
変
化
も

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

コ
ロ
ナ
終
了
？ 

中
国
自
動
車
市
場
が

大
復
活
を
遂
げ
て
い
た

売
台
数
推
移
で
す
。

　
通
年
で
前
年
比
割
れ
し
た
19
年
に
引
き

続
き
、20
年
1
月
の
販
売
台
数
は
前
年
同
月

比
で
18・6
％
減
と
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し

た
。さ
ら
に
翌
2
月
に
至
って
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
流
行
に
伴
う
経
済
活
動
の
停
滞
に

よ
り
、同
79・1
％
減
と
い
う
壊
滅
的
な
落
ち

込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
次
の
3
月
こ
そ
同
43・3
％
減
と

大
幅
な
落
ち
込
み
が
続
い
た
も
の
の
、4
月
は

同
4・5
％
増
と
早
く
も
プ
ラ
ス
成
長
に
転

換
し
ま
し
た
。そ
し
て
5
月
以
降
は
毎
月
2

桁
の
成
長
率
を
記
録
す
る
な
ど
、好
調
な
売

れ
行
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
5
月
以
降
の
活
況
を
受
け
て

か
、累
計
販
売
台
数
は
、1
月
〜
6
月
は
前

「
B
M
W
5
シ
リ
ー
ズ
」への
対
抗
と
し
て
行
っ

た
大
胆
な
値
下
げ
販
売
が
功
を
奏
し
た
結

果
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
場
活
況
に
困
惑
す
る

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

　
上
記
の
通
り
、中
国
自
動
車
市
場
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
な
活
況
が
続
い
て
い
ま
す
。特
に
日
系

各
社
の
好
調
ぶ
り
は
そ
の
中
で
も
際
立
っ
て

お
り
、国
別
販
売
台
数
シ
ェ
ア
で
見
て
も
、19

年
は
21・9
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、20
年
1

月
〜
9
月
は
2・4
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
24・3

％
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、日
系
完
成
車
メ
ー

カ
ー
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
に
対
し
、部
品
や

原
材
料
供
給
体
制
の
強
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、あ
ま
り
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
な
増
産
ぶ
り

か
ら
、一
部
の
日
系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
で

は
生
産
が
追
い
付
か
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
い
ま

す
。一
部
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
10
月
初
め
の
国
慶

節
連
休
中
も
工
場
の
稼
働
を
迫
ら
れ
、増
産

対
応
に
苦
慮
す
る
企
業
も
見
ら
れ
ま
す
。ま

た
、あ
る
日
系
原
材
料
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
よ
る

と
、同
社
の
売
上
げ
は
現
在
過
去
最
高
ペ
ー

ス
で
推
移
し
て
お
り
、あ
ま
り
の
好
調
ぶ
り
に

む
し
ろ
困
惑
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

高
価
格
帯
の
比
率
が
拡
大

　
中
国
自
動
車
市
場
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
好
調

な
の
か
に
つ
い
て
は
、業
界
関
係
者
の
間
で
も

は
っ
き
り
と
し
た
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

「
自
粛
期
間
を
経
た
反
動
消
費
」「
初
回
購

入
ユ
ー
ザ
ー
の
増
加
」「
買
替
需
要
の
拡
大
」

な
ど
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
ま
で
販
売
台
数
が
伸
び
て
い
る
決
定
的

な
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、筆
者
が
改
め
て
各
種
デ
ー
タ
を
見

直
し
た
と
こ
ろ
、1
つ
気
に
な
る
動
き
が
見
ら

れ
ま
し
た
。そ
れ
は
自
動
車
購
入
価
格
帯
別

の
販
売
台
数
シェア
で
す（
図
表
５
）。

　
同
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、自
動
車
購
入
価
格

が
30
万
元（
約
4
7
2
万
円
）以
上
の
販
売

台
数
比
率
は
、17
年
が
4・7
％
、18
年
が
5・

7
％
、19
年
が
7・0
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

20
年
1
月
〜
9
月
は
10
％
と
急
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、高
価

格
帯
の
車
を
購
入
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
短
期
間

で
増
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
社
会

全
体
で
雇
用
が
不
安
定
と
な
る
中
、ど
う
し

て
自
動
車
の
購
入
単
価
が
上
昇
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
中
国
で
は
、自
動
車
を
購
入
で
き
る
よ
う

な
、大
企
業
に
勤
め
る
人
の
収
入
は
そ
れ
ほ

ど
悪
化
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、海
外
旅

行
に
は
事
実
上
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。つ
ま
り
、海
外
旅
行
に
毎
年
出
か
け
て

い
た
よ
う
な
層
が
、浮
い
た
旅
行
費
用
を
自

動
車
な
ど
の
購
入
な
ど
に
回
し
て
い
る
可
能

性
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
少
な
く
と
も
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
中
国
人
の

消
費
行
動
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、自
動
車
に
関
し
て
は
高
価
格
帯

の
購
入
比
率
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
今
年
は
残
り
2
ヵ
月
あ
ま
り
で
す
が
自
動

車
市
場
の
活
況
は
続
く
の
か
。日
系
メ
ー
カ
ー

の
動
向
も
含
め
て
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　中国汽車工業協会（以下「中汽協」）の発表によると、今年
（2020年）1月～9月における中国自動車販売台数は前年同期比
6.9％減の1711.6万台でした。累計販売台数は前年割れとなって
いますが、直近の9月単月の販売台数を見ると前年同月比12.8％
増と5カ月連続で2桁増を記録し、新型コロナウイルスによる影響を
克服したかのような好調ぶりを見せています。（JBpress）

2020年10月26日掲載

　
た
だ
し
、そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
せ
ず
、自

動
車
業
界
関
係
者
ら
の
間
で
も
見
方
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
日
系
各
社
の
販
売
台
数
も
依
然

急
増
し
続
け
て
お
り
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
は

生
産
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
声
ま
で
聞
か
れ

ま
す
。

　
今
回
は
こ
う
し
た
今
年
第
1
〜
3
四
半
期

に
お
け
る
中
国
自
動
車
業
界
の
現
状
に
つ
い

て
、各
種
デ
ー
タ
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

前
年
比
の
減
少
幅
が

3
ヵ
月
で
10
ポ
イ
ン
ト
縮
小

　
図
表
１
は
、2
0
1
9
年
か
ら
20
年
9
月

ま
で
の
中
国
に
お
け
る
月
ご
と
の
自
動
車
販

中国におけるセダン販売台数順位（2020年1～9月）図表4

ド
車
の
人
気
上
昇
、普
及
の
流
れ
に
上
手
く

乗
って
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
日
産
系
列
の
東
風
日
産
も
、主
力
車

種「
シ
ル
フ
ィ
」の
絶
好
調
が
続
い
て
い
ま
す
。

20
年
1
月
〜
9
月
に
お
け
る「
シ
ル
フ
ィ
」の

販
売
台
数
は
前
年
同
期
比
12・5
％
増
の
35・

7
万
台
と
な
り
、セ
ダ
ン
販
売
に
お
け
る
首

位
の
座
を
盤
石
な
も
の
と
し
て
い
ま
す（
図

表
４
）。

　
な
お
同
期
の
車
種
別
販
売
台
数
で
は
、「
ア

ウ
デ
ィ
A
6
」の
販
売
台
数
が
同
56・5
％
増

の
12・9
万
台
と
際
立
っ
た
伸
び
を
見
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、ラ
イ
バ
ル
車

ズ（
G
M
）系
列
の
上
汽
通
用
が
3
位
と
い

う
、ト
ッ
プ
3
の
順
位
は
不
動
の
ま
ま
で
す

（
図
表
３
）。

　
注
目
す
べ
き
な
の
は
日
系
各
社
の
好
調
が

続
き
、シ
ェ
ア
を
拡
大
し
続
け
て
い
る
こ
と
で

す
。今
年
前
半
の
落
ち
込
み
か
ら
多
く
の
メ

ー
カ
ー
の
20
年
の
累
計
販
売
台
数
が
前
年
比

割
れ
と
な
っ
て
い
る
中
、ト
ヨ
タ
系
列
の一汽
豊

田（
前
年
同
期
比
2・9
％
増
）と
広
汽
豊
田

（
同
11・6
％
増
）は
現
時
点
で
既
に
前
年
以

上
の
販
売
台
数
を
記
録
し
て
い
ま
す
。ど
ち

ら
も
主
力
車
種
で
あ
る「
カ
ロ
ー
ラ
」と「
レ
ビ

ン
」の
販
売
が
好
調
で
、中
国
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

年
同
期
比
16・9
％
減
で
し
た
が
、1
月
〜
9

月
は
同
6・9
％
減
に
ま
で
回
復
し
ま
し
た

（
図
表
２
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
受
け
、中

国
自
動
車
市
場
は
当
初
、今
年
も
通
年
で
の

前
年
割
れ
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
直
近
の
活
況
を
受
け「
今
年
は
マ
イ
ナ
ス

ど
こ
ろ
か
前
年
比
プ
ラ
ス
を
達
成
す
る
の
で

は
」と
い
う
声
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

日
系
メ
ー
カ
ー
は
絶
好
調

　
メ
ー
カ
ー
別
販
売
台
数
で
は
、独
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン（
V
W
）系
列
の一汽
大
衆
と
上
汽

大
衆
が
1
位
と
2
位
、米
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー

55 54
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な
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ち
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を
見
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
次
の
3
月
こ
そ
同
43・3
％
減
と

大
幅
な
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ち
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い
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も
の
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月
は

同
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も
プ
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ス
成
長
に
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し
ま
し
た
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て
5
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以
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の
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記
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る
な
ど
、好
調
な
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れ
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を
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ま
す
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た
5
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受
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記
の
通
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国
自
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市
場
で
は
新
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コ
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ウ
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ス
の
影
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を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
な
活
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が
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い
て
い
ま
す
。特
に
日
系

各
社
の
好
調
ぶ
り
は
そ
の
中
で
も
際
立
っ
て

お
り
、国
別
販
売
台
数
シ
ェ
ア
で
見
て
も
、19

年
は
21・9
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、20
年
1

月
〜
9
月
は
2・4
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
24・3

％
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、日
系
完
成
車
メ
ー

カ
ー
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
に
対
し
、部
品
や

原
材
料
供
給
体
制
の
強
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、あ
ま
り
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
な
増
産
ぶ
り

か
ら
、一
部
の
日
系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
で

は
生
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が
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い
付
か
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
い
ま

す
。一
部
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
10
月
初
め
の
国
慶

節
連
休
中
も
工
場
の
稼
働
を
迫
ら
れ
、増
産

対
応
に
苦
慮
す
る
企
業
も
見
ら
れ
ま
す
。ま

た
、あ
る
日
系
原
材
料
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
よ
る

と
、同
社
の
売
上
げ
は
現
在
過
去
最
高
ペ
ー

ス
で
推
移
し
て
お
り
、あ
ま
り
の
好
調
ぶ
り
に

む
し
ろ
困
惑
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

高
価
格
帯
の
比
率
が
拡
大

　
中
国
自
動
車
市
場
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
好
調

な
の
か
に
つ
い
て
は
、業
界
関
係
者
の
間
で
も

は
っ
き
り
と
し
た
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

「
自
粛
期
間
を
経
た
反
動
消
費
」「
初
回
購

入
ユ
ー
ザ
ー
の
増
加
」「
買
替
需
要
の
拡
大
」

な
ど
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
ま
で
販
売
台
数
が
伸
び
て
い
る
決
定
的

な
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、筆
者
が
改
め
て
各
種
デ
ー
タ
を
見

直
し
た
と
こ
ろ
、1
つ
気
に
な
る
動
き
が
見
ら

れ
ま
し
た
。そ
れ
は
自
動
車
購
入
価
格
帯
別

の
販
売
台
数
シェア
で
す（
図
表
５
）。

　
同
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、自
動
車
購
入
価
格

が
30
万
元（
約
4
7
2
万
円
）以
上
の
販
売

台
数
比
率
は
、17
年
が
4・7
％
、18
年
が
5・

7
％
、19
年
が
7・0
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

20
年
1
月
〜
9
月
は
10
％
と
急
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、高
価

格
帯
の
車
を
購
入
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
短
期
間

で
増
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
社
会

全
体
で
雇
用
が
不
安
定
と
な
る
中
、ど
う
し

て
自
動
車
の
購
入
単
価
が
上
昇
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
中
国
で
は
、自
動
車
を
購
入
で
き
る
よ
う

な
、大
企
業
に
勤
め
る
人
の
収
入
は
そ
れ
ほ

ど
悪
化
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、海
外
旅

行
に
は
事
実
上
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。つ
ま
り
、海
外
旅
行
に
毎
年
出
か
け
て

い
た
よ
う
な
層
が
、浮
い
た
旅
行
費
用
を
自

動
車
な
ど
の
購
入
な
ど
に
回
し
て
い
る
可
能

性
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
少
な
く
と
も
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
中
国
人
の

消
費
行
動
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、自
動
車
に
関
し
て
は
高
価
格
帯

の
購
入
比
率
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
今
年
は
残
り
2
ヵ
月
あ
ま
り
で
す
が
自
動

車
市
場
の
活
況
は
続
く
の
か
。日
系
メ
ー
カ
ー

の
動
向
も
含
め
て
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
せ
ず
、自

動
車
業
界
関
係
者
ら
の
間
で
も
見
方
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
日
系
各
社
の
販
売
台
数
も
依
然

急
増
し
続
け
て
お
り
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
は

生
産
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
声
ま
で
聞
か
れ

ま
す
。

　
今
回
は
こ
う
し
た
今
年
第
1
〜
3
四
半
期

に
お
け
る
中
国
自
動
車
業
界
の
現
状
に
つ
い

て
、各
種
デ
ー
タ
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

前
年
比
の
減
少
幅
が

3
ヵ
月
で
10
ポ
イ
ン
ト
縮
小

　
図
表
１
は
、2
0
1
9
年
か
ら
20
年
9
月

ま
で
の
中
国
に
お
け
る
月
ご
と
の
自
動
車
販

中国における自動車購入価格帯別の販売台数シェア図表5

ド
車
の
人
気
上
昇
、普
及
の
流
れ
に
上
手
く

乗
って
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
日
産
系
列
の
東
風
日
産
も
、主
力
車

種「
シ
ル
フ
ィ
」の
絶
好
調
が
続
い
て
い
ま
す
。

20
年
1
月
〜
9
月
に
お
け
る「
シ
ル
フ
ィ
」の

販
売
台
数
は
前
年
同
期
比
12・5
％
増
の
35・

7
万
台
と
な
り
、セ
ダ
ン
販
売
に
お
け
る
首

位
の
座
を
盤
石
な
も
の
と
し
て
い
ま
す（
図

表
４
）。

　
な
お
同
期
の
車
種
別
販
売
台
数
で
は
、「
ア

ウ
デ
ィ
A
6
」の
販
売
台
数
が
同
56・5
％
増

の
12・9
万
台
と
際
立
っ
た
伸
び
を
見
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、ラ
イ
バ
ル
車

ズ（
G
M
）系
列
の
上
汽
通
用
が
3
位
と
い

う
、ト
ッ
プ
3
の
順
位
は
不
動
の
ま
ま
で
す

（
図
表
３
）。

　
注
目
す
べ
き
な
の
は
日
系
各
社
の
好
調
が

続
き
、シ
ェ
ア
を
拡
大
し
続
け
て
い
る
こ
と
で

す
。今
年
前
半
の
落
ち
込
み
か
ら
多
く
の
メ

ー
カ
ー
の
20
年
の
累
計
販
売
台
数
が
前
年
比

割
れ
と
な
っ
て
い
る
中
、ト
ヨ
タ
系
列
の一汽
豊

田（
前
年
同
期
比
2・9
％
増
）と
広
汽
豊
田

（
同
11・6
％
増
）は
現
時
点
で
既
に
前
年
以

上
の
販
売
台
数
を
記
録
し
て
い
ま
す
。ど
ち

ら
も
主
力
車
種
で
あ
る「
カ
ロ
ー
ラ
」と「
レ
ビ

ン
」の
販
売
が
好
調
で
、中
国
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

年
同
期
比
16・9
％
減
で
し
た
が
、1
月
〜
9

月
は
同
6・9
％
減
に
ま
で
回
復
し
ま
し
た

（
図
表
２
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
受
け
、中

国
自
動
車
市
場
は
当
初
、今
年
も
通
年
で
の

前
年
割
れ
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
直
近
の
活
況
を
受
け「
今
年
は
マ
イ
ナ
ス

ど
こ
ろ
か
前
年
比
プ
ラ
ス
を
達
成
す
る
の
で

は
」と
い
う
声
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

日
系
メ
ー
カ
ー
は
絶
好
調

　
メ
ー
カ
ー
別
販
売
台
数
で
は
、独
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン（
V
W
）系
列
の一汽
大
衆
と
上
汽

大
衆
が
1
位
と
2
位
、米
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー

TOTAL
IT
SECURITY
SINCE 2004

TEL. 02-259-1720

シンプルかつ堅牢。
 IT法　IT管理　導入から運用

対 談
サシン経営大学院日本センター 藤岡資正所長が聞く

T hai Dan

サ
シ
ン
経
営
大
学
院
日
本
セ
ン
タ
ー
所
長

グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
社
　フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー

　ライフスタイル・プレゼンターとして独自の視点
から色褪せない新しいスタンダードを世に送り出
し続けるグレイハウンド。40年前の創業時に発売
された、無地のシャツをベースに二つの異なるシャ
ツを組み合わせた定番品は、ロングラン商品として
未だに店頭に並ぶ。彼らの製品は外見の目新しさ
だけではなく、使いやすさや機能性にもこだわりが
強い。ストリートシーンにおける単純性へのこだわ
りが創作の秘訣である。新しいモノを生み出すイノ
ベーションの源泉について同社創業者のバヌ氏に
聞いた（聞き手：藤岡資正）。

異質のモノを受け入れる柔軟性、多様性が大切
　自分たちの顧客には日々の生活を少しでも豊かに、楽し
く、芸術的であって欲しい。そうした想いで40年間走り続け
てきました。時代とともに顧客は新たな価値を求め、普通と
は異なりつつも実用的なモノというように要求水準も高く
なります。
　これだけ海外旅行が身近になった今、人 は々新しいライ
フスタイルに関心を示し、多くのものに触れています。今あ
るモノを分解して刷新し、異質のモノをうまく組み合わせ日
頃の生活に様 な々観点からアクセントを加えたいと思って
います。
　先見性のある商品開発を促すための法則は上手く表現
できませんが、当社のアイデンティティを保ちながらも、異
質のモノを受け入れる柔軟性や多様性は大事にしてきま
した。当社の設立を振り返るとそれぞれが全く異なるバック
ボーンを有する仲間が関わっていましたし、その後の商品
開発に際してもベテランも若手も関係なく、部署の壁を越
えて協働してきました。

略歴　Bhanu Inkawat（グレイハウンド・ファウンダー）　チュラロンコン大学付属学校
を経て、ロンドンのハロー工芸大学にてグラフィックデザインを学ぶ。欧米大手広告代理
店に勤めながら、友人らと1980年にグレイハウンドを立ち上げ、現在タイ国内に16ヵ所
のアパレル店舗、ロンドン、シンガポール、中国などに18ヵ所のカフェを展開。タイを代表
するクリエーターとして現在に至る。　　写真撮影：石田直之氏

バヌ・インカワット 氏 藤岡 資正 氏

今あるモノを組み合わせて新しい価値を創造
　従業員には国内外の素晴らしい創作物に積極的に触
れることを推奨し、挑戦や遊び心を忘れないようにと言い
聞かせています。良いデザインの製品は富裕層だけのも
のではありません。社会的地位や収入に関係なく、中間
層だってひねりがある良いモノに触れたり、所有したいは
ずです。
　グレイハウンドでは日本料理をタイ風に仕上げることも
あれば、パンナコッタなどイタリアのデザートにタイの伝
統的なデザートを組み合わせることもあります。折りたた
むとショルダーバッグとしても使えるセーターというのもあ
ります。これは40年前の作品ですが、今の社会を見てみ
ると人々はプラスチックバッグを止め、Tシャツなどの衣類
を買い物袋のように使う人も増えています。
　海外の先進的な企業からヒントを得ることも多く、多く
のブランドからコラボレーションの依頼があります。これ
からも遊び心のある面白いことを展開していきたいと思い
ます。

い
つ
ま
で
も
遊
び
心
を
忘
れ
な
い

M r .  B h a n u  Ink a wa t D r .  Ta k a m a s a  F u j i o k a

第
10
回

文化には「遊び」が織り交ぜられることで人間や社会が豊かに耕される
のだ、ということを再認識する機会となった。

対談を終えて by 藤岡 資正 氏
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おいしさ広がる！

 サッポロ樽生
乾杯をもっとおいしくSole distributor in Thailand SCS Trading Co., Ltd.

02-530-2648 / infoscsbkk@gmail.com

ペチャブリ駅

トンロー駅

エカマイ駅

スクムビット駅

プロンポン駅

アソーク駅

クイーンシリキット駅

スクンビットエリア

การดื่มสุราแลวขับขี่รถ
จะเปนอันตรายและผิดกฎหมาย

★ サッポロ樽生 ★
取扱店舗 

Charm Korean
Steak House
Charm Korean
Steak House

博多うま馬 アソーク店博多うま馬 アソーク店

串焼き 串揚げ ヒナタ串焼き 串揚げ ヒナタ

おばんざい喜多郎おばんざい喜多郎

ちょっと静かな
SHAKARIKI 432"
ちょっと静かな
SHAKARIKI 432"

花かるたスクンビット39店 花かるたスクンビット39店 

舞月  舞月  

Shinsen Fish Market Shinsen Fish Market 

北海道炉端原始焼（1号店）北海道炉端原始焼（1号店）

生そば あずま スクンビット33店生そば あずま スクンビット33店

韓国亭韓国亭

銀座 しゃぶ天銀座 しゃぶ天

Banjoo BBQBanjoo BBQ

地鶏料理けん地鶏料理けん

KaneHisaKaneHisa
喜多郎寿し スクンビット店喜多郎寿し スクンビット店

北海道レストラン 原始焼（2号店）北海道レストラン 原始焼（2号店）

人情酒場 なぎ虎 人情酒場 なぎ虎 

日本再生酒場日本再生酒場
喜多郎寿し 日本街店喜多郎寿し 日本街店

Shinsaku by Chong Jaroen Rama 4  Shinsaku by Chong Jaroen Rama 4  ↓↓

あぶり 石田あぶり 石田

うな吉うな吉

ト
ン
ロ
ー
通
り エ

カ
マ
イ
通
り

ソ
イ
39

ソ
イ
49

ソ
イ
26

ソ
イ
2０

居酒屋 兄貴居酒屋 兄貴

暖りゅう屋暖りゅう屋

北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）
北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）

日本料理 葉隠日本料理 葉隠濱岡濱岡

一味膳一味膳
Sunder BeefSunder Beef

喜多郎寿し トンロー店喜多郎寿し トンロー店

YOSHIBARYOSHIBAR

Abiy's NineAbiy's Nine
焼肉燦 Annex焼肉燦 Annex

かき小屋 勝浦水産かき小屋 勝浦水産
Honoho
Izakaya 
Honoho
Izakaya 

TEPPAN by uomuraTEPPAN by uomura

割烹 ひょうたん割烹 ひょうたん
Kenji’s LabKenji’s Lab

そば切り 五の字そば切り 五の字

しゃかリッチしゃかリッチ

Beer BellyBeer Belly

SAKE FORESTレインヒル店

照照

★ サイアム～ナナ
 ・The Okura Prestige Bangkok
 ・山里
 ・寿司森 ゲイソンタワー店
 ・Abelle Café
 ・飛躍 The Groove 店 

★ アーリー
 ・Sousaku Ari 店
 ・Sasori Izakaya
 ・ハナゼン
 ・Salt
 ・令和

★ サトーン～シーロム
　 ・北海道原始焼 シーロム (4 号店 )
 ・北海道居酒屋 すすきの
 ・炭火焼肉 432"
 ・喜多郎寿し シーロム店
 ・Seiryu Sushi サラデーン店
 ・Abelle Bar and Bistro
 ・寿司森 サトーンスクエア店
 ・Koken Sushi & Dining Bar
 ・Wander

★ その他バンコク都内
 ・飛躍 エスプラナード店
 ・Jingi
 ・Buruma Cafe-Bistro
 ・Going Home
 ・かかってこい屋 
 ・Rin Bar
 ・Jizo Izakaya
 ・ふくみみ焼き鳥
 ・Oji Izakaya
 ・しゃかりき432"
　　 The Circle Ratchapruk 店
 ・Sousaku The Circle 
       Ratchapruk 店
 ・Hachi Kyu バンケー店
 ・Hachi Kyu チャロエンナコン店
 ・Rei
 ・HOM10000
 ・Hangkrueng

★ バンコク近郊
 ・日本亭 アマタナコン店
 ・花のれん
 ・神戸 牛乃匠 シラチャ店
 ・SEA SALT

黒牛の里黒牛の里
Bluebird Jazz BarBluebird Jazz Bar

大の樹 大の樹 

日本酒や焼酎、リキュールなど、30蔵を超える日本のお酒
の専門ショップです。日本語対応可能なスタッフが、皆様
のご来店をお待ちしております。

SAKE FOREST
和酒専門店

Rain Hill 2F（スクンビット ソイ47）
02-258-4975
sakeforest@gmail.com

レインヒル店
Charn Issara Tower1  2F
02-234-3161
eshochu@gmail.com

タニヤ店

店舗情報やお知らせは
QRコードからチェック！
www.sakeforest.com/sake-forest/

中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米し、Los Angeles CityCollege卒
業。23歳の時、岡本太郎著「今日の芸術」を読んで衝撃を受ける。24歳で
渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のワラジ生活を３年間送る。
28歳から1年間で22ヵ国を巡る世界一周旅を敢行。旅先で路上ワーカーた
ちの出会いに感銘を受け、「路上ワークの幸福論」を出版。同書は
Kinokuniya：Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：yosukenakano.com  Instagram：@yosukenakano

　ここは世界中から人が集まる多民族の
ルツボ。遠くに見えるのが自由の女神。
　文化、国籍、宗教、人種、それぞれみん
な違うのに、ひとつの太陽をみんな同じよう
に眺めて楽しんでいた。

ニューヨークの夕日

いろんな景色、いろんな想い

今月の言葉

Facebookで
事前告知投稿

Facebook内で事前告知が可能です。
*ご希望に応じて開催後の事後レポー
トも掲載可能です

約2,000フォロワー

『ArayZ』ウェブサイトへ
 新着ニュース記事として掲載

セミナー情報の詳細ページを新規制作いたします。
開催日時や、内容を記載できます
*ご希望に応じて開催後の事後レポートも掲載可能です

views約30,000
❶ 特設ページ １p作成

❹ 事前告知 １回

ニュースレターで
ダイレクトに告知

ArayZ情報を定期配信している
ニュースレターで単独配信１回
＋バナー告知を行います

+

ニュースレター内広告

約 件3,000

❷ 単独配信 １回

❸ バナー配信

セミナー・ウェビナー告知のセット内容

の読者に
セミナー・ウェビナー告知が可能です
約35,000約約約35,000 *直近月

最大

1 ２ ３Webページ ニュースレター Facebook

１

２

３

【掲載金額・詳細のお問い合わせ先】
日本人直通 (担当：内堀)
Mail：gdm-info@gdm-asia.com
TEL：02-651-5655
Web：www.arayz.com

ビジネスパーソンへ向けた広告をお考えの方はぜひお気軽にお問い合わせください。

ArayZでは毎月、タイ・ASEANの旬な内容をお届けしております。

無料定期購読も随時承っておりますのでご希望の方はご連絡ください。

▼お問合せフォーム

セミナー告知
Web&メールで

ArayZは御社のセミナー及びウェビナーの告知ツールとしてもご活用できます

59 58



イメージキャラクター   ぱんちゃん璃奈

お問い合わせ時に「GDMキャンペーン」とお伝えください お問い合わせ時に「GDMキャンペーン」とお伝えください

@vyp7767q
achieve.english.gym@gmail.com

Voice Hobby Club

1回 2,000B 　　　　　  
5回券  7,500B(1,500B/回)
10回券 14,500B(1,450B/回)
20回券 28,000B(1,400B/回)
30回券 40,500B(1,350B/回)

G
D
M
に
て
不
動
産
・
内
装
の
新
規
案
件
ご
契
約
時
に
ご
希
望
の
ク
ー
ポ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
自
己
啓
発
支
援

*お客様 / GDM間にて既
にご契約済みの案件は特
典適用外になります。
*お客様 / Voiceまたは
We'llgo間にて既にお支払
い済みの代金への特典使
用は出来ません。
*新規内装案件はリノベー
ションや追加施工等は特
典対象に含まれません。

We'llgo 運営

筋トレ・食事指導
オンラインプライベート英会話
◆優秀なフィリピン人担任講師が丁寧に指導
◆50分/回の本格レッスン
◆TOIEC満点の日本人講師サポートありで安心
◆学習内容は幅広くアレンジ可（会話・TOEIC等）

VOICE (Thailand) 運営

ビジネス英会話
出張パーソナルトレーニング

◆経験豊富なトレーナーが日本語で指導
◆自宅コンドミニアムまで出張で時間節約
◆60分/回の集中トレーニング
◆管理栄養士監修の「食」のアドバイスも充実

28,000B分

Voice Hobby Club主催の各学習コースに使用できる
(一部コース除く) 

GDM新規契約でクーポン券贈呈 GDM新規契約でクーポン券贈呈

20回無料
28,000B相当のパーソナルトレーニングコース

指導歴13年。日本のフィットネスクラブ
で務めたのち来タイし、心と体の健康を
広めている。NESTA認定PFT資格保有。

パーソナルトレーナー

　フィリピン人講師によるオンラインレッスンと、日本人講師のサ
ポートを組み合わせた英語プログラムです。コース開始前や受講
期間中は、日本人講師が学習をフォローアップします。50分のマン
ツーマンレッスンなので、充実した学習ボリュームで目標達成に向
け効率良くレベルアップして頂けます。
　講師とレッスン日時は固定制で、予約の手間やレッスン毎の自
己紹介等も不要です。学習内容は、日常会話からビジネスで使え
る英語、各種試験対策等、ご希望に合わせてアレンジ致します。
まずは、無料トライアルレッスンをご予約下さい。

　お客様のコンドミニアムのジムにトレーナーが訪問し、効率
的な運動方法、マシンの使い方、健康相談、食のアドバイスを
行います。トレーニング内容は、筋力増量、ダイエット、肩こり腰
痛改善、柔軟性向上等、目的に合わせたオリジナルメニューを
作成しますので、進捗やコンディションに応じて柔軟に調整可
能です。

英語は話せて
当たり前。
そんな時代は目前！
英語スキルアップで
ビジネスを円滑に

筋トレは健康への投資！
ビジネスでの集中力と
精神力も増強

料金（チケット制）

@08066039338
wellgo.sai@gmail.com
094-484-6296

We'llgo

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57 Park Ventures Ecoplex 12th Floor

担当:山本

088-572-4998
seiji@gdm-asia.com

AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド 様
JXTGエネルギー 様
NECプラットフォームズ 様
アイシン精機 様
アズビル 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
いすゞ 自動車 様
コナミホールディングス様
トヨタ車体精工 様
パナソニック デバイスＳＵＮＸ 様
ユニ・チャーム 様

伊藤忠エネクス 様
王子製鉄 様
JALUX 様
UACJ 様
UACJトレーディング 様
エフティコミュニケーションズ 様
キーエンス 様
ビジネスブレイン太田昭和 様
宇徳 様
戸上電機製作所 様
湖池屋 様
小松製作所 様

日立ソリューションズ 様
京セラ 様
群馬銀行 様
古河電気工業 様
三菱マテリアル 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
赤城乳業 様
帝人 様
日揮 様
日工 様
日本バルカー工業 様　　他

不動産 / 内装  取引企業様一例

週２コース 15,300円 あり １回/月
週３コース 22,950円 あり ２回/月
週４コース 30,600円 あり ３回/月
週５コース 38,250円 あり ４回/月
週６コース 45,900円 あり ５回/月

コース
（50分授業）

日本人サポート

LINE ビデオ通話
料金

（１ヵ月あたり）

サイ




